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の
言

葉

私
が
川
柳
に
手
を
染
め
た
の
は
明
治
三
十
七
年
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
作
家
は
宝
暦
明
和
の
作
品
を
凌
ぐ

と
い
う
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
三
十
九
年
頃
か
ら
、
そ
う
し
た
目
標
に
満
足
出
来
な
く
な
っ
た
の
で

自
ら
天
才
と
称
し
た
小
島
六
犀
坊
が
川
柳
革
新
の
口
火
を
切
っ
た
が
、
同
四
十
二
年
の
初
衰
の
頃
、
ム
ハ
厘

坊
は
二
十
一
歳
の
若
さ
で
肺
患
の
た
め
世
を
去
っ
た
。

六
厘
坊
残
後
、
革
新
傾
向
は
東
西
呼
応
し
て
梢
表
面
化
し
た
が
そ
れ
が
伸
び
る
た
め
に
は
幾
歳
月
を
要

し
た
。
し
か
も
既
成
、
革
新
が
兄
弟
堵
に
せ
め
ぐ
に
過
ぎ
な
く
て
川
柳
そ
の
も
の
は
社
会
か
ら
遊
離
し
て

い
た
。
そ
れ
を
遺
恨
と
し
た
私
は
川
柳
の
社
会
化
を
提
唱
し
、
川
柳
を
弘
く
社
会
に
認
識
さ
ぜ
る
た
め
と

作
家
養
成
機
関
と
し
て
大
正
十
三
年
に
柳
誌
「
川
柳
雑
誌
」
を
創
刊
し
た
。
昭
和
十
一
年
に
は
専
門
家
な

き
世
界
発
達
ぜ
ず
と
主
張
し
た
が
誰
も
刑
肢
の
道
に
踏
入
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
私
は
多
く
の
非
難
や

忠
告
を
押
し
切
っ
て
、
先
ず
限
よ
り
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
十
一
年
七
月
に
職
業
川
柳
人
宣
言
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
支
事
変
、
太
平
洋
戦
争
と
な
り
、
悪
戦
苦
闘
は
筆
紙
に
尽
せ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
が
、
戦
い
抜
い
て
漸
く
今
日
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
島
田
と
い
う
男
は
「
我
れ
世
に
勝
て
り
」
と

云
っ
た
が
、
私
の
よ
う
な
鈍
才
に
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
を

刊
行
す
る
の
も
、
殺
が
愛
す
る
川
柳
を
弘
く
世
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
片
に
過
ぎ
な
い
。

一
九
五
九
年
六
月

川
柳
雑
誌
社
編
集
局
に
て
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凡

イタリ

女
「
新
川
柳
鑑
賞
」
は
脈
生
路
郎
主
者
の
月
刊
「
川
柳
雑
誌
」
に
昭
和
二
十
八
年
十
月
号
か
ら
昭
和
三

十
凶
一
ヰ
の
五
月
以
す
ま
で
連
載
し
た
も
の
か
ら
、
裂
に
東
京
至
文
堂
か
ら
刊
行
し
た
「
川
柳
と
は
何
か
」
の

後
半
に
「
川
柳
の
味
い
方
」
と
し
て
発
表
し
た
二
百
十
九
匂
の
鍛
貨
を
符
ぷ
き
、
民
に
木
発
表
の
鑑
賞
原

仙
例
を
氾
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

女
従
っ
て
、
ど
ん
な
旬
の
鑑
賞
が
「
川
柳
と
は
何
か
」
の
万
一
へ
削
受
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
使
山
上
、
本

k
n
の
巻
一
水
に
、
附
録
「
真
珠
勾
抄
」
と
し
て
二
百
十
九
勾
を
掲
放
し
て
お
い
た
。

女
「
新
川
仰
鑑
賞
」
は
一
般
の
読
者
を
目
標
に
執
筆
し
た
の
で
、
勾
の
鑑
賞
を
多
少
解
説
的
に
、
興
味
的

に
し
た
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

安
本
当
の
鑑
賞
匂
は
主
と
し
て
月
刊
「
川
柳
雑
誌
」
か
ら
拾
っ
た
が
、
他
の
柳
誌
や
旬
枯
恥
か
ら
の
名
吟
も



鑑
賞
し
た
の
で
五
百
六
十
三
匂
の
多
き
に
及
ん
で
い
る
。
本
稿
は
日
々
多
忙
の
中
で
、
鑑
賞
執
筆
し
た
の

で
原
勾
を
す
く
な
か
ら
ず
傷
つ
げ
た
こ
と
と
恩
う
、
そ
の
点
を
匂
主
に
深
く
お
わ
び
す
る
。

占
H

勾
主
の
雅
号
を
左
に
録
し
て
敬
意
を
表
す
る
。

をgj

一
善
、
豆
秋
、
梅士山
、
味
平
、
方
大
、
緑
之
助
、
千
石
、
布
健
、
千
容
、
関
生
、

水
車

、
段

乃
、
不一一
、
夜
潮
、
幽
玉
、
灯
竿
、
費
峰
、
明
珠
、
香
林
、

一
瓢
、
法
米
子
、
美
喜
、
花
村
、
万
古
人
、

狂
二
、
ひ
か
平
、
保
美
、
太
郎
丸
、
晃
、
芳
仙
、
七
間
山
、
潮
花
、
素
身
郎
、
甲
吉
、
古
来
太
枝
、
安
路
、

友
子
、
高
志
、
散
歩
、
生
々
庵
、
ぬ
月
女
、
俊
江
、
文
庫
、
多
久
志
、
玲
人
、
良
子
、
五
茶
、
万
古
、
物

花
、
方
正
、
湖
山
、
没
食
子
、
し
げ
女
、
望
峰
、
文
秋
、
史
葉
、

春
日
、
す
顕
女
、
東
岸
子

、
武

、
黙

平
、
鈴
馬
、
ど
ん
た
く
、
雨
声
、
旭
童
、
吟
女
、
万
楽
、
白
水
、
柳
川
亭
、
孤
浪
、
日
満
、
お
さ
む
、
~
小

水
、
喜
由
、
春
巣
、
知
恵
美
、
矢
寸
志
、
満
秋
、
初
補
、
蘭
、
妄
安
、
好
郎
、
文
平
、
谷
水
、
水
客
、
満

年
、
消
生
、
水
堂
、
白
木
村
、
葉
風
子
、
淡
舟
、
清
湖
、
参
無
子
、
山
茶
花
、
茶
仏
、
東
洋
樹
、
阿
茶
、

m
t
R、

官
月
ふ
仁
白
以

鉄
児
、
曲
賞
年
、

不
二
子
、

千
代
美
、

白
香
、

恒
雄
、

藤
波
、
歪
水
、

六
花
、

レ己
号
、

J

「ペ
Uμ



凡
九
郎
、
草
右
、
牛
歩
、
半
休
、
光
郎
、
形
水
、
猫
三
、
宗
太
郎
、
夏
六
、
草
一
郎
、
素
生
、
幸
男
、
八

ッ
茶
、
古
方
、
迷
窓
、
牧
人
、
千
里
、
い
わ
を
、

一
浪
、
小
松
闘
、
柳
葉
、
薩
城
、
静
観
堂
、

一哲
、
遠

一、
一
伸
、
鉄
洲
、
季
賛
、
博
也
、
十
悟
、
左
文
字
、
若
菜
、
挽
郎
、
架
、

梨
花
、
娯
勾
楽
、
美
笑
、
む

じ
な
、

一
貫
、
春
雄
、
ひ
さ
み
、
圭
井
堂
、
千
永
、
弘
道
、
丁
路
、
蜂
目
、
自
由
朗
、
十
九
平
、
闘
骨
、

久
米
雄
、
蛙
眠
子
、
奇
童
、
伊
知
呂
、
摩
天
郎
、
省
三
、
幽
谷
、
明
林
、
奔
花
、
ゆ
づ
る
、
社
的
、

白

屋
、
愁
夢
、
修
三
、

一念
、
鬼
美
、
山
川
児
、

一
ン
十、

ァ
l
ト
、
水
堂
、
井
蛙
、
無
鬼
、
一
扇
子
仙
、
静

馬
、
回
天
子
、
緑
雨
、
し
げ
お
、
汰
天
、
八
歩
、
芳
泉
、
良
坊
、
柳
蔭
亭
、
雅
堂
、

一
雨
、
旋
風

、

恒
、
夢
裡
、

一傘
、
牛
耕
、
虹
要
、
月
都
、
庸
佑
、
三
歩
、
き
さ
子
、
雄
々
、
匙
光
、
宏
方
、
侃
流
洞
、

あ
き
ら
、
耐
助
、
養
痴
圏
、 一

也、

堰
子
、
暁
明
、
野
甫
、
山
雨
楼
、
義
風
、
粗
影
、
三
林
坊
、
村
調
子
、

、

一
鶴
、
爽
春
、
竹
二
、
O
丸、

甲
馬
、
b

内二

寸

文
月
、
花
代
子
。

永
断
、
珠
笑
、
水
鏡
子
、

(
順
序
不
同
敬
称
略
)
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はな よ六 う v で
ーいど い十 、 と何7L
年 。 ん 一 。 五元しん 日 長
のそな 年 」 日のとが 閑

四

季

計の ー の のの三 な日 さ
と内 年 計 撚希百く本 よ
い科の 苔 字望六畏晴

うは言十 み は 的所!態 十闘の づ
重ど で い 五 で い
大う あ な か 日あい け
な で る が にのがる天 ー
γ もか ら も街j 続。気 百
とよば 答 リ で い そ だ 六
を い 、 み ズ あてう 。 十
きのこ な ~ る 欲 だ い 五
めでの ヵ。し 、 つ
るあ勾(がり ノレ「 いこも(
のるかー で つものよ 湧

ら 樹づの調り
も v はま在 ロJ けだ 子 は

の判 ) れ三とで暖)
洲市j ら が百い 、 か

もにーる た るを
な はがJ 。元 め の飲

百 お し、労 はイ日 お ででみ
ハ 元 と資議ヤ ば 元 ああな
十 目 玉;の論 、 か 日 るるが
五 ~ う対抜ごり 右 。。 ら
日 ふ の立 さ き は も 中や
を り でもでげ誰 左 五つ
働 あな Jドんに 、て
き は るい 和でと も ード い
放 小 切 。あ あつ な 五る
い 原 白るら て か を と
て の 山のねも り 佳云
jffi 庄 みば上 け みう
え 助 主iーのな 々 り 仰と
た 党 日ら吉 と γ

元(さ の でぬの( しろ
日 Sl ん いあ 日 ζ 湧 たに 一だ がるで機 の焦
乙 秋 み 。 あ嫌 もた、

せ ) あそる で) そか
め いこ 。 あ のあ
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るの う う の 持 ! 盛 少 勾 lltt て
元 。「ーに勾がじしの 、 元
日 元 ばつ元を 、 を調構 朝 日
は 日 かの日読そ出子成酒ば

し の り欲 者をら; んのしがが か
ず ど は嬰 だまて軽九朝り
か ー 」で 直まいい音 湯 は
に 」 かあし後勾る 。 四で
明 でカ3 らるたのにとが音と小
け うこの感流も然六云原

笑 なとでじれ云し音うの
し う づがははてえその夢圧
ず 声 く 、 な いるの十を助
か が こ「え小て」軽九詠、さ
に す とお 原町 さ音ーんん
昏 る が元謀の臼作が字だの
れ 出自ら圧いえ普ユで勾ょ
て村1) 米ば し助との l あでう
ゆ るかたさ恩瓢モりあ
くま: のりいんう。 逸ラなろに
も) ではとの なスがう
の あ」云よこ気なら。靭

と のヵ真 ども で
「 エド メを和 い 、 あ

お お 長 和ラ撮や 丹 感覚が どる

がも( 女 のつか 前 っ様うく に !な災前j て な の かそ

は も で 陀 あ 元 ま そで し

ごめ 俺 あ立げ 日 ん れ 笑戸がう 'ヲ、' 
機 l一 つつよ 、 を v

嫌 が たた弓朗 ま と E 
で 酌 。の乙ら 元 らつ
あ い で ι か 日 えすと
る だ あこな 撮 てるも
C る るど家 さ いも云

お 。 も庭 れ るのわ
ー その。 る 。でぬ
音 れ云 「 老あ静

方
はうお( 巧。 る粛
丹が父 l味 。な
前まさ 作

大 のまん玉lλ 者う
) まに、心 のち

ま 、 写 鋭に
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詠んだ嗣白はあさをさるし。
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I~ 
らと 味けで の
しが こ わ日る 、 こ で
い い日 お うのこ儀こ 床 ぁ
の ま の と 主丸と式へ 飾 る季

どで 粧 が じのに張は り
かもは い の紺l しつも よ
さ浸 何1 も 風だたたう し
をけく 浸 格けと床客 て
ある か がを詠飴i ら
ら』心ら Lj しかんりし 日
わ の凪i て のけだはい の
しゅ 日 初 ばてのや客 出
て と に 湯 れ淡でめを の
い り 入 の る々あて迎 軸
るが る ち 勾とる 、 え を
コ 、 の で し 。 日 る
「 いで(と あ た のこ(か
ち かあ閃 溢 る 正 出と千 け
とにる れ 。 月 のも

溢 初?も易 が生 気 qqlJな終れ 、 ) 分 をい)

ー お をかの

一 一 -ー

い た乾おう ので
もI 上 机 とさくのぜ ま で 、

の戸 私 エ感ーうτ さ の で め な あグ
で党 の つで 、て るツ
あ に 内 てあお三 極 。 と
ると ま じ佐1 る正ヵ の白 湯
。 つ を々。月日 槽
オ て だ 詠とそのだ 々 に
オ松 軒 んしのごけ と 深
、 の を だてたちは し く

1illt内 の何めそ 7乙7 て 身
れと 歓 でんにう所 を
そ云 み あだ まをで 沈
れう 残 るかな京L 働 ケ め
れも し 。空襲桜のら 日 た
や の いなうき 情
なは( よどちた( 芳、

"" 人「〉 うはにく水 が
かー なすつな 限
と イ~f J'J :xZ っくい草 に
手有楽) がかっと) 浮
日し しりて 云 ぶ



そそらにく うって頃
う れ も 突こ十 ち て 行は

年 し は い きとこ 賀 Iこ 、 っ親
賀 た遠ろあは月~. 状 終おてし
状 思いいた ーも 書 電れ欽く

女 い首ろっつ残 く ののみも
がにとての り 時二たし

持 ゐJ 別 息 、 事少 ス 問 上 がて
2外れい急 務な ぞ が り るい
盲 にた出ににく ' 釆を もな
い に女をス外な ド る聞のい
た じで辿ピなう 落 γ かで人
も みあ っ l らた。 し としあに
の 出ゥ た 1: な 思 をてる 会
で てたとを か誰 ぅ 詠や 0 つ
な いかい落つれ ー んろま て

るも う した彼(」 だうださ
哀 し 。知の てがへr 不 と もとあえ

れ で 書 、 賀 の思 そ引

潮 なあき あ 状を書 ー= 0 "") =- """) 
いるなる ) てへば
。。が名 る寄っ

並し破そ 断違ななに女
な てつれ年 定いいいし将庖
よあてで賀 年 しなもがてか縫
うま見こ状 賀 ていの 多 はらで
でりてのの 状 いとだく遠の年
も ノf も布j 文 や るい 0 は筆年賀

ーツいが句 とう '分述多ii? 舌す賀状般とや lm も つ こと がぎ状を
にし味 1':] 長 た通 ろこ まるが み
行 たでいし、 にろ わ 。 出て
わ文 あ の 問 り 穿をのる逮てい
れ 10; つで に の ち 「 代 ほ さ在来 る
ては た あ 型 文 が返 さ在どなる と
い出りるが 句 あいだ 、 女 。
る来、 。 出 で るたろ 手将女い
のな flj 少 来 。もうのも将き
がいば し て (来 の o mJ] い白つ
い。りぐし幽 でイくな身け
いや過らま な ャ女 いがの
の は ぎいつ王 しそ将こ書料
かりた JlfJ tこ '--' L..... れはとい 亭
も月 りを 。 とに紗はたの

四

季
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3号のであすまとし6; 

回出

正恒縫れ月の女たとりり

明l'~ 

な話だもa 

灯竿



四

季

柳
に
で
も
あ
り
そ
う
な
勾
で
あ
る
。

電
停
に
ペ
ン
キ
が
匂
う
お
正
月

f、、
符

林

電
停
で
電
車
の
米
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら
ペ
ン
キ
の
匂

い
が
プ
l
ン
と
し
た
。

停
留
場
の
様
牲
が
新
ら
し
く
塗
り
替
え
ら
れ
て
レ
て
正

月
ら
し
い
気
分
酔
か
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
何
ん
の
奇
も
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
切
か
ら
作
者
の
感
覚
の
鋭
ど
さ

を
見
遁
か
す
こ
と
は
出
南
北
な
い

ぺ
ん
ぺ
ん
草
か
て
春
じ
ゃ
も
の
春
じ
ゃ
も
の

票E

ペ
ん
べ
ん
ホ
な
ん
て
、
生
え
て
も
生
え
い
で
も
、
ど
う

で
も
よ
レ
と
恩
わ
れ
る
よ
う
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
容
が

(

八

)

米
れ
ば
自
然
の
吟
ぐ
み
に
お
し
て
小
さ
な
花
も
つ
け
る
の

で
あ
る
。
人
間
だ
っ
て
、
そ
う
だ
よ
と
云
う
初
判
が
こ
の

勾
か
ら
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

機
関
車
の
入
替
え
罷
の
日
の
示
し

(
法
泉
子
)

ポ
カ
/
¥
と
畷
い
春
の
日
に
、
駅
以
に
立
っ

て
、
機
関

車
の
入
替
え
を
見
て
い
る
と
実
に
の
ど
か
で
あ
る
。
切
り

隊
さ
れ
た
機
関
車
が
一
丁
ほ
ど
'
冗
へ

そ
し
て
又
只
つ

て
渋
る
よ
そ
れ
か
ら
線
路
を
ま
:
え
て
、

ニZ

Jァ

う
大
き
な
す
FH
響
と
共
に
貨
車
に
擦
が
れ
る

-
そ
ん
な
こ
と

が
い
つ
ま
で
も
繰
り
返
え
さ
れ
て
い
る
~
い
つ
に
な
っ
た

ら
終
る
の
か
、
は
て
し
が
な
い
よ
う
で
日
が
、
氷
い
と
云
う

の
で
あ
る
c

?
f」

J
U



臓
月
光
源
氏
に
逢
え
そ
う
な

(美

菩

お
ぼ
ろ
に
緩
む
春
の
夜
に
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
い
る
女

牲
の
恋
ご
こ
ろ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
「
光
源
氏
に
途

え
そ
う
な
」
と
空
想
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
こ
の
勾
の
よ
さ
が
あ
る
。

俊
か
雨
銅
像
だ
け
が
駈
け
出
さ
ず

(花

村

予
想
も
し
な
か
っ
た
雨
が
車
輸
を
流
す
よ
う
に
降
る
。

人
間
ど
も
の
慌
て
ま
い
こ
と
か
。
陀
か
な
十
小
世
間
を
目
が
け

て
駈
け
出
す
姿
は
見
ら
れ
た
ザ
で
で
は
な
い

-
v

こ
ん
な
時

に
も
、
銅
像
だ
け
は
駅
け
出
さ
な
い
。
U
l
品
川
と
し
て
科
れ

る
が
ま
ま
に
突
っ
立
っ
て
い
る

そ
れ
は
降
る
も
の
は
降

凶

季

る
と
悟
っ

た
姿
で
あ
る
と
も
一
五
え
よ
う
。
し
か
し
、
人
間

は
と
考
え
き
さ
れ
も
す
る
が
一
読
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
感
じ
の

す
る
勾
で
あ
る
。

引
返
す
勇
気
も
ほ
し
い
山
登
り

(
万
古
人
)

京
休
み
が
来
る
と
、
年
々
山
。
一り
が
旺
ん
に
な
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
昨
日
も
遭
難
、
今
日
も
遭
難
で
、
若

者
の
い
の
ち
を
む
ざ
む
ざ
と
彩
っ
て
ゆ
く
。
山
に
対
す
る

経
験
の
乏
し
い
も
の
の
無
暴
さ
を
い
ま
し
め
た
力
検
い
勾

で
あ
る
。

未
亡
人
仲
に
は
さ
ん
で
夕
涼
み

~t 

) 

そ
れ
ほ
ど
の
美
へ
で
な
く
て
も
、
未
亡
人
と
い
う
も
の

(

九

)



にも い 食 つ にさる少すは
かのる相か太 タんとしる

支をの 足なカ3 わっ ス 涼でいの にと
の感を し た テ み 、 う 気も もか

じ見 い男 テ のほ気
過ぎさ る ニ よ の コ 味のは お児く

た さと ユ 感なう の とかな発婆性
これ-， 1 あ 貧相 し、 気浮な い散ちの
とるゐツ ん つ にしゃ 興味を
をとあとじど た しなん
巧云 、 裾 が ん な もごていを
みう秋短すの 足 のこもか仲そ
にのだかるよ を がろ 、 らにそ
表で な な が う 見 あを告ではる
わあアス 、 な せ るかいあきら
しる」デ捜ス のき米るんし
て 。 と デ せテ(る でた亡 。 だい
いい云コ有H テひ 秋 あて人別と
るつう か つ コか ろるをにこタ
。 の切ら Tこ姿、μ う と やl' どろ 己責

ほ突出!Jl は'--" 0 ~にうでみ
どなての似 ろ隠す 、 を

像 るつ しとい
さや。たそて 云。大

月 れつ よれいわ差輪 頂
光 るた うといれし の い
に 。方 に察か 、 あ冷] た
人 と 思 し 判 も げ を 菊
み 貰 い た ららまは の

つ 、 菊なっ す め 手
な た菊 のいて た
同 方のあ。 う長 ば 入
じ の手る fこ か れ
感 生入じのり に
歎 汚 れははに ま
詞 ぶに 、 よ で

り出我い 持 来
やかがが つ ら

/、、 物人ま け子 、 て(れ
太 た 余所を どお保
郎 のう，411
丸 で 士ず り諮
) がでへ入な。

想、あやれさ

四

季

o 

ヰ



月
下
に
立
っ
て
月
光
の
美
に
う
た
れ
た
人
が
、
思
わ
ず

心
の
底
か
ら
発
す
る
感
歎
詞
は
み
な
同
じ
だ
と
い
う
の
で

あ
る
3

作
者
の
自
然
に
対
す
る
澄
み
き
っ
た
感
受
性
を
恕

わ
さ
れ
る
。

読
み
も
せ
ぬ
く
せ
に
読
書
の
秋
で
す
な一穿

「
二
科
展
を
御
覧
に
な
り
ま
し
た
か

ロ
ク
に
画
の
判
ら
ぬ
く
せ
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
人

が
あ
る
。
こ
ど
も
の
漫
画
本
を
横
取
り
し
て
読
む
位
が
せ

い
ぜ
い
な
の
に
、

「
読
書
の
秋
で
す
な
あ
」
と
い
う
人
が
あ
る
。
な
か

な
か
皮
肉
な
勾
で
あ
る
。

接
吻
を
奪
わ
れ
そ
う
な
霧
涜
れ

(+方

イ山

四

季

な
ん
だ
か
、
ひ
と
り
で
夢
み
て
い
る
よ
う
な
、
官
能
の

陶
併
に
誘
致
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
芸
術
味
の
豊
か
な
勾
で

あ
る
ニ
こ
ん
な
旬
は
堺
釈
を
す
る
と
持
を
険
ろ
し
て
什
舞

う
二
た
だ
繰
り
返
え
し
て
味
司
配
す
れ
ば
、
そ
の
よ
さ
が
お

の
ず
か
ら
判
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

秋
だ
な
と
金
を
持
た
な
い
者
同
志

(
七
回
山
)

「
秋
だ
な
あ
」

「
旅
が
お
も
わ
れ
て
な
ら
な
い
」

「
青
い
空
を
眺
め
て
」

「
ち
び
り
ち
び
り
と
盃
を
な
め
る
の
も
悪
る
く
な
い
か
ら

な
ア
」

「
ジ
ッ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
じ
ゃ
ア
な
い
か
」

「
ど
っ
か
へ
出
か
け
る
か

h 

、、J



四

季

( 

ー
._， 

でご水さ と ー「 ーー'

" あか を と オ1
井

秋云 おそ
〆 ろさ た ;~ì f t だ つ互れ
J じ うれたた水 戸 な fこし、 も
タ り fこ え さ (/) 71< あ と 』こし、

よ の た lzrFFi の
し一 v 

な し、
ーJムJプ品

る で!広 4 底 がろけが
あののさ よ かな ー

下r 様 る民 しは
の く

。
し

。 に 司4シ
ま 底 不日 じ

ir/ 近 イr:J秋る f二 し、 や

ーi」くきー苧J.i 
づ んが思格 も て ア

く と i殺し、日IJ 秋 し、 、

十 いんがで 澄 ら ど
~ ， 

すうですゐ
、円， 

つ， ~ め
'つ 一 いるる

J 、ー 月 由、る 。 り も
1タ ( イ巳 すのそオく 止丁 な
く がにの品 ら

干す し心 ;fT の EF: な
戸e、， ) し、を た 透

) し、

し イリ う い明 L 

しし 入う 現 勾 た 現イ放皮て

いめでの俳勾
十

ににがし ラけ算十
かる 、 ぇ: よ ヒ 、 fこ しる周二
がの ç~( ゐに 一 つシ商のて目を 月一
う7ciもc':、j"J"rj と 月 てヒ人で来'fI:はが
点、 í!~:. 1.'， 淡j一も「¥ 襖 生シ に あるが じそ
がれさ を さ と し る 。立 めこ
え え一 た ij{~J て 。 そ fこるに。

しる と こあ 句 者 も こ こ ず し 見
で三を月と め で サれを 、、 え

f~ う fっ と!子] る あかラは 、 お京 て
な V) t~ l，ざ の るれ リ例「先役釆
い でめ な し も 。る をにま当ーはた
かあるれゆ τ士r 人 マ 会社 じッ十

るく は く
"，、

たン り附二社

から 、 754q〈: 
れ

ちにのよで月 貝
ら い

方‘
も し 経る ジ をは

?こ f 七、 あて r;; 様 1) う ボ

し、 u' な ろ も者に ジま
か にさ」 大 う 、 ~~ L__ リ く ナ

に視にと
、、ノ

。 こ J[Z とイ 切ス
忙を_. 7-:-~ 表 の つ表ラ り の
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恋
・酒
・果
物

( 

-
lZ9 

) 

ださ7 い「 たし 兇 歩
か主1: t二=- _ }9.'- かにいこ
ながたの 手ぼ の しとた 人 柔
いど 3・月 をろ い 、 つ 。 は 目凡
と うなの 知 く つ 女 て 黙 歩よく

だくお らそ まは 、 つ
おっ つぞ ず ド でそそて 偶
家 てて 当 作 統 れれ 歩い れ
賞 、 i立は 言 く以 だ い た さ
ま妾生と わ こ 上 け た 。 せ
で σj きう れ とにで o 1Ifi' も
能方 てし て かははそい せ
促はいた 切 。 容 置れ方 ず

さ チけの れ さ 充分楽で へ 恋れマな 、 る な 、 と
たン いい か ぬ絢I ;:: 
んチし た( つ日 い ( ZZ
で 守 A だか たもし 道 七 う
は ンなく 。あかへ 面山
玉、と L、 も 花 j折つっと
くい (C， r;ノ) うたたよ
妥 fこ、を し 。。 く

六女 た が惚斯と1f: た 斐牲カ2 の |
段のま絞 ーL.. ..;巧 れんかこが 面 |
のお EU 女 ハ をた なお のタ・ 子
tJM 4'u i ~~ が 段 生弱 に ツまメな問
でツた の かみ 云しまだい題
あ間りさ乙L 調 しで わやでつよで
っさ ?:ilーを 彼 てあれい妥たうす
たんを判 女 い ろて 。 をらでよ。
」かみつ る う も ホひ玄:は
あそらて の コ 返ンぼい行裟
まのつい だ 上えトしつくー

り古~~てる カ3 五 業すtコ に に で 末 j闘を¥ 
上屋 v、と ら 「 性斐甲 す 身をも カ1
手へるは き ぼ る宍
で若: I割 け ろがつ じつ
はじさい くーがもひらて
ならあて( そつなりきれお
いれ とい素 に出いなまるく

た う た 身 」 な ののすわだ
か二ぞ c ~ß のいね 、 よ 0 け
彼闘とた) 措 の 。 イIIJ 0 あの
女 iま fL、 ま 字も」んーん甲



v う し、 ん 色、
老人|司 かズ

の
dコ 。

七ー で
、 楢一「 いレ以 だ

匂
j、t 

治 ~r l: 
考し山節一 士 響う で、 自はfi 養老院

也、
大 山 し、

聞けら筋金
の き も

がき今姥捨IJI お し、 '" の 恋がで ~ 《ご

を り 台、 を の の愛よは の た
通 ん ち キ. お しは う

お
と

し は 驚 4vf ふ二f ペゴ り たど寂ら比も し、
fこ L- し、 イ り う
と σコ -c る

ん婆 り、 薄れびさ ん の
7A I:I~ } 

(1) な さ 結た しれ lま で
え 七 の で る ん婚よ い て 恋 あ
よ の 主U iEAr z fこ は し う と し、 を る
う

法用
を 者 め 恋た でかた す

。
C 言~~ i主 を り あ 義

るは ん n寺 み す し る物老 f、、
笑 だ ;-¥: ず る て 。 の 院 甲

の の か
ど い 老養 あわ 時代も巧 で 7、' 

すすら
τ仁ヒ3 

み
あろ

lノ =- る院れ ) 

で の ろ 。で と の

でえ事務 債 のに る。 動作 と
事務1，た と よアー 見。 ネ

り で 約'" すう'J. べ社 だのろ
ししも女 ツの 人 ら う ろ ク

てた い 顔をク事務三j'i，
の しちは タ

い こ し、 は し よ な に 老人趣 イ
ると c 課 し彼た う い銃
zをk は と長 て と な 震曲に I瓜 と

素振 ド と 軌務 と 定依す
か か 事女 彼 顔 ろ
くり く し女 し 版 写描 のも ろ
もに 、 務て る て しの を
鮮出も r~~ でい民 。 執 見たで つ
や 臼もるか昨 務 え勾あ け
かさ 、 'J、 と ~JL 日 中 る と る て
にず ふレ い隔をの よ し

。

f出菌、 ざ しう 日 う て 老 や

i設 け の て瞬 ヌj
あで 秀 らく 2支T下に

し ま fこ京 でてに
て し り 役あ ゆ 路 るれの i;~;主 り
見 込 、 とる別人 か

) 。 て恋

せん甘女 。 い し、を

4
1
j
E
3
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恋
・消
・果
物

た
手
際
を
推
奨
し
た
い。

地
味
に
着
て
い
て
も
晶
子
の
血
が
さ
わ
ぎ

非
常
に
地
味
な
・
一
作
物
は
行
て
い
て
も
、
九ハ引
を
思
え
ば
い
ヴ

謝
野
品

f
の
よ
う
な
熱
烈
な
恋
愛
の
卯
が
さ
わ
ぐ
と
い
う

勾
で
あ
る
。

「地
味
に
者
て
い
て
も
」
で
、
う
ち
に
秘
め
た
物
静
か

な
女
性
の
恋
ご
こ
ろ
を
充
分
に
浪
み
と
る
こ
と
が
出
来
る

し

「
品
子
の
血
が
」
で
燃
ゆ
る
思
い
の
燃
烈
さ
を
巧
み

に
表
現
し
て
い
る
で
は
な
い
か
o

押
し
で
行
け
と
云
っ
て
た
奴
が
失
態
し

( 

11ミ!

「
怒
な
ん
て、

一
に
も
押
し
、
こ
に
も
押
し
、
三
に
も

(

一

六

)

押
し
で
す
よ
一
と
い
か
に
も
終
験
済
み
の
よ
う
な
こ
と
を

い
っ

て
た
奴
が
、
失
恋
し
た
と
一お
う
の
で
あ
る

3

し
、
そ
れ
凡
た
か
と
も
一
五
え
な
い

ア
C

J
工
ト
守
こ
立
、

-
ヲ
'
J
f
'
4
J
π
H
t
E
P
--

ま
ア
一
ノ
イ
宍
い
ん
で
忘
れ
る
ん
だ
久
一
'
A
W
え
は
こ
っ
ち
が

知
っ

た
か
ふ
り
な
こ
と
を
云
っ

て
慰
め
て
も
、

「
洲
で
忘

れ
ら
れ
る
よ
う
な
恋
で
は
な
い
の
だ
」
と
沈
む
で
あ
ろ
う

穿
ち
の
勾
で
あ
る
。

失
恋
の
痛
手
天
理
の
ハ
ッ
ピ
着
る

1孜

さが

天
理
の
ハ
ッ
ピ
を
治
た
人
々
を
市
内
・
な
ど
で
よ
く
児
か

け
る
が
、
そ
の
求
、
朴
さ
が
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
、パードこ

L
1
1
v
 

も
淋
し
い
姿
と
し
て
般
に
映
る
。

特
に
行
春
に
燃
え
る
年

頃
の
川
ッ
ピ
向
択
に
あ
る
叫
刊
の
痛
ま
し
さ
を
感
じ
き
さ
れ

し
か



る
。
そ
れ
等
の
人
た
ち
の
山
・
に
は
こ
の
句
に

λ

ぶ
ま
れ
た
よ

う
な
失
恋
の
痛
手
を
ハ
ッ
ピ
の
奥
深
く
包
ん
で
い
る
人
も

い
る
で
あ
乃
う
。

生
酔
い
が
刊
円
を
待
っ
て
乗
り

(
生
々
庵
)

生
酔
心
理
を
ズ
.ρ

リ
と
つ
か
ん
だ
何
で
あ
る
。

あ
あ
、
今
後
は
だ
い
ぶ
酔
っ
た
ぞ
。
ま
だ
少
々
は
芥
め

ね
こ
と
は
な
い
が
足
元
は
決
し
て
楽
観
出
米
る
状
態
で
は

な
い
。
ネ
オ
ン
が
限
を
射
る
。
ク
ル
マ
で
帰
ろ
う
と
思
う

が
、
サ
テ
と
な
る
と、

百
周
の
ク

ルマ

は
見
送
っ
て
し
も

う
。
八
十
悶
が
来
た
が
手
を
あ
げ
よ
う
と
し
な
い
。
こ
の

生
酔
心
期
日
は
盃
に
残
っ
た
僅
か
な
滴
の
一
滴
も
余
さ
な
い

の
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
。

恋
・酒
・岡市物

釣
革
を
二
つ
握
っ
て
さ
さ
き
げ
ん

(
涼
月
カ
、
)

夜
遅
く
郊
外
電
車
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
図
で
あ
る
。

ρ

タ
は
迷
惑
か
は
知
ら
ぬ
が
当
人
は
す
こ
ぶ
る
満
悦
で
あ

る
。
極
く
平
易
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
情
対
を
そ
の
ま
ま
に

摘
出
し
て
い
る
手
際
は
捨
て
難
い
。

勤
評
を
の
の
し
る
酒
を
追
加
す
る

俊

ir 

「
要
す
る
に
勤
評
な
ん
て
怪
し
か
ら
ん
」
と
云
う
こ
と

を
、
滴
を
の
み
な
が
ら
、
ク
ド
ク
ド
と
罵
し
っ
た
が
、
い

く
ら
罵
し
っ
て
も
の
の
し
り
足
ら
ぬ
の
に
酒
の
方
が
無
く

な
っ
た
。
も
っ
と
罵
し
る
た
め
に
洞
の
追
加
を
し
た
と
云

う
の
で
あ
る
。
作
者
は
先
生
も
感
情
の
動
物
で
あ
る
こ
と

(

一

世

)
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つ女 王見だるが を
fこの里町 のしのは上 発
ド澗ノ、 牧 工ジたがず役 酒 見
お は 、 氷 みほl 石 まが が し
い し若 で さと ない ;酉 た

:*~: づ 牧山水 な に 云 ないつ の の
品、 か く あつの 0 ま み で
&， に るたでそで だ あ
と飲に と c の あ こ i席も凶 芹、

むー も でるで し も
こ へ丘! 泌 、 。 謀 た

わ か玉 み v そ長に 頃課長
ltl- りの る のの はい

をけ級 事火 勾 潮時iを肉 ;判る九 Lり-に 庁V~、 の時と 去
みし い ， 
にとみ ，- Iヨ同震 の iri Jをt恩(，t』

IJi い と 与 ち が て い ヌ :
Ir: うは " は i内引 な
し 1判 る -1，' こ をき し 庫
てを秋 ー のの揚 か)
こ:0;の 試み げ i商

に んはた判 るたの
深だ ーたが立( .， ._ O t.こ 生u

酔 う のれるさ Wq 酒 ぇ起が
う て で の このの の た水生
て い あーとおネIl 祖 とでま
い てる 主を じ うく 父 v なれ

面 c ま:i本し、」 ろくた
臼 お れんさ は 今 にとの

(J) い じ 治 だ ん洲 日 しもで
(;: 0 い いもが好 の みめあ
ま さしの 、 主 佳 じみる
1三 んしでかi の き み しるー 。
つ ら さ あ とじ 日 と
い し白石か じ は し ι
て いで》ナ !と 大 たヱベ
ィτ 'み開: ホ 一 白い 君 もつ

く
。 /"を う( の の て
三日っ ち、 j"ji~ を 秋

か行のけで 感の
つれてあ人 じ飲

の てき 行る) さ消
上手日み c せ を



は でなてるよとポ!
illj ー あい行 c りつ当'f:
原 5・ 酔 るかく再~~もいに f!\: 腰
の え え G も た う 、 て 同年泌 を
Mi三 Iま ~l めとそ く うの あ
れ ιi 出 れにすの て 心 げ
す ;: る な股ぐお:とい 翌日
す ー いを此.~ If!iいるを
さと あの があむ気う のう
でい ，1 、 げく を人 にま
あ弓 IJ、 そるな γfこ 、 く

るな‘ 使 れとるよちまベ
と f の こいとなはだャ
こ 枯 そういく消二ツ
ろ去三 す 愛気う~W:.が ニ£

に じ す がf 持人し台、 会次 し
、 ::-:::勺吋 ( き 家ちにてムかて(

ノj、 ffp 五 のははいたらい良
千!I~ : 世恐1 ま ろ い 三 る
ののf.í'~ 界 イ米出象 だのと次 こ 子
過<"コ) な つ で い ず :も)
まよ のいあうへう

一一一 一一 一一ー 一一一一一一一一一 一一

つう と の 百円かが

とも J寸'~f L 紛ーい|剖く fi英 雄 卸百i 石ム。ーζ{i中z 
おレ い い 。 は い にい|剥れ

カ ハ じえ H か 主 :HEる
しベ ゃ 、 が と の びも。

くも なさ言一 好 露骨 す し 、 「
な 心 レいき い 「 お
い，~がじな す列へつ
の f 、 且 ん な g でへさ
でん t-q: た だ 問 が あいん
あなさいが も J ろ」は
る E~'~ で わ 、 3酉 '(むこ と タミ
c '~~i も1.1， の にと 恋
なな は 席 ょをつで， い 14ft く llj; たも
をと い( キIJ んきし
J い か万 い だりた

r う 」 てもでん
も あ 7!i いの多や

fこ ) る 、 くな
ち ろ c こ を い
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かと「 ーなだる
すぞっ J終 段し、 o が飲

つい 別 数 と 0 浦 、 め 月猪
てそ用 の 美変が全ん はロ
米こが 子 し析なく 奴 よを
てまあ で くのか澗は しも
あでる 一 見なつは談 っ
が 1そ;j)¥ 杯 えいたいせ て
りたで 出 る月らし、ん 見
込のも もにーもよ
むでな し のし H与のと た
。 い て だて|何で五; ら
そ」の お ともとあい や
し に つ 感猪児るも っ
て 捕 じ口て 。 し ぱ
ム たをら|守
ダ ( う の手れ f(長聞( り
話 )j でにるだ か鳩
に あすもっさ
1t i.F るりのてれ :!t
を '-./ 0 やじそもとク
H夫 、 ゃうす

に つ長 iffi 合でを出と「 て
;肖る j同 臼せあ「しもも } 
にもを 自 いのるーた 己、 う ち
敗のさ 己 。も。杯らえ帰 ら
けでか 批 の別出 なつ の
てはん 判 のに し飲 いて f亡
レなに ;酉 代数てむ I;Z. が
るし、芥 4 表のおだとれ し
か 。ん (;: と 宇 つけう 」 さ
ら自で 担け者 しに払飲/ な
で己る て 似うん¥ ど
あ批 Hキ た 数っ 」 だあ Jミ
るやlに と のたと ら り に
。を 、 思 子 I.P~ 泳介 !炭
と す向 う をでんっせ J~---l 
云る己 日 もはだての に
うと批 ( つなと iJ 数 な
よ云湘J i，llJ や て し、こつの い
ううな っ長がろた子
にのん 111 た 、 は 。 で と
作は て) のあ杯そー 〆

者既出 もり妙れ村 つ



ゲ てら 「日酔「そ -， -， -， は

J 呑まも あそあもつ デとご 酔
観

な るんて 、 モ云き て
ん 幹部と なるるそだうげ (;t し、

だなく とも日さかりい煎ん な る
云ふが」対もj やぷでだ

ちく
の

酔先ず つうるあ あまもね で
ちもとる れ 、 わ な 」 や あ
ゃのもの んいっし、 る

つ〆 は 、 也、 カ2 さ ての な 。

:1: メ 号オ イ1 な
、

さ し、 fご り

ら ない事一 酔か る 」 ぬ
つん も σJ わ酔よ 日
てだん;土 な dコ し- も
F( 。 だの く て あ
ァ~\ 。 お ツ る るミじ われ衿: ち か ( 斡
ヘマみ絞 ぞ 知も 方 都
か たと
じ っく なら れ 正 と
っ ちなく :it な ん ) か
つや た し、 。

ー一一一一

ーれ「るぶ「は「幾ら でと つP し、

!溢t日立 ど近~. く ;iffql ぉ
妻も

い 、なて
、」せ ツか 匂る ‘ま し、
そろに が j<]: ら お あのキ

なれ なあ さ だ立f 子 だザ「だ ツ

んにお ー， がんに き も と う 。 ス

かし{事|一つがさな 酒 思云判位
やて て心わお

費
う ") つや

ら も の る配す る j丙 。 たた 'コ
れ 、 方 よ とで の 生かて
r あが 。 る I~' も ~;)、

者前いの
'-.>んす jf日の う ね え o f1 山な
T二 V ラ 日; 知も わ 。 た の 」 な
ま 」イ が 。 あ の く
らぞl か ど:rr! L_ん を l自i ") 

ん し ら う lま な
( 案じ

を ち
〈上 な だ な 工う や
すっん と し、 召

没食子
み d1E1n F ‘ 

て だ 色、 よ し tま
。: はろ

ヱヱ
。

上 イコ ま
ね う つだ 'つ

) 台、 と」。 け
て し、 て ん ま
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i米るさか う な L惑が とひ
たと かがコレ お か J5 突か云
の 、 お米し。祭 招 らみもえ逆
で卦'. 黙 る か せは か 生に 、 て
あしだかしめ来 ざ ま こ 子 下 そ
る てけも 、てて る れのもさん
。 ーで句少か も 客 fこー思らな

:1J:1. t九州!l' れし ら 、 ー の iリいな
と かえ な位だ花 歓(~ 泊、にはし、と
し ざすし、のだは もま|吋もな
て るま:し消け活 ま 加とじのか
は '作に 、;までけ れ れめで か ろ
別ーもお準も ず た にらあなう
に が 4J ，祭 {荷代床 祭 いれる二け
新 くだしめの り て 。 れ

しし、 ヤて いま 三生て てお こる 軸物 ( 刷高 いる }う折 ど

と ヤとう ?と もし 3 云
はと 恩 の う ァ懸げ 作 つ も
云ゃっ:こ o1::' け女 者た う
え っ て 、 誰し替) の情 少
なてレまれよえ ヲマ長 し

一一 -一一 一 ー一一一一一 一一一

の夕、が の姿で い
お づ ち i刊 一 こ態酌 訟 が
や かだ子 フ こかいに 熱
じ っ二に ツ ろらで さR 鯛 表
もて - r~ パ をう :~~が を 現
よ いそっ 呑 奪げれ い 女 技
く るん で み つる Tこ り + 巧
長7~ ~!ir な ;f\j て摘とす J~ の
ん l;t にを あ い事 者 い g も ti'v 
だでが飲 と る的 う て と IJま
かあんむ で よなの熱 で を
らるでと 世 う匂で:~;!\ 酌 祢
な o たい 話 にいあに い え
。ー豆、 う な 思がるな で た

判ブミ ニミ ー う 、 コ"'? / '，'¥ 

E寝 丈か と ど 酌そた く 3 

りょたいは ( さ がの，-. れ
の t:.'- 1';' と し れ 均 V '-;1 
;'r~ よと年 て て u め
ゃ=ヌ にもそ な い 、 fこ 111も
'- ';J )主了コ) や る女 も)
と シがり 済のと

恋
・酒
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れ 見 "1えの さ の グ

いな 時代 ぜ 劫はー
豪 し 阪弁大J酉 て にいサ て ク

状1患 の変
女 く 詠ま い 7 快 し、 イ

言午 れが
、

る がと
に革 し るれ

、
男

。 、 "?

なは お 点、、 てつつ 同 梢fi: ろ
っ '-;1'

寺
し、ぎし、

志t::. を ス る
v 、F

のこ
。 従 も ;r がほ つ iま 合 の

:安:米 ア ツ
、

しー つ み <j 、i 
る の }J.， 7- ;'p~ tこ と ぎ を
も 寺 1'< の 噌i と lJi ー 持 「、ー
のと イ f夕、のし、|寸 lま 'コ -
は し ト

-汗rで ::ι:Jf 久
J し て ../ 

要 て で のは 、 'fL 

る存 O) をま あで M2毛LT 

仇I -. 

史
( .つh

が在 る ひ をや

信徒 せさ まざるに か 生一
葉 o /) ード 生き ての

が て
) 

ざごい
) 

そ く シ く だ き
-一"
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γ 
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勾勾比と λ民と 盃 て な る を ト亡、
を で し カ、 る -~~ =ロ 米 よ 。求 7 
いあ fこ ら コ

'コ r、コ fこ う 月 めと
き るの や そ れ 乙D γ 

にが るな
し、 。 で つ ;/1_ t，こ の と ιレー 出こ 、J
き あ てをの よ を し、 fこ と ，~ 

さ 南える米本で う つ fう代 出に
、

せ孫献 。 て 卜あ か たな d 

た l比除 玖: 毅決 ろ 来 んでのりだ
こ1，l i撃う る fこ 今 唄声刷も 、と」法の の の 日 i丙
見もとの 工f B iU で の コ

畳表 ゆを 2 つ j4b tp d臼もj H 
遁 み技現 9 か 勺のえ ;'':-
がか る号け 日 L4ち る に も、
ぜ げ巧 め が

、 ) 

く し l門U 
ー，
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物

無
理
矢
理
に
苔
ま
せ
あ
ん
た
も
い
け
ま
す
な

「も
う
一
ば
い
ど
う
で
す
」

「も
う
い
け
ま
せ
ん
。
全
く
不
調
法
な
ん
で
」

「
い
け
ん
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
ん
た
の
お
父
さ
ん
は

な
か
/
¥
の
存
み
才
だ
っ
た
か
ら
な
ア
」

「父
は
ま
ァ
か
な
り
や
り
ま
し
た
が
、
私
は
全
く
い
け
ま

せ
ん
の
で
」

「
で
は
、
も
う
一
ぱ
い
だ
け

一そ
れ
で
は
、
ホ
L

の
少
し
だ
げ

こ
ん
な
調
子
で
、
相
加
盟
矢
迎
に
界
ま
せ
と
い
て

「し
か
し
、
あ
ん
た
も
、
な
か
/
¥
い
け
ま
す
な
c

矢
張

り
お
父
さ
ん
の
子
で
す
ね

に
お
そ
れ
入
っ
て
い
る
さ
ま
が
努
以
と
し
て
限
に
泊
っ
て

ヨ包

( 

区賞

、ーノ

-
A
る
匂
で
あ
る
。

ク
ダ
ま
か
れ
る
よ
り
は
と
詩
時
き
い
て
や
り

(
す
臥
女
)

ボ
ー
イ
フ
レ
シ
ド
か
、
愛
人
か
で
あ
ろ
う
。

ρ

イ
ボ

!

ル
や
ク
イ
ス
キ

ー
に
酔
っ
払
っ
て
ク
ダ
を
ま
か
れ
る
よ
り

は
、
よ
っ
ぽ
ど
ま
し
だ
と

討
吟
を
聞
い
て
や

っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
歌
話
と
途
っ
て
、
女
に
と
っ
て
は
討
吟
は

官
が
手
な
の
で
あ
る
。
作
者
の
決
感
な
の
で
あ
ろ
う
。
ネ

-
プ
イ
に
興
味
が
持
て
る
。

お
涜
れ
を
頂
離
に
で
る
自
円
嫌
悪

(多
H
ヘ
本
)

宴
会
の
開
と
日
て
い
い
だ
ろ
う
ゆ
ん
レ
人
…
い
が
は
じ
ま
る
と

上
席
の
佑
い
さ
ん
に
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
お
流
れ
を
ね
戴
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でであ絶献 でろ己ろか削そ
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口約 ' す訪 痛 循J が悪と I時てー
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せよ 1お ふ I貝 o i1ilう J心し、か 、
なそカ‘まっ降 れのにもくそ
l .のらこた'-../ JJi でア間見の
むき 欧とも 数あトき知と

一十 一 一一一

なもとが あヒる る痴
いう料 、 こるャの安 。 で
で当 F干の。ヒを会 所 あ
盛何にヨイリ ヤ今に 望 つ
んが主主 さは しかか さ た
トこ 出 f1 れ 1m て今く れ と
呑ょがて断 言l かし 膳 芦
んうあ活か をと芸 を う
でと るを 午 すざ1 は の
い 、 の ま品 くをつ 股 で
るそでたか め長:き い あ
安んあい 、 てくも だ る
会な ろ でそ い し め か 。
回l こう 、 のる てで く 一
主主 と J 出 r'J 人科あ し 寸
をに じ たれ とつる 宮 TIti 
型、はうとは がてが~ ::z:> 臼
わ見C') こ判いい 、 春 い
さ{自j )J ろ るる J行 発
れきでから も人 ケ1 日 見
るもは兄な のとさ) で
コ し、るいで 、 れ あ
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で
。

し も 顔
。 、 居-で

lま
lま

しま 少う
さ こす」あ

Lー '̂ ぜ の焼き で る
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」た 過し
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つ ののの階は を

さ さ だ ネ匂下わ 洗
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て 飯 思イが f青ら て
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を
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? o d. つ う も し、
」一 つ く こ 芳(~、 が 東

武 ぎ ど と !半

く はに「 子
な云悩t 階

) 

し、 う く 下

一 一一

Jυ も の れ あ と
軽づ i筏響く しそそ )~ I 

1'¥ 
て飲る 察

い か見を か のば っ るい 足み " し
穿い 。し 点へて ト c) 

ちな て は は る 口 3 り J必
ののは ノf 百あ人 ン ぬ る
匂だ注 も ま fま ，、、 顔 し、

で 0 C3ごF 
ロ 知承り 先l の

ア

あ ン寄 'コ
-疋 読 と

る ;1と σコ f三 り て ぎ め tこ
ω る 機 。つる な は

c) itifi予 11、 dコ 陣 し、 サ

も を な で、 見 と ソ
、

Ji3 
γ 

サL、 て
ろ→ 、 じ 。「、ヴ

来 と
タ. fこ ノξ ダ

た
長Fi

L、 刀J 、- ト 1->、 二L -せ~

の 最後
口 iRマ イコ

γ J 、 ノ、 ダ モ し、
.". 

、 エ「 ム ア だ
か 経 し D 

) ヵ: の
し、 λ」山1ι 』 て ン 溢 で



るは に指め と少-， -， 
も 益蒐集

;酉 興趣 をさ
そ A い

遁のや う iコ し ら

だ。 銚子 マニ 器 がれ も れお 'コ つ

自 深 fこなてす し (j 
v 

を ア 慢 い l侍い も
~，・

や ろ
の 集 も (i! 

。 に 。 、
しし、 う

盗 め い
、

さ そ あ ま
はてろ ど

感直てのそせ
dヌ~

何よ し、
は 7丁11 ば J

~ 
んろ ろ 歓 し jjj ぜと な
と こあ め fこ さ L ♂コ
かん る な のぱが Jコ 'つ
亭でが も、 でろ !掬

指を 3旨
でい

、
老 あ う つ

何 る酒
主

る 気グ イコ いんの好 。だ ツ し、
と がき 高 人

皮肉 なと fこ 支 ?こ

かか の と"/';
兎丁

酒

の 居なり 老
，I~ 

方観な 三つ、 飲て
E事

祝し、 人』こ さ。

中ま も、 こ 主滅らj て
る で て慢 を。

1) ゐ 、 の しー
で資の ブ し ン 、戸・

る。 i器図 解説 時fこ
腐か匂 の ワ かゴ の
ったは悲 フ しの 艶 自 が の
て ち リ 哀 ワ 、 艶

で 慢つ記
いの ン を と ガの 腹 ほ く j'，L、、、
た 美し ゴ感綿 プ美 a

ま ど ♂コ fこ
と そじ哨を リ し にで と
い いのず と さ で はあ か
う 1，ι も にん歯は 腐 飲る

、

女だのはだ を 処 -コ め 。 7，

を と をし、ょ あ女 て な 新つ れ
自刺民思詠れら う ての い し、ぞ

つん なた頬 た も A れ
してだな味だ H中寺に (リ

rJ) つ 1:"

たし、とい も t:!. t.こ かj
のたい つ l朱比

ど ン 。老か

でら う たがべ
ん ゴ 穿人

あ と腐ら
Tこ

ちに ーコ
る))安よ しっ

く
の 限 ご、ーノ

。の り たてれ t旬 つ r巳1
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恋
-一向
・果
物

細
い
道
ど
の
無
花
果
も
手
が
と
ど
き

，-， 

!とせ

ポ
ロ
)

仇
J

は
お
い
。
子
ぃ
一
気
は
冷
み
き
っ
て
い
る
。
背
後
に
は
山

が
迫
っ

て
い
る
。
家
と
家
と
を
縫
う
て
細
い
道
が
少
し
ず

つ
U
Q
り
叙
に
な
り
、
似
山
花
見
が
道
端
へ
山
プ
き
出
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
梢
京
が
阪
に
汗
ん
で
、
討
比
例
強
か
な
匂
で
あ

Q 

買
う
て
食
う
蜜
柑
じ
ゃ
な
い
が
皮
の
か
さ部

)

'
J
'
片山町一ペ弔の
F

、で
J
e

パ
る
わ
ら
、
そ
の
円
三
一
む
を
そ
C

J
J
F

吉
宗

，
に
七
三
7一た
i
f
L
こ
ロ
ザ
r

、
ー

:
f
e
J
j
、

J

p
f
r
，

f
配

1
.
L
，

c
Z
〆{

口
氏
の
う
す
凸
向
い
シ
き
を
弓
て
、
ヌ
う
て
れ
テ
づ
い
出
叫
刊
で
は

ャ

L
J
ん
て
人

i
一九

'P
に
1

4川、
1

，

rた戸山
4h』
v
h

て，
f
d
sv

」い
よ
二
4
〆

(

ニ

八

)

に
、
勿
休
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。

物
を
引
る
農
家
の
人
と
し
て
物
の
叫
り
さ
を
し
み
じ
み

と
、
煮
え
さ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

上
五
五
、
中
七
五
で
農
家
の
人
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に

摘
出
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

母
は
来
ず
た
の
ん
だ
梅
の
費
も
来
ず

J'; 

都
公
へ
か
た
ず
い
て
い
る
一
般
か
ら
、
刊
の
倒
一
へ
品
ョ
j
t

チ
ョ
イ
出
て
来
る
よ
う
に
一むっ

て
や
っ
て
も
な
か
な
か
版

の
上
ら
な
い
の
が
川
の
母
で
あ
る
。

で
に
は
泣
い
た
い
が
、
さ
て
と
な
る
と
、
一
寸
ん
と
か
rF

し
一
か
い
炉
防
子
い
百
九
'
Q
d

そ
し
て

F
L
U
e-
c
に
!な

r

て
し
も

つ

一
向
は
ポ
ず

y

つ
げ
パ
上
五
が
、
そ
う
し

た
お
-
引
い
を
う
ム
に
寸
J
V
J
r
r
G
に
rl一る
2
L
P，
と
な
rj

て
L
乙



うい倍あ阪 方子な
とか字女るにあ ね よ ろはのw-

。が縄。遣る 枚でが
こ「 、 ら 入街 だう ijlþ あ :~~
のノ { jll し つ角 っこ をる な
イV ナ憎 い た で たこ か C い
はナで迫 途ノ'¥ .-で み娘 fこ
多」あ '1'& 端ナ ，.... しにめ
分もるで にナ ，，< めとに
作動こも 、 の ナ るつ
者く とあ 今た ナ h て 「
のよをる は た を カはた

'夫う sM し 亡 ツきりじ 賓 の母 J)
!必で定 、 き え ノ にん
な動ず「子 と スもだ
の か け ねがを マ逢栴
でなてだ (忠し F いの
あいいっぱ て吟 た否
ろ るた れい 、い も
うとでに たる 女 なが米
。 をはー のの) 乃 、 ず
思なのでが で可!J 」

ないな 裕わ「

偵段く 械い出 の に 柿 の
|浪とは 下 ぁ lifi の :11 尽 柿
で思 じ 落 るがな 1i11 乃 の

が l悦うめ し こ生る 役!二 な
下らほの た とっぷ の; る
つんど苔 ィ がてへ五と 家
てで 伯な チ 思い一 、 せ ヘ
い通段ん ゴ わるは六て ぞ
るつがて さ'~< l'火人 u、
3 て i向 、 家 れだ の が い ろ

い い口 で る と情 忽! だ ぞ
る 。 に も 3 い 景 つ ろ ろ
とそす 買 う も て う 寄

れる う と出ー 1.:: 附
い を の て 、 て た ー
つ 、 もr--. ，'-.. i寸いのそ ( ー
のち 、 白 い でるでろ万 」
ほよも た ちしあそ と
どいつ水 多 、 ろう議
とちた) 少 たうー)
もよい 余 わ こ で
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夫
婦
を
中
心
に

そ
こ
で
、
食
後
に
と
思
っ
て
買
っ
て
仰
っ
た
ら
「
家
で

も
買
う
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
+
母
に
限
っ
て
、
そ

ん
な
場
合
が
あ
る
の
も
、
色
彩
の
魅
力
が
そ
う
さ
せ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

王
の
座
に
ま
し
ま
す
メ
ロ
ン
売
れ
残
り

(
柳
川
亭
)

同
九
物
反
の
屈
は
街
さ
え
も
美
し
く
見
せ
る
。
い
ろ
い
ろ

の
以
物
が
、
い
ろ
い
ろ
の
色
彩
で
、
陳
列
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
の
中
で
特
に
美
し
い
と
い
う
訟
で
は
な
い
が
、
珍
ら

し
い
の
と
、
風
味
が
高
尚
な
の
と
、
同
世
が
偉
大
で
し
か
も

高
価
な
点
か
ら
主
事
を
占
め
て
い
る
の
が
メ
ロ
ン
で
あ

る
一
そ
の
メ
ロ

L

が
売
れ
残
っ
た
の
を

一ー王
の
些
に
ま
し

ま
ナ
」
と
擬
人
法
で
、
し
か
も
敬
語
で
表
札
し
て
い
る
と

( 

〈二コ

、ーノ

こ
ろ
に
、
何
ん
だ
か
み
じ
め
さ
が
強
制
さ
れ
て
い
て
寧
ろ

ユ
ー
モ
ア
味
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

何
の
因
果
か
西
瓜
は
つ
ら
に
値
を
書
か
れ

f( 

以
に
な
る
と
八
百
い
断
や
果
物
序
の
山
先
に
、
西
瓜
が
山

の
よ
う
に
顧
み
あ
げ
ら
れ
て
、
の
ど
の
か
わ
く
人
た
ち
の

味
覚
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
西
瓜
の
つ
ら
に
、

一
々
伯
段
が
番
か

れ
て
い
る
。
何
の
凶
採
で
西
瓜
の
つ
ら
に
仙
一
段
が
山
円
か
れ

る
の
か
、
一
四
瓜
と
し
て
は
甚
だ
迷
感
な
訴
で
あ
る
と
、
擬

人
訟
と
し
て
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
こ
の
仰
の
ヤ
マ
が
あ
る
。

西
瓜
の
つ
ら
に
伯
段
が
筈
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
プ
ト
と

ュ
I
L
-
-プ
ス
に
感
じ
た
の
で
あ
る
c

こ
の
匂
な
ど
オ
ラ
イ

の
一
回
口
さ
で
め
ん
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へ
そ
く
り
の
言
語
妻
は
聞
い
て
い
ず(

お
さ
む
)

こ
の
匂
を
一
読
す
る
と
従
来
の
へ
そ
く
り
と
一
戸
う
も
の

の
考
え
万
で
は
「
へ
そ
く
り
の
言
釈
夫
聞
い
て
い
ず

一
の

誤
植
で
は
な
い
か
と
同
応
え
る
が
、
ゆ
い
し
て
決
し
て
誤
'
相
で

は
な
く

H
U

引
い
呉
は
聞
い
て
い
ず

一
な
の
で
あ
る
ニ

へ
そ
く
り
と
い
え
ば
一
時
の
妻
の
比
円
か
ら
衰
の
も
の
で
あ

っ
た
。
あ
て
が
わ
れ
た
肘
仰
の
中
か
ら
、
ひ
そ
か
に
生
み

出
す
も
の
で
あ
っ

た
。
少
々
凡
舎
で
あ
っ

て
も
一
家
の
経

済
力
は
犬
に
属
し
て
い
て
、
ぃ
安
は
此
刊
に
お
台
所
の
小
遣
い

が
ま
か
さ
れ
る
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
段
戦
後
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
な
ど
の
家
庭
終
済
で
は

間
刀
と
女
の
立
場
が
逆
転
し
た
。
見
は
サ
ラ
リ
ー
の
す
べ

て

を
妻
の
前
に
投
げ
出
し
て
お
小
遣
い
生
活
に
け
ん
じ
一

家

夫
婦
を
中
心
に

の
ヤ
リ
ぬ
川
知
内
刊
を
奏
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
よ
う
に
な
っ

た
っ

サ
ラ

リ
ー
で
は
到
底
妻
子
の
商
工
ど
の
す
べ

て
に
い
わ
じ
か
ね

る
こ
と
を
知
っ
た
夫
の
ズ
ル
ザ
か
ら
の
逃
げ
道
に
外
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
自
由
に
ピ

l
ル
一
杯
の

め
ね
の
で
働
蜂
と
し
て
の
夫
の
立
つ
瀬
が
な
い
乙
そ
こ
で

月
給
が
上
っ
て
も
い
糸
'
引
ら
ぬ
い
輸
で
月
の
へ
そ
く
り
が
は

じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
勾
を
読
む
と
時
代
は
返
る
の

感
が
深
い
。

迷
い
子
札
萎
は
俺
に
も
つ
け
た
が
り(

生
々
庵
)

今
そ
こ
に
い
た
か
と
岡
山う
と
も
う
い
な
い
。
出
た
ら
い

つ
帰
っ
て
来
る
の
か
判
ら
な
い
。
何
処
に
い
る
と
も
一五わ

な
い
で
二
日
も
三
日
も
れ
っ
て
恨
る
。
こ
ん
な
夫
は
ザ
弓

に
あ
る
。
迷
い
下
の
札
を
つ
け
た
が
る
の
も
ム
リ
は
介
-

(
r
=
一一)
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中
心
に
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に あでっ てて い

悪
雰げあて米は坪! 麻 。

反 凶 ざ るわる相l 枝、 妻
い し 気 る 。 くか績は 雀 の
つ ざ ををーし判王和! と 心
(ま ま 仕~ f号 J向 、 らを 11 あ 境
ジ:' (;:: しな筏 会な 般に た を
に 長 たいと社い裂と し ズ

せ
:リのあはしさっ と ノミ

し ででた休 、 せて リ
か ば ああしみたるさ! ど と
ら 委 る ると通まし手 つ 設、
ん も ニニ ど し / 、 で ち ん

敵 話つだ¥出あ な だ
[Y i-::: しち し 角j 掛る の 匂
1::.: ，、- .:::- な 、 る ~1 、》 で
/、 し ~ i IJ.. Q V あ

て 主i の 家 と た fl " ん あ
ご日 で一足 :otらげ力 る
マ :t:とはぐいた た 。
~;; i'r/自 に悲:火さっと大
え」 巧鳴 の を 1111 云)
り みをIii 持つつ

一 一 一 一 一 一i 一 一

のないるとあに と斯 す
Jしげ 心 ャもるし結 いう「り
3~: い「量産のがよ婚 遅 うでホぞ
をてな妓な 、 うし 僚 とすンア
弓見んち仁いさと て 法 このトが
τ てでをのていも や ろ 」 にッ
くも 跳や が三うま め か いて
つは 焼 め ど年のあ て 。 け」

じなてんもが 当 産 ι妻グも すんまん見な j位 、 分 か
でらか た に ぎ近は れ ん

いなしが Jf、五ご子 ん タネ5;(i札ト; 人
る'..;.... tこ、し年ろど の で

ん怠 いとのも に す
こやにこ μJ; を にわ
うろ生とついつ あ な
し?れかとうそく(わ っ v 

fこ」そが 、 婦らー て て の
;11 と う半;J 家のな い 問
年今 つ どう主い苔 る も
うた さもてに 石こ~ 0 斯
紛らな子氏子でと う



エり り o 党と 数つの女

子
みい だぇ王去布年、 れを n あ

女になろてつ な事と の
カi っけ 'j レ て 'コ く 和もl玉三 時 房
L、かれ . る て さ うは の

て ん ば斐j甲ri: も買忌れも; れかも府 言己
も でな のう て に のう 憶
う

いる 、 て らう党はだ
るまのまゃねな え 、 つ

す 。 し、なこら め て 別 た 亭
b、 。し、 と 7正し、 しし、に 戸、d 主
11: のこ 早主 怖に

か も かる党こ 恐
粧 つの 'コ も え の れ
で 仰なるたでたのて時 入
迦 は 恐らベこあこ い は り

こ きとるとでな j9う7 
え のれ記も C にあく

121 て
( 

I1'dλ む力 ノ、買いるてだ 方、
や のつ ツう fこ ν もつ

1t 消て と キて つ存iといた オく
応ば云 リ やてにいと
を かえ と る

、
も

、

一一一一 一一 一 一一一一
とを る て る し、 も ノミ

目 の只 。 老 う よ フ 中
子 その と れ そ境 よ 口出く ン年
の のあ大るれに tc 

訴吉花 にの
カ ク fこ し 3 を入 れ て 前、サ

メ イりて.:z-ノ、 る 拭 がいん フ

フ
l汲に 3ft れタ と く

し、る だ 11 

俺 7を2f Ft らはに位 。〉 】 句

たな母別 附愛 tコ
} 

と 『、
と えのし、 きが も だの し "、/ 
女 たで ご が な 愛 と勾 てが
房 し、こ私子 う し、 妻 忠 、 変大 安

を 。のは ど て
、，

の う下 に

号| 布j 匂 も い又 御 五の 百白i 対す
つ のて の 愛妻る し 手
つ 軽妙 そ 世 て を

ー いる
うきυを1 仁1 迎

。
1し、

12.か なし がよ ~ か ぇ言是認i
せ 写たや拭だ り てへを

由
生 認老: いきれ

i: ゃのザ

振り てと が
) 

一受 ツ
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夫
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い Li(fi市 「 さずあたな -{-百を!( 
」 し あ

-~ を車/見を;5-両」 る j亡 るど 大につ いん 巧 。ど ーもし
七、 / fこ 婦 み ムも方もが か
り 大 愛 に リ 「 コヵるど

わ、 L_ .~たt あ と せ に も お I 
。 -， 、

ん ら たづ| つ父 フ
.大人

、

fこ ? 
な え と つ と CJキ了 と ， 

し し一一 fこ こつづ|ん云がを
の 怪 4リろ カ、 'コ と う カ し、
!両 我 で をせつ わ よ じ

で あパれらいおけ フ o 
つ も る i てヅで を J-

か 附
。

リ fこ や f弓 、 プ 、

ま 添
。 ノ、J ー 」診

カ フ
一，

亡

'コ わ
11J!4何4I〈1'11 パとん〆下

〉よ

て とー被をラげ も
し、 芳 れ マ 3ミ;Ii!~て も
ら マ ヤは土L 1/ 

Jコ の 、 懸 fA、地く .'，、
し flfl! i思命にんと
や わでしに ， 

レ「 の 満 --， --， --， 日 た受の f 

ピぐ 豪勢 到1土 足な なか
ウ プ 幣作がよ

、

，、ノ レ 夫 し三< J，ぷ う :::~
らと勾な] も

) ピ 婦 てでりにを !
し、云の 口を R巴嘩島d聖h王 ほ も あ 歩
備う，R~ が或勢 おなが iをlli さ |
えf~ 訳でj:~ 'コ で えし、 っ か

で飢えだ fこ 買 まのてぶ 1; 、

け も みなね そ しに し、 。 え

な な )I し、 。
う う

!必く と る 外骨l る
いいてで僕 だ た ，C]!‘ 0 ヲ」、
でがた と i-;J. フ- じ

とう 者作・ イもnl Iうこは |代侍 や {- こ
L_ 

レ fこ
交 つどな ピ の カ2 も し
イ七 が さ も ど と で:t'づ :阪者 なて
生泊 H代寺 ー せに は Iま あ う い

ろ しだ と 〉fてd 

と だ が フ 7t ~ 'j fこけ ず し、

も か ま ジ わ 33qJ亡T にろ廊
云ら れ オ会 つ3ず に 下
え

、
てす

) 

を~ 大し ム夫;; 照をん F 僕 ら

夫
口
州
を
中
心
に

プて



か
ら
ね
」

と
は
一一品っ

た
が
、
デ
レ
ピ
を
只
お
う
と
一五
レ
出
し
た
ら

妻
H
h
が
反
対
し
て
、

「
あ
ん
た
-
フ
レ
ビ
と
こ
ろ
で
す
か
、
電
気
洗
湖
町
機
も
買
っ

て
れ
れ
な
レ
で
、
文
化
生
活
も
な
い
じ
ゃ
ア
な
レ
の
」

と
、
夫
婦
階
一
陣
ー
ま
で
し
て
引

っ
た
こ
と
は
オ
ク
ピ
に
も

出
さ
な
い
と
い
う
到
の
心
迎
を
う
ま
く
つ
か
ん
だ
勾
で
あ

る

洗
濯
機
あ
ん
た
も
憶
え
と
き
な
さ
い保

ル
ソ
)

お
院
が
か
濯
桜一を
u
h
H

っ
た
の
で
う
ち
で
も
引
っ
た
と
レ

う
制
打
な
の
で
あ
ろ
う
。

「洗
濯
機
が
出
米
た
の
で
ホ
L

ト
に
併
利
に
な
っ
た

わ
ザ
マ
、
ι
l
y

品
を
-
一れ
さ
え
す
れ
ば
間
却
に
斗い
穫
が
出
来

夫
婦
を
中
心
に

る
か
ら
あ
ん
た
も
憶
え
て
お
レ
て
取
殺
」
と
一五
わ
れ
た
と

一五
う
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
お
や
じ
の
寸
一栴
が
だ
ん
だ
ん
危
険
に
瀕
し

て
ゆ
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
阿
山
い
と
こ
ろ
を
と
ら
え

て
い
る
。

若
い
の
に
負
け
ず
こ
っ
ち
も
妻
を
撮
り

(
役
食
.1
)

近
ご
ろ
は
何
処

へ
出
か
け
て
も
、
れ
い
問
山
女
、が
、
そ
れ

は
火山知
で
あ
ろ
う
と
、
品
友
人
同
志
で
あ
ろ
う
と
、
おじ
叶
レ

に
シ
ヤ
y

タ
ー
を
切
っ
て
い
る
ほ
、
え
ま
し
い
附
却
に
抜

す
る
も
の
で
あ
る》

こ
の
匂
は
配
に
人
生
の
半
ば
を
、
地
ν
J
C

た
夫
婦
が
旅
に
出
て
の
一
コ
マ

で

「
こ
っ
ち
も
要
所
」
損

り
」
と
れ
や
い
だ
気
分
を
出
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
c

而

U
い
のノ

ラ
イ
で
，
の，
Q

(一
一
石
)



充 v・循 々昔[S で i1可

分 J直くr~ か回 と 犀あと Jf11友首1 に 流闘 要 しの る い 湯
情 れ!穏 を た企うがう の
叫に て長 ま 表 で、 名に 宿

か 児いの 夫く 現あ ょペプ婦tニzて二 ふ 老フ焔と も
出たて 生壬リ で ろだ 鶴
て ま宍 、 う が
いまに 婦 l球と にかが の
るを 克 で が わ感 鶴か j自 問
。 J1~ しあ 霧 いじのつっ と

んいる に の た 附 て て 云
で付 が へ 深のといい う
あだ 、 だ い で はたる 老
るとく 旬あな ユ o

が 思 め て でるんそそ 夫
うと ら あ。とれの 婦

，ーc ・c も ~、ì tt るいふ t:-s'p ンシ
れ=- 7-.. ";J:j'， :)かさげ屋
でのさそ にわの に ¥
い句ぬ) も しこ鶴 ) 
ては jitf 淡いとの

綿こじしキしれのいま「
々と尚 、 "はるよかせ 59 妻
とが完そ年貯 ~ll うらんんの 子
し 気るれをめはにノ、かた筆 ヘ
てによにとてし、思ツ 。 迂に 便
尽なう だ ら おいわキおご は り
きつな し、 れ きけれリほろ;祈 書
る て うぞぶ てなれ て しあ 、 う
と予号、がぶ 、 さ 出ど なたさおあ 老妻く
こにすし白い ら v ん小る
ろなろよ疑。 なとは巡!
を つ ニ うが 近 る い はノ、ぃ i け

jらn て(1 れ7- なこ立目 ごろだけ お。云えでせ を少 老て

なすJ に らつ はし 父な児し け
いが つ れ て お まさいての:
のなげた司自そ っ ん が い い ( て見
でいてかえさをが 、 るす 三
あも 戸んし達ど え
る おぐた〉 ずfにも て 者う z・14、=主f 三

!._ :Fj がコI~ 、で もでは ) 

そ との宅たッ少送そなし

夫
婦
を
中
心
に

ノ¥



てと な f'lj 見な をの う
いしい ん 過 い 市 感 か し

夢 るたかとごが 井 敷 じ 知れも 7こ
も とら 。 な せ 、 の き さ }j. 
な 云 こ啄く な そ ー の せ の

く えの木しいこ 凡 し らな 必1をJIj る 匂 の み勾に人 れい
お だに秋 じではの の る
む ろはのみ あ 生 γ 重 勾何に
つ う そ :材、とる ;百少し し でん 父
で o れびし 2 へな と あだは
窓 にしたい、の生 な るか 11予
を 通さも っ、 l三百号 っ 。 、 か
皆 じとのき、省 を た しに
塞 るいをにか ;j~ だ ん話
ぎ ;林立!各 I涜了うん け み主

( び百じみつだ(で り-
矢 し棄 さ ードて 勾呑 暮 とに
寸 さ がせだ軽に しし
志 が云 るし々は 林 れ たて
) 深えでてに違) も い

うるは、はし、 のる

一一一

るは男ず が 笑れに こ い
努要女に 、 り のてあどろ結
カ ら向 、 v ん チ きいこもん冷

とな権た のき ヤ び る が が 事描 世"..
言い だ だ 匂深 l しのれ生 '-， 

つでかf;Ji のい ム さでる れ た
たは らく よ 奏 す があど た ら
とな 、 ば うを よる γ のい

い特かに :ij; る く d ろでて あ
ろかにり、 ん 努 一火「か あい ア
で と うただ夫だ 力 見 お 、 るたも

はをとを イり も さむ目。がし
美言チ詠払 は せ れつ R T 

年 号えャんす か ず て 窓でを のう まう
院 な l だ るな (;:: い 生な も
通い ム のだり 』 る ; 有るな}
い 。 すはけ れ(妬 と待にとくう
を チる珍の山 ij自 ，S思纂 jje 翠次も
要ーャ努ら努 T I品 う ぎ い やぎし
求 l 力 し 力 tあ」秋 か ー まか 次よ
し ムないも ) り でくなき'う
て す ど 。 せる よ見 ら JF に と

夫
婦
を
中
心
に

(
=
一
九

)



人せいのにまは ん 恩のい
かてほううだ 、、 手i うをる
らい れちさ すそ う 分 と う o j守訳
Iι る扱のムいんちの もち ちで
わのいばをつなの安 知の つは
れで し あ や も v ば利 らば づな
たあ て さつりと あ の ずあ けい
とるレんしで はさ る 。
しこる;;手 て 三い んと さ こ夫
たと釈ばい !~J っとを ん と婦
らは でわる ~?こ い、 な がが
i': 、 なりもをう うし ど 和お
しれくはのJ:~に人き と ゐ Lf
てと、必で つご がり 玄 のい
いこ近ずめてぞゐに わ 秘に
いの fqd しる 、 んるう れ 訣チ
「え』は r~ も 》 すじがち( て だャ
は あが 、 し がな 、 の f)) と l
し さ そ委かたく そ る 討ム

なん う れ し か 、 のば 甫、ーノ
いと 討を 、 たま 妻 あ るる
だ他 わ老; こちだ fl さ とも

に 言をと まで も ろ
!奇いき頼ん す -， のこ - う。

奥利た にまだよ奥 だ の ア
さ 重い ~J 、 れら 。 さ 。付 シ
ん す;とるも 、 5~ ん に ヤ

はな このせス さ、 i泳 競
乍 降ろでおグ ん す ま き

りだ あ の形 の し れ
* のが るにち ょと た 女の
筆 細 、 d 、 が うい よ

~ 1¥をri. - ~:;;ε こ なち ろ 房隣り
け でlIi い りわ も
の で ，!liJ ら力、 れ 帆主歩T の Jι J歩p 

ひ もに比 ~~ て方ロは クfてヘ' の
と めと お し を V が す

る っせわま し う
( 。 てわ さい て し ど し

妄 はで わ す は て こ 巻をき
なす ざ 、 y~ に蘭

}.~ かわす o ~く も
」 な ー しー でも あ

かとか つの る

夫
婦
を
中
心
に

区E
Cコ



国
力
と
兇
と
の
つ
き
あ
い
は
か
な
り
税
し
く
し
て
い
て

も
、
お
何
一
い
に
そ
の
奥
さ
ん
と
は
顔
合
」
知
っ
て
る
と
↑一一回
う

程
度
、
イ
ヤ
鋲
さ
え
知
ら
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
が
、
才

紙
の
木
陀
に
は
午
末
銃
一
興
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
な
ど
と
苔

く
。
幾
年
つ
き
あ
っ
て
い
て
も
、
そ
の
線
か
ら
は
一
ー
歩
も

出
な
い
。
そ
こ
を
と
ら
え
た
の
が
、
こ
の
勾
で
あ
る
。
二

人
に
と
っ
て
は
ア
ク
セ
サ
リ

ー
的
存
在
の
奥
さ
ん
だ
と
も

町一一
川
え
よ
う
。

子
供
等
が
待
っ
て
い
ま
す
と
-
委
の
文好

自日

こ
の
妻
、
ど
う
か
に
封
辺
住
の
匂
い
が
す
る
ο

愛
す
る

土
に
、
送
る
字
紙
に
も
、
あ
け
す
け
に
少
し
も
叩
く
ザ
っ

て
下
さ
い
と
は
さ
か
な
い
で
、
じ
い
日
中
り
が
に
っ

て
い
ま
す

と
川
拶
的
な
い
什
さ
ん
刀
を
し
て
し
る

J

供
H
V
r

よ
り
も
、
も

夫
婦
を
中
心
に

っ
と
も
っ
と
糾
っ
て
い
る
の
は
自
分
な
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
そ
う
叫
一
円
か
な
い
と
こ
ろ
に
常
在
的
な
愛
情
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
在
来
の
女
性
の
呉
梢
を
巧
み
に

つ
か
ん
だ
h
円
で
あ
る
c

パ
ン
買
っ
て
喰
べ
と
い
て
ネ
と
萎
は
留
守

文

話
し
言
発
に
よ
っ
て
梢
対
を
出
し
た
川
FU
い

旬

で

あ

る
。
映
画
に
誘
わ
れ
た
の
か
、
婦
人
の
集
り
に
出
か
け
る

の
か
、
そ
れ
は
こ
の
均
人
口
問
題
で
は
な
い
G

也
に
灼
外
出

す
る
の
に
、
食
事
の
洋
備
も
し
な
い
で
出
て
ゆ
く
、
新
い

安の一一
-d
い
そ
う
な
こ
と
を
的
効
に
つ
か
ん
で
い
る
}

妻
と
し
て
子
と
し
て
見
れ
ば
詐
欺
ぐ
ら
い

才も

(

四

一

)

刊人水」



夫
同
吋
を
中
心
に

詐
欺
と
し
て
間
聞
の
人
と
な

っ
た
が
、
安
に
と

っ
て
は

矢
張
り
よ
い
夫
で
あ
り
、
子
と
し
て
は
な
つ
か
し
い
父
な

の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
た
匂
で
あ
る
。
下
五
の
「
詐

敗
ぐ
ら
い
'一
と
号
一
口
う
措
字
に
よ
っ
て
、
血
の
つ
な
が
り
と

宮川う
も
の
が
、
界
必
を
組
同
地
す
る
ほ
ど
の
燥
さ
で
表
見
さ

れ
て
い
る
の
で
こ
の
勾
に
い
の
ち
が
生
じ
た

の
だ
と
思

ぅ。
お
い
し
い
と
云
わ
な
い
人
と
妻
悟
る(水

客
)

「
お
い
し
い
?
」

と
妻
が
き
い
て
も
、

「
そ
う
だ
な
ァ
」
と
ヨ
う
だ
け
で
あ
る
。
世
に
は
袋
一の北門

心
の
料
迎
を
、
た
だ
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と
会
う
だ
け
で
決
し

て
う
ま
い
と
言
わ
な
い
夫
が
居
る
。

(

四

ニ

)

「
そ
う
だ
な

ァ
」
は
「
ま
ァ
こ
ん
な
も
の
だ
な
ア
」
に
も

通
じ
る
。

「
う
ま
い
も
の
が
食
い
た
け
れ
ば
一
流
の
料
理
屋
へ
行
く

よ
一
と
丙
う
か
も
知
れ
な
い
。
委
の
ま
ご
こ
ろ
が
通
じ
な

い
と
な
る
と
委
と
し
て
は
7
つ
瀬
が
な
い
の
で
あ
る

J

わ

た
し
の
料
興
を
ほ
め
た
か
ら
っ
て
夫
の
泊
券
に
か
か
わ
り

も
す
ま
い
に
と
思
う
。
し
か
し
決
し
て
ほ
め
て
く
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
そ
れ
か
ら
は

「お
い
し
い
?
」
を
繰
返
え

さ
な
く
な
っ
た
。

丸
刈
に
し
よ
う
か
と
妻
を
試
し
て
み(五

茶
)

仕
事
に
火
作
を
持
つ
地
位
と
な
る
と
、
長
彩
、も
い
き
さ

か
傾
倒
に
な
っ
て
米
た
小
年
の
見
な
の
で
あ
ろ
う
c

「
あ
ん
た、

一
ペ
ン
散
，
b
ス
に
行
っ

た
ら
ど
う
?
」
と
受
か



夫
婦
を
中
心
に

(

四
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一

)



仁三う1・てるつス ろうしと
ちらいとこの甘| 感。ひは

r.( なんな 、 と匂の う d'llそよ百
とさらいそをいクj ち しんつも
しをしニれ j~ 1 、 た の てなと 承
て志ーと匂つ づf ち 女 い女し欠l
「 じ とをのてポコr‘ 1; 房香 い j万たし
兵士 fこ什 'J :3たいのマ' だ を らて

のとーっ 'r! る 匂 'C ろ 持 と し、
('で Jに てとがい の i}く うつ恩な
セ}ろと' いは 、、 γ1 な o tこうが
'る σ 之主全 さみ片t ん 穿 う のら
F Z J 』く てな さ カE ちちが
めこ J 二日IJ [-1 そ ん 知 のの矢つ
パのに二附分れの 勾卒事〈い
1，: ::; l' Iこの のぞ匂 員 。主女浪
との:こ 匂安れい( たおく
r ウし三いのの、多 り るな 州
tLラ さにし匂七J -，'久 し ものる
G にさなかいいク志 のでと
(: 一品ん H とをト) むあ
王家 4で己、つな持レ しろも

一 一一一

のつはいいこ で た す
慌 て な o c とあ勾 ま ぐ

奥 ではいあアはるはま 長 れ
さ あ犬とのプ及。 3' 二子 女 Tこ
ん るさい女レ女イ"1 つ に ソ 叙
の こ なうは似にをてトl ッ 法

けつ父にと Ii 陸少納 と
好 ;むも のはっついし ポ 汚
み でり 後かてて。た を い
で あな表な も もこ旬 向 た
女 るのでり 長の は い い
中 では v し女匂多 て G

着 そあ あうてがはい 後
せ ころ るしやソまが 妻

り をうがた 1{Ii ヅま
つ 。 、 有" な...1.." 母ま をf2 か 111 私がこを にま ( Pし~ 

主 んのたい と 1"1 1叶母七 ま
だ 後ち し、情に同l

1; ()去のるで てし同 111 せ
」 が に 何らは いた精

ことでしなる付し

夫
婦
を
中
心
に

"'" Eヨ



夫
婦
を
中
心
に

ど る 題問およ ー の物 ノコ

の 牛乳 尻 2す 2高等しの事女
選挙 は

で よか ":j ~~ [1.[ 
は とでくかーでに

も 敷 な 百ご合似つつはは
は 'コ く い ん う ざ て にま女
lコ と 一 で よ し、 -'o く .'<1 tご [1.[
約伯 一 とも タりト すまて るし ま のユ
を -r: い 、 よのてだザみ

無視 げの うこに か」でで封k市どj ス のれ 下。 7と{あ 3も2 が

彼たし l白性ザ色
仕 でだはで る あ
入 あかな はわ ヵー る
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夫
婦
を
中
心
に

き
方
を
す
る
入
閣
を
彼
奴
は
金
の
奴
隷
だ
と
い
う
。
と
v

ろ
が
、
そ
う
し
た
男
の
妻
と
し
て
生
き
る
た
め
に
は
全
く

個
性
を
没
却
し
て
そ
の
見
の
奴
隷
的
生
活
に
甘
ん
じ
る
よ

り
仕
方
の
な
い
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
御

寮
人
の
人
権
へ
の
反
省
と
、
そ
の
主
人
へ
金
の
奴
隷
の
い

か
に
み
じ
め
な
人
生
で
あ
る
か
を
訴
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

時
代
で
す
な
ア
と
息
子
を
持
つ
同
志(

白
木
村
)

「
う
ち
の
息
子
は
侠
は
お
父
さ
ん
を
ょ
う
養
わ
ん
よ
と
、

ρ

ッ
キ
リ
し
た
も
ん
だ
」

「
フ

l
ン
」

一
で
は
働
け
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
、
い
い
ん
だ
と

U

っ
た
ら
、
草
食
モ
院
へ
仁
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
-
弁
じ

ωiの
養
老
院
が
あ
る
よ
と
況
ま
し
た
も
の
さ
」

(

四

六

)

「
そ
う
か
ね
。
う
ち
の
息
子
も
、
僕
は
灰
岩
の
あ
と
な
ん

か
つ
が
ん
よ
o

医
者
な
ん
か
莫
迦
々
々
し
く
っ
て
と
、
全

然
う
け
つ
け
な
い
ん
だ
。
聞
い
て
見
る
と
映
画
の
監
督
を

す
る
つ
も
り
ら
し
い
ん
だ
」

「時
代
だ
ホ
」

「
全
く
時
代
だ
よ
」

親
だ
け
が
大
器
晩
成
ま
だ
信
じ

(
熊
風
子
)

大
与
を
出
て
、
コ
ヰ
で
就
職
は
し
た
が
、
さ
て
そ
れ
か

ら
の
出
世
街
通
は
遅
h

と
し
て
進
ま
な
い
。
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
係
長
で
あ
る
υ

し
か
し
、
親
と
レ
う
も
の
は
あ
り

が
た
い
も
の
で
、

て
っ
ち
の
一
十
は
犬
、
午

J
4
d
mで
な
ア
」

と
、
設
に
で
も
子
し
、

t
っ
か
は
訳
U
X

に
な
り
、
部
U

ンに



な
り
重
役
の
椅
子
に
も
つ
く
よ
う
に
信
じ
切
っ
て
レ
る
の

で
あ
る
。
親
と
し
て
の
愛
情
が
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。

断
固
許
さ
ず
戒
名
に
し
て
拝
み

拡
)

こ
の
句
は
構
成
上
、
非
常
に
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
断
固
許
さ
ず
」
は
何
を
許
さ

な
い
の
か
、
そ
れ
は
結
婚
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
鄭
く
な
レ
で
あ
ろ
う
。
誰
が
許
さ
な
い
の
か
、
そ

れ
は
両
税
と
一一同
う
よ
り
も
親
父
が
前
さ
な
い
の
で
あ
る

と
は
、
-
沙
問
と
よ
一
一
円
う
引
い
た
字
か
ぶ
っ
て
い
る
と
こ
う
か

ら
定
像
し
得
ら
れ
る一

J
て
の
結
死
事
件
が
発
展
し
、
こ
ん

世
で
添
え
な
け
れ
ば
あ
の
世
で
と
悲
劇
に
終
っ

た
こ
と
を

「戒
名
に
し
て
拝
み
」
と
符
略
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
時

間
的
に
も
省
略
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
て
内
特
が
ハ
ッ

キ
リ

夫
婦
を
中
心
に

と
つ
か
め
る
句
は
稀
で
あ
る
。

焦
げ
臭
い
ぞ
と
だ
し
抜
け
に
父
島
る春

よ終

戦
出
た
ら
晩
に
な
ら
な
け
れ
ば
州
ら
な
い
父
!

そ
れ

が
思
い
が
け
な
い
時
に
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
帰
っ
て
来
る
の

も
父
で
あ
る
。

そ
れ
も
カ
ド
か
ら

「
オ
イ
仏
げ
く
さ
い
ぞ

」
と

し、

f、

1
反
っ
て
米
る
の
で
あ
る
。

父
の
一
部
を
巧
み
に
摘
出
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

金
盟
父
の
叱
時
の
よ
う
に
落
ち

i炎

舟

ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
と
大
き
な
音
を
た
て
て
、
合
開
出
が
槻

か
ら
落
ち
た
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
父
の
叱
陀
の
よ

(

四

七

)



夫
婦
を
中
心
に

う
に
パ匂
ち
と
比
夜
去
で
描
一
子、し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
匂
の

市
臼
さ
が
あ
る

J

ム

J
フ
ヴ
弓
と
よ
く
叱
り
は
す
る
が
、

γ

ロ
い
と
忘
れ
て
苅
ら
か
なパ
ス
乃
人
ド
叫
が
う
か
が
え
る
で
は

:
、、

4J

、U
J

J父
な
る
が
故
に
テ
レ
ビ
も
慢
を
調
べ( 

11'1 

~:vl 

テ
レ

ビ
プ

l
ム
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
デ
レ
ピ
へ

ま

で
は
下
の
と
ど
か
な
い
階
級
が
多
レ
。
こ
ど
も
た
ち
に
と

つ
て
は
せ
い
ぜ
い
風
呂
田
地
や
喫
茶
阿
な
ど
で
楽
し
む
ぐ
ら

いい
の
も
の
で
あ
る
。

「お
父
さ
ん
、

・
レ
に
が
欲
し
レ
な

ァ
」
と
パ
う
じ
刊
が
お
父
さ
ん
の
耳
に
た
び
た
び
這
入
る
の

で
川
え
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
だ
が
、

一
円
川
、
党
ら
ぐ
ら
い

で
民
え
る
も
の
か
と
，加
を
凋
べ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
父

組
の
心
則
一
を
う
ま
く
つ
か
ん
で
い
る
。

(

四

八

)

融
打
さ
れ
て
父
兄
皮
向
な
抽
帽
を
言
いへ

{だ

) 

一う
ち
の
『j
は
た
だ
き
は
さ
ね
ば
モ
ノ
に
な
り
ま
せ
ん
コ

ょ
う
た
た
い
て

F
さ
っ
た
。」

と
白
人
見
は

J

ソ
つ
が
、
阪
の
氏
で
は
伏
し
て
そ
う
は
恩
つ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
あ
の
教
師
は
以
忙
し
か
ら
ぬ
。
あ
ん

な
教
師
に
可
愛
い
子
供
は
安
心
し
て
あ
ず
け
ら
れ
な
い
と

ブ
ン
ガ
イ
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に
こ
の
一
勾

に
胤
り
込
ん
で
い
る
コ

英
語
の
質
問
な
い
か
な
い
か
と
父
は
ひ
ま

へ
引か甘

イ
ン

テ
リ
の
父
が
、
つ
十
供
た
ち
の
勉
強
引
や
へ
戸
を
か
け

て
い
る
さ
ま
が
、
ホ
1
7
ツ
と
し
て
阪
に
迫
っ
て
米
る
。



さ
て
、
質
問
が
出
る
と
、
そ
れ
は
一
寸
待
て
よ
と
作
主

を
引
い
て
く
れ
る
父
で
も
あ
る
。

兄
遁
灘
父
を
笑
わ
ぬ
人
に
す
る

へ
参
無
己
J
)

山
か
コ
海
か

}
そ
れ
は
判
ら
な
い
が
、
見

が

遭

燥

し

た
一》

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
父
が
笑
わ
な
い
人
に
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
凡
の
避
難
が
父
に
と
っ
て
は
い
か

に
深
除
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。

一
筋
の
哀
詩

だ
と

一
円
え
よ
う
3

蛇
ロ
仔
-
の
多
さ
母
も
老
い
た
り

(
山
茶
花
)

女
と
い
よ
ノ
も
の
、
殊
に
母
と
い
う
も
の
は
口
か
ず
の
多

い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
だ
ん
だ
ん
言
わ
な
い
で
も

夫
婦
を
山
・心
に

い
い
こ
と
ま
で
く
ど
/
¥
舟
戸
?
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、

母
も
年
を
と
っ
た
な
ァ
と
恩
っ
た
の
で
あ
る
。
七

・
七
の

短
勾
で
筒
刷
出
に

-
A

円
切
っ
た
の
で
、
そ
の
味
を
深
め
て
い

る

角
帽
と
歩
い
て
母
も
巣
し
そ
う

n:i， 

ま
る
で
母
が
入
宇
す
る
よ
う
に
騒
い
だ
り
、
な
や
ん
だ

り
し
た
入
試
を
，
Y
う
じ
て
山
ス
し
た
に
し
て
も
、
舟
の
よ

ろ
こ
び
は
品
交
児
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
こ
が

れ
の
角
帽
姿
の
我
が
子
と
、
た
だ
一
し
ょ
に
歩
く
だ
け
で

も
、
楽
し
そ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
3

ご
く
が
』
日
却
に
泳
ま

れ
て
い
る
が
、
母
の
心
境
を
巧
み
に
つ
か
ん
で
い
る
。

背
丈
だ
け
伸
び
て
る
よ
う
に
母
思
い(茶

仏
、句戸J

(

四

九

)
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夫
婦
を
山
・
心
に
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心
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夫
婦
が
』
山
・
心
に

三~"I ~とが あた と る
と思こ~~ 、 デガ

空巣
る こ対 で

思やのし 114巴 人 ~I 。 と ねあし、
う L_ III} て つガ

がてろ 木亡}， 》とのい息て ~I- カE ~ 11 う。
ー す ;ムる る

、
と と つ

れ f見のがら 二I 見 んたせか
ばで で 央 し ソ

れ だ 。 め 来仕l
t.~ 感 ー あ っし、ゴ !1覚jc とて
~ !: じ ~L る て と 、ノ

極ば こji'J、た
/_  がれ c V、

ソ 五と
を ろめ

。

て幾ば fこ 道 し がの一
ムら

、d y が 師 」た んそ ちよ在 人淋
;('"均、は -人ヒ す つ
ば 約: ノ少、 問i上る と でな で し
-〆、 く し

。
わl心 も さつ

り子なお| 、ー て 可一 る 配 かを。、
車1;~ っし、 つ njli_ ツ と は げ か，~ 

4 て
、

質てぐ レ キ 言無用 てこ
~ ~(む て リ ¥りJL 匂う やっ
の わ し ノ弓」 YL LJ だろて
古 れろ c る 巣 で 'コ う し、

いへは し て
味が 対にす 勾は

出
o f Cうごj 泊、 て 、 父

母I射 な、大 紋 あ夜
戻 [:1 ま jりf: 13 除掃 は 蟻 る る で

り し、 しちい し 。 愛 、

の ー::.-.
よ lグl〉i ぼ に て て 梢を のこ

も、 7 う ちは も lま
イ

」
る除M み 内IjI} 

-っ
の 一 にイIIJ ち 在の

ち I，u と ー舟」 いん lま
てし 作場カE t.-' い こ す な と ち

わ
。

う れ る v、七、 し し、は
の {:i の 。 か と る A""
が に で イ 方|ん く と で

摂 IÆ'~ しあ と 大 こ あ

な
グコ と る がか

京 滞除
ろ る

ノノ レ 。 な J11! 、》
、つ り

にてこい IJj ヰリ )1、
し :主与L んかを と

くなら 2) 2 し子
」

いお家ほ 1母f~ つ て ど
な iW-j け の も

:E: ---



矢
符
を
中
心
に

「
い
つ
ち
か
わ
い
い
娘
(
こ
)
な
り
し
に

一
と
い
う
父
親

の
心
情
が
、
こ
の
山
・六
、
下
五
の
十
一
台
字
の
中
に
没
め

ど
も
ロ
ト
き
ぬ
情
味
と
な
っ
て
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
し
、
あ

ま
り
に
か
わ
い
が
り
す
ぎ
た
の
で
そ
れ
が
出
実
り
の
原
因

を
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
た
し
か
に
そ
れ
が

人
土
郎
で
な
く
と
も
、
大
き
く
限
内
し
て
い
る
よ
う
な
矢
が

し
て
な
ら
な
い
と
い
う
悔
も
、
こ
の
十
一
音
字
の
言
葉
の

中
に
ひ
そ
ん
で
レ
る
よ
う
に
思
え
る
。

パ
ラ
ソ
ル
を
放
し
て
顕
抱
擁
し

(
七
一
山
山
)

P
M
色
は
夫
し
い
が
二
人
に
と
っ

て
玖
色
な
ど
は
ど
う
で

も
よ
レ
の
で
あ
る
。
パ
ラ
ソ

ル
を
放
り
出
し
て
抱
擁
す
る

十一h
さ
奔
放
さ
が
う
ず
く
よ
う
な
恋
を
描
出
し
て
余
す
と

}、J

R

同

phF

、
o

J

Jん

4ι'u

( 

官

Zヨ

、、J

ど
の
簡
も
嫁
し
て
し
た
ご
う
摂
に
見
え
ず

切i

ズ
ラ
ソ
↑
見
向
し
た
と
こ
ろ
、
何
ん
の
く
っ
た
く
も
な
い

朗
ら
か
な
マ
プ
ン

の
川
町
逮

v

耳
に
は
ィ
ヤ
川

れ
て
い
る
一

一
あ
の
子
に
た
か
っ
た
っ

て、

ーも
う

小
去
を

持

つ
て
な
い
よ一

と
児
の
子
に
た
か
る
こ
と
を
巧
然
の
よ

う
に
1
4
え
て
レ
る川
似
た
ち
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
嫁
し

て
夫
に
従
う
な
ん
て
仰
で
な
レ
こ
と
は
パ
う
ま
で
も
な
か

ろ
う
こ娠

に
も
盲
腸
が
あ
り
慌
て
さ
せ

(世

川
引
が
病
気
を
し
た
。
み
て
も
-f

つっ

た
ら
有
明
だ
と
レ
わ

れ
た
。

-jl; 
" ~ 
) 

J

グ
J
d
タパ

年
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ス だり目 はらで限 と 「
なけ 、 で年 いれあ 、 、 ヘ
感 に 意は γ・ 年 な た る 実 慌 へ
じ 目をかろ ご いの 。 し て メ
がで安つの ろ っ で現いた
よはんて娘 が 多あき実 手 と宮
くかじ 、 同 ヒ 少るはない!号
出 りた そ士 の 。 盲 どう
て が り の .が ツ 議こ腸をの芙
いよ し余 、 プ 車Ij んの外でし
る く た り そ 互 もな存にあ い
と利とにれ い あこ在しる般
思いい大と に つとをて 。に
うてうきな 目 てはノ、敏美百
。レのし、く で [筒 綬ツをく的

るでの籾 住!のキ思し 」
し あに 了・(は い盲りわい
、 る 、 の不 か ι 甥 と な顔
ュ o 賞者ヒ二 り に認か
l ヒ ツ子 i喪識つ葵
モヅい プ ) っきた し
ラプ fこ を てせのい

えてががし三とか常
てす主主 、 か 味弾も し 、ぬ 識そ

老 いく 存男し う女での = 
撮 るなす 女 、 こ と あ 席 味
は つ かる同そいとさつに 弾
シ らこ 権れ たは れた 行 い

ず とがは。宿て。き
言 ι は仰{ア Z命し、そ合 Z 
コ ツ否 ば プ が 的 た し わ げ

と定れレ で コ らし
の し出 て の誇あ女ぬた て
意 た 来も女のつで顔土号 仲
を 女な 、 性、たあを令 居
辞 性いこにし、 ユ るし 、 と
書 。 。 の通 L三がて女 間
で 1理仲イリじと昧たいが 蓬

( ひ を居のるさがめれ附(わ
i当 き ;"5 と よ 話 れ t月にばを千 れ

み問うでてけ酌 、 す代
呑 に遣 な は し る を 気 る安
) とわ事な 女すのの )

られ突し、九はる利は
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世
な
れ
な
レ

オ
ー
ル
ド
ミ
ス
に
と
っ
て
は
、
何
ん
で
も

な
い
こ
と
で
知
ら
ん
こ
と
が
多
い
。

引
肌
泉
マ

ー
ク
も
、
キ
ッ
ス

・
マ
ー
ク
も
ρ

ッ
奇
リ
し
た

j
h

中
味
は
判
ら
な
い
l

二
慌
に
似
品
川
を
淫
ま
し
く
す
る
だ
け
で

あ
る
c

、
ン
シ
ス
コ
に
レ
た
っ

て
は

サ
ッ
ハ
川
判
ら
な
い
。
そ
こ

で
前
棋
を
引
レ
て
見
た
と
レ
う
の
で
あ
る
。

い
か
に
も
老
級
ら
し
い
と
こ
ろ
が
よ
く
出
て
い
る
。
位入

ん
た
い
お
か
し
さ
の
・
り
で
あ
ゐ

も
う
二
十
言
う
て
も
き
か
ぬ
娘
に
育
ち

へ多一久し中

作
者
の
実
感
旬
で
あ
ろ
う
r

も
う
二
十
」
の
「
も
う
」
が
よ
く
利
い
て
い
る
。

父
さ
ん
、
わ
た
し
灼
大
に
れ
く
わ
L

と
~
う
た
ら
し
く

(

互

穴

)

し

一
j

デ
ハ

l
ト
へ
勤
め
よ
う
と
思
っ
て
る
の
」
と
古
う

た
ら
、
ど
ん
な
コ
ネ
を
つ
け
て
で
も
デ
パ
ー
ト
へ
判
め
る

し
、
休
み
に
は
ス
キ

ー
に
'
引
く
と
云
う
た
ら
ス

4
1
に
れ

え
し
、
イ
ヤ
ハ
ャ
、
ヴ
バ
、
J

の
親
達
に
は
恕
像
も
つ
か
む

伯
取
に
有
っ
た
も
の
だ
と
長田
う
の
で
あ
る
。
ま
あ
、
ま
あ
、

し
た
い
よ
う
に
す
る
さ
と
視
の
力
が
匙
を
投
げ
た
か
た
ち

のん円
で
あ
る
。

ア
プ
レ
の
娘
カ
ン
ラ
カ
ン
ラ
と
笑
い
そ
う";1 

‘" ~" 

終
戦
後
日
本
の
娘
は
明
る
く
な
り
臼
ら
か
に
な

ぺ
た

大
た
い
、
ヵ
ン
ラ
カ
ン
ラ
と
レ
号
笑
レ
方
は
叫
ん
口
の
豪
傑
の

位入
い
力
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
旬
を
読
む
と
、

一寸

:t" 

な
る
ほ
ど
「
力
シ

一ヴカ

ン
ラ
と
笑
い
そ
う

)
に
思
え
る
。

作
山
中
川
の
だ
れ
恨
ん
山
一
治
生
ん
だ
b
u
レ
h
，だ
と
忠
う
乙
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も 気にだ う*"サ' はの

早
なこ骨ど税達 分自認識 方近

うかのがう が が ご
よ ろ勾おすに出の さ ザ ろ ち
嫁 うのれる打米これノ:の 非

ーる気ちてとたサ (Æ'~ ヲ管
や 娘のな明レをよノミは ロEヨロ

り
」でんけ る 「 う しや4

やはあだぬの う でてん

「るろのか 1りち口口!じl工i あ いで

と
や こ 。」うで知も るいも 気
柘 」 。 と 切;l;IJ 骨
栂 と と 一も寸 れ お
の 1V1I 両貌 うねや 古ー ') 

り

如ご む 通が L し、 fこ せY 

Tこ 期齢 と ノ¥ こ
と

と ちそ し、 fこ と る
f， 裂 は 』こだ

こま 娘う
ちを 容 媒

け 日 と と Iこし、

山 ん う つ宇i で
、

も う 、水ー〆
ま てう lま も 少多 そ。
で はの ま う

一一一一

出 し -) が そ がの裂り ノ、 い
てて ー 多れ 4JI

名
うで 品 いあ

米 し、地いも かあん -¥IJ しの
な る :'; .，.0 、 と 士 ぶ る。'- れ、子

い 問柄 dノ スり Fり主 い の に とそ色J" も=- 1fi R c， う 仲 ふい月比発 う し、
Eでに 旬 イノ4¥1 も 人 さ か だも し 、
詠をも 、 の の

花
わに的と し、被

ん しな、 誌対; ，{?¥ いと は、 し平もく に し、し、に嫁 し、 しうしな
だ の は h つよ の 椛 かの 、 つ
も で と 1:- て く 名 h又嫁 も を日i~~ 1.こ

の 、 ri う 、 。人役をl' を でに少形れで

で夜ザJ、 っ し挙 忘 あ や し手.~ -¥IJ は
たた式 れ る ら大 し つな

- (/) 泊ゐ {中¥ の 。 ねげて て い
ーす名 、 時た

春
li ~ ぞ 「 いか

しが 付 な だ の と に桁て
。

fこ にのけ ま い ま長摺 l-hJ 

引tコa マ
利 でのれ Hi う 現の 今 づ

あ 人イ中 る 感 し Pfl に C 会

の に ¥ 
ろ U 想、 た と も も
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の得のな る のでの喜相を
誇 な を ん 。大

出
がも姉 思 の

り い見か地学 ネ いか手のぞ
ととかの方出を 世 ラ い 、 仲ま
がいけ集と す イ が或る でれ
感うるりし た り で はの て
ぜ諦ががて 弟 や あ和j 達支で 何こ
らら 、 あは出 が 兄 る ー あの し
れめこっ 。つの る

v 
砂つ

ぬと のて世警 カt
揃メ坊μヘ っ し え

で 、 何j もに察署 下 えあ ら ど
もこ か 兄 達 産 ぬ で と え り
なの らのい長 で 方あに も と
い弟兄方な経を 酌 がろ残ない

のでがい を 先 うコ たっ にし 結う複兄は下 。て
す

雑だあ座そ知事 嫁その結荷主
なとるでう 宍 る つれは婚を
感いが酌な に たは二 し し
情 う ゃを る ま 花 と ど 人 fこ fこ
を 幾 む す と で いちの - 台、
i反 分 を る な う f つ 14~ と

、

機微捜嫁「 な こ 代て み
の るへ三でい 小姑

嫁ゅ
とユ を方かもで十はる る

ア 衝がんのも を な も と 力、
」

マ い 、 でだ嫁過ぎ おのい ん と
ザ て 少も 。気く さで う で カi

いしいそ る厄介らあも も 米出
と るあいうにと るの

い。わわななま がは る1'1:: て」 る っすま 存な い 。
し るにとて 戦後 昔 わ
き とな、も 在か
嬢 い る木 、 す縁子 に ら 捜
の うも人 ど 逮女う ち
言 ののも ん いがる と
葉 でだふなな な あ さ

ああ 。てと り し、 ま し、
定 な るそ く

、 。
つ存 高 わ

り 。う さ さ ど て在 て
海 人なれ え ん し、と ずi'j¥.レ

情る て な な
Hる寺 れさ

) 

のと く 、lー， 

豆三
フU



; - し、マ な て fこIlP ら嫁
に ι?_. 1:;:;. 

精
7主-Hi ザし、 、 こち 、 は家彪

-七 二 りw止 ! の母 と 、 分白 謂所
薄 とので即であ の

?:と と 見 な語あ姑ち は な に プア 拡雑{ 
rてt寺自 J主‘ う つの る あたと

つ ぬ て 1ダAl1l 0 にりのつレ さ
Jし ♂j 

lま 事~ こ対まおて派エをJ 
マE い反なのしせ母もの
でョ、 +.r; れ た 勾てん さ 母嫁み

(・ 、- .:i~，~ ! だ の撃ののわんででに
り では合場規と でああ表

L 、 ~)J iま あ lj，'i し 、 し る ろ現
-: そー リよ ち る と 、 み 家主主 よ笹 う し

f 、 JJJ・ 。
し夫を う だ o 1.こ

や
宅f ん てに少の 、 が分CI ゐj

p.iC n!1 時 はもJ しもわ 、 で
/... ." ( と

ヲミし抗もった コのあ、d ν 亡 千 も
! れ に て れし ア夫る才、

fこ 'rz ち 位 、 イちT に の マ の 。
なじ も びエー 際知ザ母こ
Jイ' ~f~ tJ) し "f さ し ず〉 なの

一 一一ん「 てまあ薄児 略
市i)J j ホ ク し、し、る fもj 

L つ つ ち フ
。

チ 片 たとがが
♂J 、ー . ..:、d 

、
や 、 しー 、

言 の思
、

う な
いんそ Li カ1

でつ粁?y事t i ぬわよー ペコ
、

つ 日 素 7外2、て ほ れ
.)ーt品、J 

、J 、
破 い れな

一問l_ お
ぬ

にたの を し、
な f 中1: 感の こ持一 と
円

ベ」 い じに と つは町.~

て/ eオ~ ん fこ
、

と て[;艮
士、 -';) や Tこ の 人が， て

し、 ら、
才‘ と で弓 る な

J φ - ん
。

lま あみね と し、

イ人'1' し る tこ tまし、
。

/ 
。

う れ う
¥ さ り ぬ な だ σ〉

ん え ず tまと け寸リ} 

r が 九 れ持のは
i ふ ゴ; 民日 を つ勾主~.

て 持てでに. 
は っし、は 1宇1
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け 親れが と --， - - - ; 一 ' "，.'¥ ~じ， 

を だ 、 あ古勾 I-r ア で いあっ
、

とつ競，~ る
道 'コ フ も 、 ん も ー，、

せら た がに 業 fこ
、 、 え fこ 乃 ;l 

。 、、
な と ア み

、
~ 、 つ

τt ~ 

ざ こ「親 親
v 

ラ ずコ 3ヨ つ リ

し、ど れの 父
ろ」ち 汚 lこ句

と も で 勾 の だ を や 1f れ

し の 年家中を は 闘
う ん り ま がえ

てこ 規た -っ ま 台三 す し 一〉

受可と の だ た く
、

る て -c 
と 方友 が ペコ ， ， メJ ←〆 る

がなあが 達
殺だ

か "'J fイ ?、 と

つるげ者道楽 が ん て っ ては

てと て 達友 ? で た --r 、 角|
く 、 し、

7こ
し、 わ 7 ろ ら

れ他所 たでが る
乙

な
たが 、 」

珊校
。 L、

との 、 麻~r笠 と
マエ

白日
、

7う有 子に 石流 ご 言う ) 

的
のひ さ~) iま

一一一一一 一

国白 と --， --， lビも ろで

う
言ソプ l直 、 J三

紙
にあ

し、 う ♂γ ν だ紙ど る
ち 。 て

。 之}，L:がも
芝 J) コ

の
、

才ー 居 -主L

子 な 、 や
Jが3 好き 下 J) ，[主

カt 台、 ア で 手
日F 1I( 

ト
レ Lー く な や

を、
やの ~ 

J 
ツ 寄下 れで と かと
プ つ手 る は 主主 ーわ も

来て や」 jっ じ う ろ J)

く けめ て ¥[ 

ぐ な でた 寄 j-)'1 

る
し、

はな ヅrl与じj り か
。

f見コ塀

写生勾
いで つ

言; の 。 は 主 か て
ノ..... 、

すあ ず L、

と ど 日 る
し も 'コ ) 

と
て は て
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(

穴

二

)

Q ピ) .~ し、>~~ て でののな
lil) コ と 大少 いあでに も親
ヵ、と F ー噂 大 や々 子 るる。 あ も σコ と
し、 も れき 阪ム の 。る

ト で言う
なはは会な大リ 頭 し

。
ツあ

と 、そ へを 言 かそ プる も
• i その社入 し わ

情長ヵも:; う 切を 。 のわん通で学 て
ず学

し 子は
:(L t，;. り 採が も たつど う
る字う適用出あ 税てがもれ
と tt ち しラ~の 校 自のい し

ヘ知てな学 lま に心る塀い
す ゃれ く し、 車交 台、 見理 と の も
ァす な れ と ノ¥

り え巧をい穴を のてーァ ノ い なお 入 選 るうで
はれ件 と、品l し、 ァれ

り よ みこ く あ、
と して う と ぐる

と 7 ゐおやお ヌ; につが 'コ
。

77 学んッる か 描出 かうて或
うの た 。ぬ 秋 んれあは
続 出乙しでと

、._/
さだしそ 馬鹿

3主:宅 ゃ な
、

れ街j いぷ

; 山 く 夫 婚めれ亡未ノ¥ る が

~~ るしとすらた 佳命薄.A 再
。多

ら てのるれが オ1 し、
L、1../ 生問。るま に 婚 ラ の
子 つ れにそ 。 だな の イ で
カ1 て 子こ子若る と

連れ
カ1 は

ゆがに ど
0 ・

面臼 あるき し、 ヨス

ち くc 米出 は も んだ 遣児を 言業ヵう: 子
ん {主る先委見を し 義

いま
o 1，、

と 人。のてと抱 理 か
寝 は実子賞 えあ の と
て 何にがえ 1可て る 子 言ー

る 処プ いる婚生量線 が 今 号

の まク るんを 度 J心

も
でず 。 だす 嫁

の
理解宮りもツそつる し

む 淋 命薄 なこたょにて 牢 子
か し

家庭今度え ら う 投開 Fコ
の とにげ出 も さj;， 匂
道が 、 すす な で
を斯の 丙 さく あ



達
者
で
あ
ば
れ
ん
坊
だ
と
怪
我
で
も
し
ゃ
ア
し
な
い

か
と
築
じ
る
し
、
弱
げ
れ
ば
弱
い
で
、
風
邪
で
も
ひ
き

は
し
な
い
か
と
案
じ
る
の
が
親
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
勾
は
弱
い
子
を
持
っ
た
親
ご
こ
ろ
を
巧
み
に
詠
み

こ
な
し
て
い
る
と
思
う
。
あ
ば
れ
て
布
団
か
ら
半
分
か
ら

だ
を
出
し
て
い
る
と
笑
じ
る
く
せ
に
、

弱
い
子
の
き
ち
ん

と』似
て
い
る
姿
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
し
み
メ
¥
と
い
と
し

い
の
で
あ
る
。

家
出
さ
れ
子
供
々
々
と
も
う
云
わ
ず谷

水

7
っ
ち
の
娘
は
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
で
図
り
ま
す
一
と

人
の
飯
さ
え
見
れ
ば
、
愚
痴
っ

て
る
母
親
が
よ
く
あ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
く
せ
、
そ
の
子
ど
も
/¥
し
て
い
る
の

が
、
自
慢
な
の
で
あ
る
の
と
こ
ろ
が
、

い
つ
の
は
ど
に

夫
婦
を
中
、
心
に

か
、
い
い
人
が
出
来
、
こ
こ
ば
か
り
日
が
照
る
訳
で
は
な

い
と
家
出
を
し
た
。

驚
い
て
引
き
戻
し
た
も
の
の
、
そ
れ
か
ら
は
子
ど
も

/
¥
と
云
わ
な
く
な
っ

た
と
一戸
う
の
で
あ
る
。
斯
う
し
た

母
性
心
理
は
昔
も
今
も
変
ら
な
い
。

子
を
叱
る
声
を
子
無
し
に
笑
わ
れ
る半

親
が
子
を
叱
る
声
と
い
う
も
の
は
確
に
尋
常

で
は
な

ぃ
。
半
ば
泣
き
声
で
叱
っ
て
る
場
合
も
あ
れ
ば
事
実
泣
き

な
が
ら
叱
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ホ
ン
卜
に
叱
る
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
剰
が
子
を
叱
る
場
合

の
声
は
懸
命
で
あ
り
、
必
ヤ主
で
あ
る
。
叱
っ

て
る
と
い
う

よ
り
も
叫
ん
で
い
る
と
云
っ

た
方
が
当
っ

て
る
場
介
も
あ

る
。
そ
ん
な
時
に
、
そ
ん
な
に
叱
ら
な
い
で
も
と
思
う
の

〈

-
G一
)



も うをる女 心 て 税は
モ l で纏この干;f 撹い ま1J の f也
ラらもわと子百円 宮 を る - ，C、 人
スなあ せでなり 言旨 聞のて 埼 で
ないるらあらと り いで.、な ゐ
生勾与 で 。 れる 三 い 本 て あるとる

欠して 。 十う 見る よ が コ
fiIiかいか三 の 人 る う JlIl -{ 

とをしるら日は 警 が叱に解の
しし 、 。 だ 目外 同 いつ 思出な
てて v そょにの 欠 いてえ米い
ーいのれり 、 子 伸 。貰るる人
つる旬がもそな を え の もに
のとで 税大のら し なはのは
発いはとき産2生 く常で3 'IJ
見う亦しな七すれ な識は氏
での-~ て ;丈のなて( つでなそ
あで坊 の の 神三 6' tこも いん
るあは務長に十 子ー の 〉 な
。 る何 り い 参ー林 にを 均

ん の夫詣日) そ示 会
によ衣す目 の勺の

る方寸らと あてに
がしれ云}句li つ 、 描こ

l大紙 Iた県 いな のう に 子が [て釘和調 のく とも 供子

ぎをもが 「 放 日 な で の の
し l貝の あ 二子 謹 いどあ IU 絵
てうでるを し でをる観 ど
いのあが持 ま は売 。 lま の
るで る 、 つ なえ花 お
きあ。純て す いなとそ 花
まろこのや 時 かいいろ も
がうの盲う 問 。 とう し 真
[肢が勾自や を こ花い 正
に 、 は 愛 う ふ ろ が e 面
見子可ば規 れ に み 見 1:: 
えど愛かの Y な fこ 両
るもし、り ，腹カHS2 ( 歩 ど真ま へ き
ょよ子は 光 き も正まぺ

り ど 下 ら聞を
7 も もが気I i'l~ しを 印刷
で問がつ れ) さ|行l 象 〕
あ の ー け 」 がい fHj

夫
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を
中
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ス. 湯 にな少鰻l て
おへ 日

先 はのしが煽語句 初父行限 特でも泳
し さ く の にあごいの 節
てん 。 午 腕 よるぞで方を 句
し、は 後 ぐ く 。ん いでう

本建
今震 か 子 利木じよ会れ。

い尊なう 。 し
ちの 五半 てきし、が I英が さ

ヒ 日 手 いん の 、 る ん
、

モ tま 拭 るとでし、 は Iま
子が お を あ ま ネ父且 は

重寮ど i翠 父 持 うるい祖ぞ子
も く き つ 4殊，~: 0 が ど 中
は て ん て

問な IのこU 4初節1、j 且立、 身自も素ほ 力、
早ど 連
し、け れ 〆主目1、j tL 訴で あで f影
、 な ら がはの宅青る はノf し、 れ こ At ェ仁 オく

ツ
。

て
) 

の収入 な
と グ 銭 イ リ I _~_1 は にく

は分 ケ るo 忠にi、 容へ liぐI~ 
花 とほ泡仰の郊外華 繋つど人頓治 よ 行 なりの く の に う

譲る 銭湯 てつ
色 ぐ席問しに
lま を をな 、 な ど 風 し そ

移り
!惑 占@i1いみど ー 決 ま ず

じ 領 る 。 ん で 、ー・ 事ノ つ 』こ

fこ し ど な よ
ろ

写 たあ
の てこ が く見

カ3
レ と る

~t で平 ろ 赤 てい拭7・
り あ 気 か 革か 子 し、 う
tJ. ろで in; にけ ね る 写 持を
子 'j あ 子 ブ る カE 規。 生句 っ
を

。
る ま ラ iヌl し

抱
。で 下だ

と もでて
女平ミ 'コ

。
あサ

と か て北 2き
生も る ソ

て :z;:， し して、 i1毎首 4ナ

瓢、ーノ う て iF. き実 ‘ソ

も三 も の てに ;と;:) 
の人

、
"1 い 将

フ、電

"" 



らも をふるのに機は
う も/・ 出る 。美 フ会あ そ

ラ 、 /: 1'¥ しな 「 し ト も のの
L あ吟7 マ パ てが花さ出な女昔

まろマ マ いめ のは 会い にと
にやーに マ るせ色消つう対云
な かっと を 。 しはえたちし つ
うさのつ ま移てらにてて
fこれ丸 て ど にりな 、、 心も
とてよ1 、 な 」 にくも他を
て有た ー り かけなうへlIVJ そ
イ"1 っ と 人 つ らりつ子鍬かう
んたレつ け のなてをしし遠
の 一号 子 て 引いい抱ててい
;ィ、人観 は る 用 たたいしい 話
日、つ )j 育 'I'i)ずと て ま たで
;五子が て ( 人 でらいいつがは
4 が出る七 、 にうたた 、 な
二 、 米と[耳l つ 彼我 が 。遂 い
~;、るい山 子 雑がの 、 そに。
l 'さで う) な身で以の談門

なあ よ 味にあ前j 女すて

る なをん 楽か楽分 だ

l'投でしらし ).まa お 氷ま 百fi げい む み の 石 そ
に を れ るも或を 張 投 v

あ しば子のは持でり げ を
わ てす供 で計jょっ飛つ る J0
ぬ いぐたあ辺もぶ め 繁 み
JI顕 るにちるでのの た し に

で 者li 、 はが平iでで田 さ と
会そ知 、 をあ 、 岡 ら

日 の こ らそ辿る国の 訊3 ぇ
曜 二f ら なうく。 合氷 会 た
起 をのいし投その上 の の
き あ家 とたげえ子へ 子 が

わや 4 楽 る U ど 氷

五 れ 人写 し こ 色も塊 詰 γ

f る んにの みとう句、を( り の
宗 だあで を を と は 投 ， J ¥ . ず 句
太 た あ者11 税 、 そげ で
Ef 伝J るる公定 山うる'冬 あ
」 で軍司 。にしの しと ) る。

あ原石 fトて上たおii

夫
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中
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そに議生 せを中い と「
れ巧 」 Z 亦 て 詠苧 た功、云明
fきFみ や ん ン 認:く んへ 三ンつ臼

のに 〉一，刻y人「u く1 がガj if1 れだとつ坊ては
1艇 をb たは を るも 通の がお臼
し、集 め全 さ 匂のつ子先い l胤
諮づ 」 の 4 す ででてがずただ
嚢けと i取が p、ーあ 、 い起自のか
をて 云 一 戸 突く る中るきをにら
生いうので 。 年子てさ
かるか武あ 夫 ど 釆 ま ゆ
すかた~る 如 婦もるす っ
た hを;n し、は c 子 のた 。 、 く

めに 川ら』ま訴記 泣き 泣は 易庇ご がち 次に する 1殴り

i ねが iG き を起本1;と よ
さばこで ( ぬ まさ稚そ う
すなのあ 反 ぎて閣の 」
べら/り る ま 来 、 横
ど な を 。 六 ざる小に
」いい ー ) とこ学絞
や 。 か 詑 見と 、て

一 一一一一

も 怠け「と-， i直「
H1 税 」 る あ 子 お 切泣

子 て にだのあど父 枯 な き
の い対 け は 、 もさ す 用ぬ
目 て すだ 、 ょがん す 法 」
に 出ると野し い、 き だと
も L:I *そ i、口 、 うふ だ と五
ー い 愛う f>H よ 。 い け 云う
一 。 感の f行Ji して うよ
度 もで l_ l_ で う

目 出あと す とな
の てるのは パ が文
父 い 。~ t¥ パ 出箭
は るおう の 来を

金 しれが J、 る刑
t立 、 。 し、

が 〆t F:Iv l
草 あ ノず 毘l あ 方 モ v 

- り の の ノ、 ニ と

)自日 時イて 中す山ノの， d大 力 父も

!込 す ふ

プて
aヒゴ
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こ
の
句
の
一一
実
に
は
、
こ
の
予
の
舟
の
復
権
な
素
性
が
隠

さ
れ
て
川
る
こ
と
よ
ア
づ
く
で
ら
一
ろ
う
こ

何
ん
と
し
て
で
も
こ
の
子
を
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
い
う

母
性
愛
が
、
金
持
で
あ
る
二
皮
目
の
父
と
の
関
係
を
結
ん

だ
の
で
あ
る
が
、
こ
ど
も
は
そ
こ
ま
で
は
い
刈
ら
な
い
。
知

ら
な
い
が
二
皮
目
の
父
に
は
金
が
あ
り
、
口
取
秒
の
父
の
よ

う
に
貧
乏
で
吋
を
い
じ
め
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
こ
と
だ

け
は
判
る
が
、
々
は
り
こ
皮
自
の
父
に
は
な
じ
め
な
い
と

い
う
子
ど
も
の
心
月
を
巧
み
に
と
ら
え
て
い
る
。

こ
の
雑
煮
で
育
っ
た
子
等
が
み
な
遁
し

( 

ヲ叫

J主

こ
の
仰
を
一
読
す
る
と
老
夫
日
明
が
ゆ
か
に
迎
え
た
新
中
将

生
活
が
似
ば
れ
る

J

お
祝
い
の
雑
交
を
喰
べ
る
に
つ
け
て

も
思
い
出
す
の
は
速
く
航
れ
て
佐
川
し
て
い
る
子
勺
の

(

六

八

)

と
で
あ
る
。
下
五
の
「
み
な
速
し
一
に
湖
町
心
が
い
か
ん
な

く
に
}
人
出
て
い
る
で
は
な
い
か

，

パ
パ
も
留
守
マ
マ
も
出
か
け
て
僕
と
チ
ピ

，戸町、、

1 

伐
と
云
っ

て
い
る
の
は
伊
生
で
あ
ろ
う
ミ

チ
ピ
と
い
p

つ
の
は
そ
の
弟
の
い
た
ず
ら
っ
こ
に
違
い
な

ぃ
。
パ
パ
は
今
日
も
ど
っ
か
へ
出
か
け
て
伺

γ。
そ
れ
が

い
と
マ
マ
も
デ
パ
ー
ト
あ
た
り
へ
川
か
け
た
ら
し
い
。

そ
し
て
何
時
も
悶
ー
マ
番
を
さ
せ
ら
れ
る
の
が
一
代
と

チ
ピ
」
と
一
と
つ
の
で
あ
ゐ

3

あ
る
Mm
の
山
夕
日
が
浮
び
あ
が
っ
て
三
ほ
え
ま
し
く
な
る

じ
ま
五
、
、

コ

4
r
t
v
チ，、
U
A
υ

一
辛
抱
し
て
呉
れ
る
養
子
は
ち
と
足
ら
ず

(
八
ツ
本
)

Jl 
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今と だ た だ つ あ ろるり
史 はけ。こも て る他 認 をとの
の I沈 の白 のの来。家 m っす外
ょにお分担 でた たへ ひ かれへ
う既し等父あのつ嫁 と んばは
ににめ夫かるにたし り でムー
驚忘は婦ら 。 祖 ひた アリ 歩
い去jJ必が 、 父と荷主 」 γ のも
たの 要娘 お がりが ん とな踏
の 1世だ を し オの孫 tJ. 云いみ
で界つ育め ヤ孫を 1;: わ話。 出
あにたては オにi1! お し し
る iB の て 遠 ャ沢れ し たー た
。 いでいい と山て め と寸 γ

平ゃあた昔 驚な'六 も い人と
凡つるこの いお家 つ うのの
なて がろも て しを( 句気な
日い 、 にの J析め ;w 古 来て で付い
常たそも く持れ あか 養
生のん 、 ? は参た方 た る ぬ 子
活で なこの 詠での) 。 とで
か 、 これつんぞで こあ

ト一一一 一一?一 一 一一一一一一一一一ーー

に と が 子 親 あら
の係、 を好どが初 ろ符「
びは 初 キくも子孫 初 う。 う
て 目 孫 ャとよどは 孫 し
ゅに が ッ云りも限 の た
く 人 チ チうもをに ミ ー
;zs れ ン しの愛 入 ル コ
をて ポ た かもすれ ク マ
カ も の 、 つるて を
メ出iII 摘コ で手Lとのも の匂 つ
ラく あく/も 柿 ま
に な ん る さ¥全く い み
おい で 。 い 可 く な ま あ
さ長 寓 七]受 JJI! し、 で げ
め 去 っ し、い郊と 愛 た
るわ と まもぬ 云 し !l) 
。 れ( でのさわ ( は
そる麦 り をらだれ j準 作

。 太 愛しがて 者
の日楼 すい 、 し、窓 の
中に ) る 。 孫る ) 力
に日 こ J11 は 。 で

夫
婦
を
中
心
に
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ペコ

情 放 もてにが じ徴もに
も今し 「 か 思 お 孫 がであ
豊のて オ ええもは ま蒸 しもる マ
か 勾しイりる ち -f 抱 なあ コ 乃
でおま 、 み 。 や よ い いる そ /.，)
あ じ う お らおを り て の 0 れ νう
るい 0 し れも愛も 足 は チはよ

0 さ つ なちす 日J そン白う
ん V いやる愛 は れ ポ f!:Jこ
ら を 。 は!惑い タ がコの巧!
し し亦飽情そ 月 たを 多で
い た ンき にう 出 め詠で ι

受 よ iみ た通で た でん あ L

o骨 」 をらじあ 方 あでる::-:
も と抱ポる る るもとコ
出 云 いイも へ 。 少ドヨj を
て うたとのそ し時つ
い てお投がれ 舌 もにま
る 嫁 じげあは 不受ん
し のい出る子方 ;)( 1黙で
、 下ささよど) な のる

討 へんれうも 感 象 乃

よろ もるf[艮外
ヲう のす 光さか は春
んだ少べ 少 以ま時!既眠 春
な 。 年て 年 がをめにの 眠
風作のの の 雌 l泳なあ顔 の
湖者，1:1少 や 動んいかと 顔
をは に 年 ざく し だ の あ レ ヘ
!ft そはが てのでかう ヰ

んれ 、、 いにあと表 即

だに や そ ロ て過る太現 ン
自助]くう 調 はぎ 。 1;易は 坊
接 客? ざ Jゴ に おなそがヰ!二 這
の衝口う ど えいの郷常 い
原か調釈 き まの鋭いに 上
国れので り しでへて[回 り
はた者は と いあ赤い 1':=1
11央のがな ( 仰るンるい
闘でかい 牧 し でが坊のと忌
のあなが あ 、 がに恩
影るり 、 人 るい這 、 う (t(

響 。 い近) 。 かい ま じ )
で るご に上だ 「

夫
婦
を
中
心
に



夫
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中
心
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‘、

あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
少
年
の
前
途
に
希

認
が
持
て
ず
、
利
郎
主
義
や
必
い
意
味
の
白
山
主
義
を
育

て
て
米
た
政
治
の
罪
だ
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

女
の
子
手
強
を
足
で
つ
く
時
代

'" H長

波

術
山
町
で
女
の
子
uqが
才
径
を
つ
い
て
い
る
の
を
、
ょ
く

見
か
げ
る
が
、
従
来
は
ず
で
つ
い
て
い
た
の
が
、
近
ご
ろ

で
は
足
で
つ
い
て
い
る
。
ジ
ャ
シ
γ
'
ン
な
ど
私
足
で
や
っ

て
い
る
。
時
代
の
変
巡
だ
と
云
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
ま

で
で
あ
る
が
、
変
れ
ば
変
る
も
の
だ
と
は
作
新
の
観
察
で

あ
る
。
こ
ん
な
勾
か
ら
見
て
も
、
川
柳
が
風
俗
前
だ
と
一広

わ
れ
る
一
刻
が
あ
る
よ
う
に
雪
わ
れ
る
-

俺
と
寝
た
こ
と
に
し
と
け
と
帰
ら
さ
ず

(千

叩
J

)

(

古
ニ

)

遊
間
十
〕
華
や
か
な
り
し
頃
に
は
、
こ
の
匂
に
詠
ま
れ
た
よ

う
な
場
前
は
ザ
ラ
に
あ
っ
た
。

「今
か
ら
去
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
絞
る
だ
け
じ
ゃ
な
レ
か
」

と
、
巧
み
に
誘
惑
さ
れ
る
と
、

「じ
ゃ
あ
泊
っ

て
レ
こ
う
か

と
立
ち
か
け
た
肢
を
お
ろ
す
の
で
あ
る
。

一安
の
待
ち
呆
げ
を
岡
山
わ
な
い
の
で
は
な
い
が
、
こ
ん
な

時
の
悪
友
の
一↑一円茶
を
一
蹴
し
ね
な
い
の
が
、
川
と
し
て
の

弱
き
で
あ
る
。

こ
の
初
、
柳
耐
仰
を
閉
山
わ
す
う
ま
み
を
抗
っ
て
い
る
い

オ
イ
と
云
う
友
に
工
学
博
士
あ
り

へ
い
わ
キ

判
し
い
文
だ
ち
と
宍
一
「
も
の
は
、
お'日
いい
の
関
根
埼
が
ど

ん
な
に
迷
っ
て
米
て
も
、
オ
イ
と

w-べ
る
と
こ
ろ
に
い
い



てを る 畏知 がにると と
同 1円 。 敬らそそ。をここ

ーし支 |日 し な うん段 、 のろ

まて を 友 て い エ|ー世うエl な境ほ 匂が&- ~、あt! を いも 人がこはあ
上て ね 訪 るの は逮 り究る
り主i' た こ で 角l っとイ 匂
rr‘々と え とあはら た しと
えた;:- (ま をる友なりて H子
」る ろ 脇 感。 情 い いへ
と~!~ヵ: 門 じ ことと地 るる
l門をbJJ 宅 、 く さの はー位こ χ

に ぐ せ勾ど にと 達
t-1'. :7白j ら る は ん出広う 隔をに

く んの さ とオな廿1: tこ &j(コ
くで知 こィも主りん ザ

ら{れ ろとの義がJ-I-I だ t.'，
れさ子:ぬ間 ー に はーであ の釆いl も コが
た に ち n妙，.. 、一A る男も た mνノあ

とそ 、 ) 京 う かい た でる

云し Eト4 あ がをるめ あこ

か 限 ん た るう
ぇ¥ ー に落 ま 友 とんの
たし ニ 浮ち出情 落 云じで
'- く 等 んぶしの ち うゃあ

を でれ'- ~ ぷ 街) 1;よる
わ 見 放 たがま れ でか 。
な て れ亥こや た あっォ
し、 た な の の か 友 るたヤ
母ー埼』μ い ヵ・ 勾 さ 。と ズー

ら 。 ツのが ヘ 、 ヤ
ニ ノレよ お い

グJ 等 ¥のく 楕 さ v

「 で しち出 の さん
ラ 来 てでて ま かな

や 日 食 あ い ん filt こ
tJs べるる ま }度と
IJ とな

五 つ い「 7i:出 張ら
ょ た るお花、 し 'S'~ ~i] 
に* w 栂園 をね
出} 訟 の - . / !1~ て

む がま じ米
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キが み 友見をる る。 と - ';J t，こと リ 、 す 去オとこ東
ぅ 俺 こ呆 スい J :t'I. と 京
と のとあらの やほら マなイつ は へ
う 齢 しわ 場がした l がこ てあ出
停 桶 さ合っさ/I~t ト b こ待るて
年 な れのたが なこだつま
が てこ 」 な田 !且l 等 、てい 1:1¥

輪
り い人 とさ 合~ミ平こ いと tll

fこ 替 るの云 け に で かこ た三を
。 と 関うなすボらだ コ 等し

一 え 云係語かっス降ょや車て
寸 す えがはっ込トり ー がのい
佼 る よこ下たんンて てとる
れ 時 1 の品ので ノミコr~ べ まと
も 語 ;莱な吉 でいツ fニ ネる|羽
党 分 にある グと がとい
ぇ 何[1 よ ろ白をい 停こた
る つで「 分提う つろが
。業、~ て は 。 のげの たへ

シ ハ あ 姿 て で コポ大
ヤ ツるのし、あ ャし

1三箸つ漂 あ でるニ
り を てう軽 ろ.7:- ;立 。ム

お 年 いてい 箸 ううな V ニ
ま のるら い ス を 二だ'，' のに
わ 加 手 れ るグ 苦手~ か 匂凶l
り 1戎 つな 3 ツ る 車向。 読むを -0 

さ ださい自チ 手 ぎ て
なさの分の え 米

を
ん ア えでで 1cU つき し とた

と 、 あはで イ一人
若 悠い ろそあ に 示 沫生
い じかうれる 老 生 のに
と たにがはが い を 淋対
思 とも 、 ど 、 は 大 しし
ぅ 云たノ、老j 一 等 い をて
程 うどタい 沫 ぇ 1こ !盛 j二L

今 戸 の/か こ の(ず 来 じぞ;
ィ、 老I~ で \ら ん淋茶 し さし

あし見だぴ む せた
二 Lj るく る と し イ ム 110 らの
) 。 、とはさ'-./ ".8・ れで

矢 、 思、が が るあ

夫日怖
を
中
心
に

ぺ二
区王ヨ



お
ま
わ
り
さ
ん
が
立
っ
て
い
る
。
学
校
を
出
た
ば
か
り

の
若
者
に
し
か
見
え
な
い
。
若
い
な
ァ
、
あ
ん
な
若
さ

で、

巡
査
の
仕
事
が
出
米
る
か
し
ら
と
思
っ
た
の
で
あ

る
d

た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
ニ

た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
勾
か
ら
は
巡
有
よ
り
も
、
む
し
ろ
老
人
の
心
の

う
ご
さ
が
川
ツ
キ
リ
と
う
け
と
れ
る
と
こ
ろ
に
興
味
。
か
あ

る。
お
前
は
ま
だ
若
い
と
理
屈
負
け
か
か
り

(文

秋

若
い
男
は
な
か
/
¥
負
け
て
は
い
な
レ
。

「
で
も
そ
れ
は

:
」
と
迎
路
整
然
と
論
じ
て
尽
き
る
と

こ
ろ
が
な
い
。

「そ
、
そ
れ
は
設
の
云
う
通
り
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ

は
一
つ
の
理
屈
で
あ
っ
て
、
現
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
い

夫
婦
を
中
心
に

ず
れ
は
そ
れ
が
判
る
時
代
が
来
る
よ
。
れ
は
ま
だ
片
い
」

と
最
後
の
逃
げ
路
で
イ
キ
を
つ
い
た
の
で
あ
る
。
大
て
い

の
一
論
議
は
こ
ん
な
と
}
丁
つ
で
五
ち
つ
く
も

h

り
で
あ
る
ニ
と

を
巧
く
つ
か
ん
で
い
る
一

風
船
の
残
念
乍
ら
し
な
び
て
来

~:f 

h主

た
だ
単
に
風
船
が
し
な
び
た
と
詠
ん
だ
の
に
過
ぎ
な
い

が
、
精
成
上
擬
人
法
を
川
い
て
一
残
念
午
ら
一
と
表
現
し

た
と
こ
ろ
に
匂
の
生
命
が
あ
る
。
し
か
も
風
船
の
よ
う
に

プ
ラ
プ

ラ
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
や
ら
、
朽
ち

は
て
て
ゆ
く
人
間
性
を
満
州
利
し
て
い
る
点
を
札
称
揚
し
た

し、。
息
子
卒
業
菊
の
翁
に
ま
だ
成
れ
ず

(
静
観
堂
)

(

古

一

品

)



夫
婦
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息
子
は
大
学
を
卒
業
し
た
が
、
家
業
は
ま
だ
ま
だ
譲
れ

な
い
。
従
っ
て
菊
を
作
っ
て
余
生
を
楽
し
む
と
一
五
う
訳
に

は
レ
か
な
レ
。
い
つ
ま
で
も
現
役
で
働
き
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
近
ご
ろ
の
老
人
の
心
境
を
詠
ん
だ
勾
で

J

の
4
Q
o妙

齢
が
隣
ヘ
坐
る
程
に
老
け

(
ど
ん
た
く
)

電
車
の
中
で
も
い
い
し
、
政
叡
の
ゆ
で
あ
っ

て
も
い

ぃ
。
自
分
は
そ
れ
ほ
ど
老
い
こ
ん
で
い
る
と
は
思
っ
て
い

ない
M

の
に
、
妙
併
の
婦
人
が
ザ
気
で
陥
へ
市
川
っ
た
の
で
、

心
が
と
き
め
く
と
き口
う
よ
り
も
、
老
人
扱
レ
に
さ
れ
て
レ

る
こ
と
を
川
ツ
キ
リ
示
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
一
種
の

さ
み
し
さ
を
感
じ
た
の
で
あ
る

-

友
人
の
心
境
を
ズ
ρ

り
と
-中叫
ん
だ
努
ち
の
匂
c

八

ぺ二ご
プて

、、~

謹
暦
は
ち
ょ
っ
と
惰
気
も
し
て
ほ
し
い

還
暦
を
迎
え
た
が
、
老
人
に
な
っ
た
気
が
し
な
い
の
が

ふ
!
の
還
暦
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が

と
老
妻
は
ス
ッ
カ
リ
お
じ
い
さ
ん
扱
い
を
す
る
も
の
だ
。

す
こ
し
は
妬
い
て
ほ
し
い
と
言
う
の
が
幾
ら
年
と
っ
て
も

男
性
の
通
有
性
か
も
知
れ
な
い
。
適
度
の
よ
ろ
め
き
、
通

度
の
搭
気
が
男
女
の
つ
な
が
り
を
い
つ
い
つ
ま
で
も
保
持

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

選
似
川
迎
う

老
人
の
つ
も
り
で
居
た
り
居
な
ん
だ
り

遠

出
回
と
々
で
は
還
財
に
対
す
る
観
念
が
違
っ
て
来
た
よ
う

で
あ
る
。

宇;一) 



夫
婦
を
中
心
に

ヰw婚 こ、 持殖も岩まるつー
に 通し、、船 ー がえおはだし て般
短齢さ、場 」 多たじ巧ま、 もに
か期ん、の い 分よいくだ目 、 寿
しのこ、古 さ にうさっと分老命

頃し、、い ん あでんかし、 で人が
樺 にさ、の も るあとんうも設の
に は ん、れ 早 のる言だ気、 い び
長家とん だ。わのも老 をた
し 運 視 の や ろこれですいさ関
でが し末 謹 う のる ある 込れ係

京まっ 暦 。作のるのんたも
良えれ子 に 者を。でだりあ
縁てたに 近 に ひ 近 あ と 、ろ
がいが生 く もどごるい さ う
得た 、 れ 、くろ 。 う れが
ら の こ 、 ( な そ嫌はそ気な
れでいみー り うう孫こもか六
な俗さん 日人が をすっ十

にんな伸¥、J った出こる た ー
か云がか たち来のしりに
つう結ら 気がて作 、 すな

易齢いいさ 邪 あれた
でにつしいれ魔年 るて~ 0 

はなてかこるが老 邪 。 五れ
なっ大しととらい 陸一十と
い て 事 、 で 余 れ て に 篤もい
ら向、 にーもりる 、 さ の過う
し さ方ひし、 o 何 れ 京ぎき
いこれでがいそん 史、ず
。 れるはむ気んの 大 に六も
が と 老 も持な役 事 は十な
人 訳 人 のち時に (;: 逮近い
jJJ卜ものではにも さ いくの
だな 日 あ し 養 た れ なにに
とヰだるな老た て いも
悟 m激の、 0 し。、院の なく ー八 。 なっ 月日

切り す 敬会老 ひ話な(十九 ては
るる がなる方 と瞬
こ。 まどと し、く
と幾だ いを、イ111 うま
はらの で聞つ) のに
号平高と もかい で Ft

ぺ=
ぺ=



「ーぞ一 人 いで
'r イ両J t正 7J lこ 笑力う 、 、 八

言 」じ 鼻 と 十 敬
イ う し、 か う 水ば敬才幾 老

て さ ん てもなノ会じ つ 笑
ロん ん で はなをに

ね 、 安い すすり 招九
ク 、 あ 貰 にと か十
、ち ん つ fI11 はれ幾 力
ヵっ た で し、京あるつ も

と 、 敬 匂れ げ 。 、 な

イ も き 老 でなるもな か
や聞 よ 会 あ話。うが り
:モf え う に るで全日長く け
うん 1/:ぞ 出 。 あく が 生
てが 老 るザうさ
まな ム る 。マすた(
ん c の鉄 こはいと呑

ね」お の な だう。 よ洲 勾 い耳
L_ 14-" ~ 、 。が)林

れ 老 j道け

と -， ----; ---， ---， 

5を~l あォもあ
か んた 1、 う、 あ、

ん 、 そそそ
で鼻うろう
やがかそか

景情1るj; 出いろて 、 わき
まもくよ
んう l向う

巧 が{j 聞 や
み ti く でつ

に 。 l同l寺lすた
写描 」 か 」よ 」な

さ し、
れ 。
て 」
し、

る。

夫
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中
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尽 をす だに 収〉
のそ あ る かや 入を、会

一 話 れ き よ 初婚ら ら が lF!、 」社 年
円 彊 を ら り いん 1 の 四
の に「めも ιfFj 1 いだ L 渦 十
お さい て は正;'¥L. の え・とで タ
主句 れついいのにとでや 、 イ
へ てまるつぞ四良あ勺終 プ

いでよそめ十縁るて日
女 るj:J う今なににー い ぺ 何
わ の つでのいな恵 号l' るチ 時
る でつあましつまにァパ 迄

び あ も る ま 、 たれ 三数々4ヰ1告ドミ l チ 打れ る') 0 が 後 の な ， パ つ
。」 気委でい 4-

ず と楽にあの ー つ
常 だなろで マ、千 も

水 に と 'コ う でみ 、 基 り
J4 て いは

を: 性 ば実年つなど-1]'賛
こJ の 認i 苦がの い 4- '--' 

利: f治労年まがミヤ

一一一一一一一一一一一一

る3 せいごー す も こ で
るしゃ人八 し }) ろも虚

そとまかの等 紅 もでの共 栄
γ 、 すに女身 一 ー あ ーれ心
を 期とすがで 点 目ろ 而るの
とせ幹る交な ;妻 に でま強
らず事もじい い ，.ミ ーあでい
え しののつに 帆 つ乙] る:平の
た て人でてし 明 たと 。 然も
の 慌があいて 手で r !~そと女
がん 1足るる も で べ し立の
?な込 。 と 立 ば て つ ー
の +TI み次 、 .9-1 た な ρ、 こて jflI
イリ午 す は そ ば さ 1、 をの作だ
でがる何のか れ こF: bJ つが
あ起女子集り る わ はて
るろをさりの ー後い

3 もムん 'Jを市ド 侍-こ :者る 同
の

リにに もをのの
に 、 芦也 ，シ 詠もお

で )'I. おに γ) で ん 女 童;J
あた願なタ J fごご り

女

・
男

/、、
o 



女

・
男

2・

ー「

で 事件 で
ハしそ なさ 若

腕時ツてれ くない
」も は も キのは て腕時計 女性
斯う 少し で

l野監知 え島

計
も 動

云だとつ 半らなもIj 
と 凋で るにと 7 力、
女 ん あ の時腕計 な 7 なだるるで るセ
あ 匂かたあ 及とす く

てい く でらめるが リ て
、 ヵ: ま あでの 。あ し も

素直 男
で るあ時計 るて 愛を い
並

。る
云と 動も す

、
にの う

。で
の

請云
気

若は
意識う か る ん

け う い な な 。
し、 高 性女 てく く虫 宣 よ
れ} だな と
よ と でバミ七ー、 の

、
け る 称 手k

うを ) 

理心 装飾
で 。 す ) 

と
、

充動る

さ知も 気ノレ方い 性女いがし
が そ 歩 で らく にかこ

歩フ
に 逆な

あれ れ しにれ J心 し ら し、

る なはし、し、 り もか く 7 理てわ斯う

。い草て産なも ぞ霊長 気ツ のもな

同感と し、 し、 でシ ー 「け し

のる たそ出そり 場きンヨ
面でれ た

の 観主 見立と の すり にう 巧を でも ばな 女が

来出に はるスう Zノ み も ら世
外な てなフテと ヨ んの

る た いァ l い ウ つを繰り は中

と ら の が ツ タ行流衣装う
銀 ヵ 、ど』こ

こなで 、 シを 座 ん のは
ろ いあ そョ でか大い

にv が、 る。 れ ンシ 方前に一
を

い え し る
る すた も

の或 銀座ι ョ歩優をう ( 東岸 と の この
匂は クい 患う でと だ
のそ 歩をく のた 子

あで。
問臼 う モりて) るはそ

か デ 後 。 なれ

/、、
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はで色?、ε。、、
tなるまぎ。

月カです出も



と せと「とる
自ホ な 、 ア 若 「今御出動 。ア
分ン 挑 が流ラい プ 磨
のの え らし 、 男 レ か

胸 ー た 品売気 限 メ夜来7 が の せの寸 の を 肩 ? 女 て
向し 送を」性
tとた ん ってた を
抱よ よ はてねた 詠
いろ と 忘い」い ん 噛

て v 喋 れ る て 都会 ん
い び ベ な。行 で
らで つ いこく い
れも て 。の C 風 る
ぬ 、 み 種 景 紅
の悲 た の い
女がみし(十 く 女、 ヶ iJ毒
性で な 靴 ッ
のも悟 り を チ有
習ジ 磨 で
性ッ か あ

る を で あ の て 成こ たただ
。見 、 るらガ 、 品びのとと
駐るムらしム 人 何でがんな云
開とニしいと を ん は 、

Lよ-
れえ

主事 、 ャいがい 皆
馬
鹿

となに ばよ
のあム。口う ないじと黙う。若んニ若のも くのみいつ
いまャいさの ド ユ土庁I

葉

う て特
兵り と奥び 、 ，.... 1 L て はに
隊いしさし木 し モとい い若
さいきんさ米 Tこ ラ 云 るの らい
ん実りやをの よ スうでうれ女

が持に娘ふ自 に な 意r~もK はちな性
ムが口させ的 ガ 匂 な にいが

しをんぐ は ム い いはの衣
ャな動がた歯 を もふか務で類
ムいか 、 めを しく。らあの

ニもし篭の 洗滋する 1i噛み て まし しる新ャても文いかさ。調
ゃの い車 の 字 る もと で
つでるので o て「ょ説も
てあの中もも い既ろえし

女

・
男

(
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詠 ついい侯リ ーねヵ・ぃ
んた 。 がにしハ つとムる
だとそ 、 ななィ お の云 のの
勾いこ女ついキ 握 観 わ 愛を
とうで性たがン り 方れ用 見
しの 「 の の 、 グ で にる者て
てで お 立 で そか 信 違かかも
面あ撮場 家の 、 日 いもら
白る り か ば どそ 」 な知 あ知
い 3 でらかちれ か いれ ん的
。 女行そりらと と 。 な た 人な間

のこう閉で 女 い余
つか セ・ じあ観も 聞 がつ
づ」 イ γ つ劇 志 、 ぽに
まとタもてか な こどは

し 女τ|司l: ク つも。 のアう
い はていそ 千 り 作タけ
生ゆもいれ 者マと
活 がる い 。は代 のがれ
ぶ談さらいノ、突 観陳な
り しれれい y 方いい
を合なな H寺 キ もの 。

紙の 積 帯解を つ女つ
にで 女 本 み て性つ男 整
長あ と 重 来の ま 足袋なら
々る A 心 ねきた 習性を し 然
と 時 う が てのく と
何 γ も 一 いそでそ 足
ごにの るしあ巧れを
とはは f申d さてろみを脱
か員な (:. ま足勺にたぎ
を か 女 が袋とたっ た

述…γ な 'じ、 限 ま 羽織脱を らむ放 た
べ Eか か に で えのな む
て 木 も 見 も てでし も
は Z心 えキい 、 で 女
い 云 を るツ実るこ捨 な
る JT よチ 。のて
が 2ち ( う リ 着物を ど /，:，J と 夜 り

v あ 王廷 でと つは
そのけ 風 あた かそがく
れ 生i] な 子 る fこ脱かう 、 潮
に 、 い ) 。 んぎらし女)
は 手 も で帰たは

女
・
男
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そるまあ 女る決飲とでる
うのでる愛 をのしみ手あ
きで振。す 掻 詠もて屋をるそ
せあ っ き る 逗 ん妻楽のつ。れ
るる て よ と り だなで女かそが
の。別な云 は のれはでねれな
でも れ ら う せ がばな僅てでけ
あした 、 v ここいかいもれ
るか の さ と かぬ のそ 0 なれ連ば

振 によ は 匂でそ金 人ば間 れ
女り、なふ と で あ れ を 夫添う 麻
ご返まらし 女 あ っ 雀
γ りだをぎ ま るろう宿を かの

ろは 女 何 な だ o 0 命ん 物乾ヵ: にチ
をせ はん 情 立 斯とで はン
端ぬそべ熱 うし来 違コ
的かこんが つ 云てる出いへ
にとへか湧貧 て っ甘が来な入
描い 立 し く l調 た受 、 るいり
い うっ ても 子 環し暮の。ぴ
た 気 て、の) 境てしでジた
何j が い手で のいは 、 ツり

ツ本る !毛き青 稽 で
-， -， -， イ 人。なか あ
でいど 盤 いは「 も 眉毛き か る
も、っ 光 ら索みなの き
唇えか 燈 ぬ 平外気 みどで 眉
の 、 悪 の こ ず あ と 毛
色別る せ と く喜るい み
がに い のでと似歩コキ 。 う
変」の り ーいいたそも

だ -i (;: つ ら し車うー両 りれの ず
わ 」 し もっ すがは く
」 て 王土し るあ下 と

お いやにとこ手 い
く たえなーがに う
履 く つ j宵れぞ 顔
の な女た滑のる (;: 

( 手" 色 る っと稽 映画女優 と ( な』

米 。 てはな ま り
も恩も こ突

花 のわのと
) はずでのに)

と あか滑

女
・
男
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かいな そ る と
世

泣
ん た つん女

ー ー「
だのた なか 、ー・

女性心 べすて 鐙光燈女 い 匂で時こら見 の
の て だあにと 人
涙 て 。る 、 はて も 理 打をの

らぐ も と そ なの や にせ

女 云う 随の いと 話な iま
メ ちい

し、 ス 明で

籍 のに思の り を げす
では つで ケ ゐよ よ

を あ女てあ モ て う '---

ロ るのいろ ノ た と
も 。あた う の 勾。 は
の 入 男 るの し
』ま の も

v 
な

な
れ

心の 、 の 人 台、
し、 俊

理 要求を 二 人ば
こ な つ

。 る fこ
v 江 巧を 人だか 善

-円

の
の

) 

く しげ り
) 

で
勾 ってには あ

方を にな 女性 何
の る。 の る る る の

夜
匂 で と と 泣 と よ

そ つ のん で こ ないば く し、 う
れ て ー と の

あうく、 動，作うかと 余うに
等 い生 か 女 るし りい

の て、 台を 女史カ2 あ 。 たー はう 裕 女

わ 女性 つ Fも食 云 こ ? は
吸血漢 突 な れ の えと tをdすョ 泣

に し 語地帯を
の 習J性 べなが い

救から 気選の にてし

ま
習性 たい 必ず って

れ かいよ てい
る をまう 釆ら か う しし、て

し、だし、 カt 日ら食 にも るも

出す わ
る訪 腕 て 恐 。
。 ね く いべ み し み

たた ボて
お

と る よ ヵ、し、 か
め達し ス 、 ら よ う んか ん
に の あ ご ち え う と を口 泣ら を
、はいん ず fこ tと し U 

懸命 あ けた 瓢 の恩てにい
なに 方 がわい入て ノヘ

のたえは
v 

れ る れい れ) 

/、
-t:;" 



し。、

春日

である。
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の ん ださ 結 白るな「るも
男 な ら て婚見 さ 。 いだがら
なし 、け 、 す気る 合 男 で女のか「い
らわ 、 つ し み あは」ら今た
ととこき て な る飲とい日く
男回う 云 んあにも 阿 。 みいつ もな

'コ 阿果な つな 、 呆 屋 侮軽う も呑い
て てらし d の 倍んと

に こ 見 なば 1;: 女 金で 云
はととるいら 見え で の でるう
妻もう わーとのく あ声うのの

つ生 、 がっ て ろがだ」が
てつど 、 き 有 三 ふっと潤

子 し れ の 必 あ れ くが云呑
が事そ 男 のつ 妻美 話 まあ うみ
あっ。 う も 世 て り ち葉し言 れ が女の
る などのか てらの 云
。余 ん の 女ら阿 い な言い

あ 所 て 男 でで のるい莱ぐ

れ 目 、 欠fも立 あな 、茶ーノ 勾 のん さ
も に つ る。 い のでじにで
イあ ま と 面 あ やはあ

るる だ な ぼ 弱 なヤ
ジ 。 とがいし虫 弱虫カ1 J〉 、
y 赤 いガ 。 てに 巌 たこ
と 着 う y そ泣 見 丈 とれ
見 て のシれし、え泣 な 云 も
て る で リ こてなく 男 う イ
し、 方 あしそるいの が のヤ

る カ1 るて ホ の 要員 泣 でと
と o ~、ンは 不，再圧恩三低威 あ 云ど た る ト あ け るつ
今 う しだのま ば 。て
の や か げ 弱 り は 喜 皮い
ti! ら にに虫み ポ な 10 肉る
の 男 なずう 喜なっロい め なう
ιl り 劇j のと ポ が く 省j ち
ぐ めでも 口 、 でに
ら し げいあい限 誰 あ 、
し、 阿( る て る い かれ i炎 る 売ム

う が も ら が 。れ
変天白 事-<: 伺J け 、 の 1実見舟 残

でと かで をて り
あれらはこも に

/、、
プL



の前 の 囚 も だ が な な もな
では今 とわなと いい云 t世
あよ の 男 見れ く云のととえの
るく学 手 える風い匂云いる中
。よ 童 の ると習たをうう 。 は

V くは 針 。云 をく 読理規男な
のの男 1;: う依なむ窟 則だい
句場 の 15 差 る る と も もかと
も合 子 がしの つ伴 なならも
そでで な 、 、も 常かし、赤云
うなも が 斯ア面に ろ し し、え
しい 学 い うパ臼ユう 、 もる
たと 校 な 云ンい ! と赤のし
男針で が うは 。モ云はを
をは巡 ぃ 方い今ラう絶身こ
詠持長| 糸 法たのスも対にれ
ん たを ( でず若にのにつで
だな習法 表ら い 感だ男けし、
もかう泉 わ に 人 じ 。 にてい
のつが子 れ風達 、 と i;;) はん
にた 、 ) る習は尤こ合いだ
違も従 もに 苦もろわけと

る んで人感と じいな い
o i9T だ あは 、 単本 め 畏こな

うのる二孤に妻 こ ないとい
しで 。 号独セが 号 生糸は 。
た あ 自 を 感ッ胸 置 活を至男
悲る分間にクを く を つっと
劇。も い 襲ス病 気 巧けて云
の 不てわのん 持 みた 面 う
人 孝心 れ間で 不 にと fill も
の にのる題十 幸 描云くの
心 し 空。 だ 数 写っ さは
Jli雪 て虚そげ年 に しの が針
解 そをんでも し て で るに
剖 ん充なな入 て いあも 糸
を なた時く院 叫 るるのを
巧 気そ に 、 生 肝と 。 で通
く 持 う二一活(り 恩男あす
つ がと号種を 欠 う 手 ると
か 判すの の し 寸 3 とか 云
ん るる置 て 志 云らう
で とも け寂い) つ よ
い詠のる実 る み受: う

女
・
男
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る。おの 近 重皮であ でのつく よく 品告皮肉なj まち~. 文 る あ か 利 経
し るろ 闇 。るの い 験
てこ の ヘ 「 が 失 て は
子 と 若 や で経 、 敗し、 尊重
ど をい る あ験女をる と
も、 女 ろはに積。で
の 非 は 気 う 尊 振 み 失 あ か
ギ 常家 か 。 とら重 敗る ろ
セにに と かれねは。 う

女

男

イお縛 男 ろたて 成「 が
にそ ば 真 う経ゆ功 j叉ら反 文
なれら 面 が験 ちくう の 振
って れ 」ば 母
ている 也自 と か と れ れり
赤る V( はりに云」

字ょと珊 何は 功成す わの草
経う と 校 ん 苦 れ 「 一
済 、 郎 と きぞ る叉 由民
にで容) いもる o '--- 之:;
苦あ色 うのもいが

ブL

下ている事は 強る む しし
積 ま 。の属将 い 。 いむ
な で と そ 方 さ 棋 下 と自そ コと
の 働 を ん でなも 積 云然 こしい
でこ 本 な はいー み えへでか う
あう 人 人 ーし寸 で よの叉しよ
るとが問向 、 指 お う反しな う
。 はーは出ーす わ 。逆 て が な
しし番課世寸し 「はもら事
かなよ長 を隔 男る 又 そお 神は
しいくどしも 宴 」うろの愚

。 知 こなお 会 で がなすいの
そとつろいどで 慾 よる v た骨
の云 て か 人れ唄 が くととず 頂
日 うい 、 間 るつ な 利男をら だ
そ 訳 る 係 ががて し いよ主かと
のでの長い 、 も てり 張 、 売
日いでにるそ 音笑 いもし 叉え
は つ身ももの痴 る女たして
充 ま を なのくの 笑 。のの て し、
分で殺 れでせ 部 方でもる
楽も しなあ 仕 に があ 平ら
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でこ と「と何「 ろう つがし
あ ま そ 云 別云 別

キ
の 、 ん

る で 'j つ 十乙 つカ、』ζ 生そで
。発展 だた」て用こ ス 方きれい

まも ?れ し でる
さ ス ま 」と て でー

。

せ し い lま
dるb 霊盛向を 依がる て帰 用う しに欲え 。な

は しろ も い そい
.". し、 う な 用 こと
だの と し、 イ牛 t乙 じ云

時「品? だな
も の だ 作者 なえ
し と し、 ば

七; と な 会 見 lま と τ::s: 

あ見抜 い し、
抜 E同忘 れす ねえる。

とし、 来 む き し ばこ
云た る じ たそ と
つが 。

、す、ιJ のれ も
fこ

、
で も な

匂そ あーし‘

三口義口E と 「 入 て て 「
朝

カ1
度それい し

ほお {用牛で々 れるる。 つ
限 み あ や 御覧 。 か 度 え」
刀、 カt る ら そ何者り 目 ま と
さ み 。 れ れん の
め と る だ が か の そ
て

-z;: 。 か 不舎晴田皆 と 妻 れ寝
度三云ら 云え 持を

るま
う 見
て 目 わ委とばっ な ニエ

で る と ん 夫 た さ、
愛 云このの男 い モ

が し う と賞J閏L、J すの '" 
ラ

み よ ので る 心
折れ

ス
が

う ははのこ境
感なみ たな通り と 巧を

と ご も びい に 主 て じ

日りヒ あ わ に 口 く お ti 
1実 り 」なばと 窓、J、 き 出

テK孟A の る しら て
同 。 を え し、



「ぽ「 す るし叱が たし
ノ 、 よ そ 娘る今 。いりみまて
ン」う二 。時 ハ 。飛はらい
サとね人 の ン こば 愛なる
ムこえ寄 娘 サ のさのい 夫
だの 、 る は ム 勾れ言のを
け 勾 あ と 隅 だ はる業か よ
でのの 、 に そこのとく
は 如方 お け うと 変思見
貿 く ノ 、 け れ しに 形うか
えン な ど たよ でとけ
なやサ い ~Ji とつあそる
いつム 。 は γ てるう か
わつだ 男 空 ろ 刺場で

けけ 性 つ を戟合はで
そるれ を [ま つをがなは
れ。ど 黒 ( よ 力、感あ く 嫌
よ 、 1寧千 んじる、や
か頭 な だて 。 こで

、 は く零、ーノ のし、 亦妻も のい
ロ 空 批 で るかや
マつ 評 あ らみで

をな主はす ろン
軽禁そるしでいか「 娘おス
いじうべかあし、 」 同 便 にか グ
穿なしくしる がとじ 来 対 し レ
ちいた小 、 。 、 云 方 の すく l
の 。 、 さ便 こわ向 車 る つの

匂 画式漫 く 乗 ちれへ 五 作て方
だ 坐さ らて行 尺 者ね が
。 しせ は 自 く の '--- tこ

分な自 たて 五動の 寸八 切 の
と 尺車だ れもいど 八につ 小 味 し

の うつ 寸便た さ は く
姿の た の乗只 く な は
をで と 堂さ 坐 かな
居、あい 々せそ し / く
うる う たてこ ¥ つ

と 。遠 躯体る もま春 鋭 て
慮 ら で ど 9

微笑苦 か つど雄 い お
ら のたう 。 も

持ので し
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女
一
匹
釣
る
餌
代
に
も
困
り

(
ひ
さ
み
)

こ
れ
ぐ
ら
い
痛
烈
に
男
性
を
批
判
し
た
匂
は
す
く
な

い
女
の
餌
代
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
ア
ゴ
が
ひ
あ
が
っ
て
も

恋
情
を
断
ち
切
れ
な
い
の
が
男
だ
。
伊
左
衛
門
も
忠
兵
衛

も
皆
こ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
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商ロ ちゃまほで
レゾポ や」うどっ商
をロヵ 商 ととぞにえ売 商
しとポ 有 見云かに 売
て入 力 が 下うん習 悪事悪も か の
いが暖 あ げが午性 け う
る出く lま る内簡に て ま
のてな の 心 な 抜
が米つ ら ででをる事け い

るて し あは世のと目
ゐ 。来 く る人間ではの つ
ほジる な 0 問 で 、 恩な ち
らッと っ 面の 売商一は「 下わい
し 番と 、 て 白風 劣な人 と
くど し、上 い間
な こ 円事、 ネにのなA 0 は J目』

つ を か .Q ラもうノ問、、そ ・τlヶ

てしら支 人出 イおまにれク謀 げり
来てと のけいながソ

た僅な秋 勾ぬやつい I実もF 美 れ
向か く だやってつ
人なゾ 。 っちしの

々る い横 j古 心

。庖 もへ 時事吟 先メ 理
くが ひ の l メ
だ渡不し、 ま が寄ら 見でト l 巧歩
らりそ だ あきだぜル ト く

ぬの が カ3 るれげら き霊後長 )1" キ
こ 手 し り 。 てにれ ，- ヤ

と形す 、 、 る ，.... ツ

ばのぎ 床 軽 換し、に 直 手
かこて 屋 い算の違 す し

りとも ヘ 穿しちし、 斯うし 閉 ま た
が 、 閤 来 ちてのな 慌 匂
次イる れ のい短い へ で

かヤが ば 句るし、。，景済た よ あ
らな、 ー ふ匂 り る
次税ヒ 」 ぜ?で
へ支マ 、 い あ を さ

とのな幽 ひも にる あ主 れる
頭 捨がち井
に顔の王 ま て 、 v 噌

ぅ等も) がー ち
か々 因 た寸の



と も つ主た たん

とので 偶然 v. ヒ そと ら で
ス う マ 散 安 え 少えい来

あ の で ポ ので て いる
ン で 、 でし、 しこ

。

サ あ扇 も る で と 看
る し ンろ ろ 機風 しと も ぐ板

の かサがう 羊 うて 、 経ら の
にんし l 。 だや 頭費い最IJ

替か
糞

淋し け ろ がを はげ

有筈るも ス つ 羊
の が う ム か 細J t，こ

ポ Tこ 奨 次 い生と シけつの
の ンのの 胃 井市 ぬ 、 ャたてか
で サ でス 腸 る床屋 7 くい 限
あな 、 ポ

襲 景嵐1 ¥，、 シなる に

る い 身自 フ ン 沓立を ヘ ャ いかつ。 。
ト サ で 来し 。 、く

そ 宮 に 主霊 l
千 は たてそ ヒ。

れはの あてら来んマ塗り
を と そ 次 永 るて るな な

恩う こん が
。 し可 こ 。こ時替

の なじ 、 fこ
v し、 と にえ」

そ で 遂と と

董骨屋

いに 女---， ---， ---， 
鼻

叉

る 功奏を のそとね お

。 勧誘員 ん て
声 か

なも ね し

推 し こと え 勝 く
の の 古 ては 言とて て な

のも J瑚l~.~ の 歌凱食 もい ず
'コ

いわそい fこ

が、 巧を
も

あを 下 なんで
百ー

の
の っし、なし 万 で

そ み げてで金な よ 契 あ
γ 

し て放さ よ う 約 る
ら と て ゆ 。 ん し

。

ら し く な よ か 」

転が てえ ま
し、 号 あ

と 。 L り
っし、 安 い を そ や 否

てし、 る。 巧く の し
庫 な 林

筈る そう
詠 声鼻 し、 ) 

ん が L 
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げで 玉から三 こと Iんと呼 ないし 粧屋品 奥さ
で も朝に も

奥
あのの な
る。 でも そ し、

あさり え 主談を主 ば が か ん さ すの つの
ばれ 、、、 ん 皮肉 とょ に くり に

え 奥す る
v 

そ 奥 奥
勾な 、 遠聞 だ こす さ 終奥るこのれさ さ

れ ん と と ん 勝いし の
ば 奥 に合場 もの ん

手 な 、 彫刻|
し、 さ で よ ど 八連 と にし、こ
レ んあ つ れ百 発を 魂商 き でのの
か連とれてだ 屋 めすO 古具{} 
ら ば 、 っかす の てび
で IJ'!'-い誇り て 、 る た かコ IJ、 IJ;
あす い かそ の

まく
かレら百 、

るる の感をまのは るは ど

。代俗で わ 点 H呉屋R の 全 つ :::.
主 し

識を 調出くり ても やが ある てじ いな はノ、 さ
お 。 呉 。

ツか 右 し 、 ら

買商)， れ奥キ fこ 推古 の
上 るさリイ七 の し 何

う 医垢染 さ チ と ら「る
ち一 τ同七 ん ヤ さ、 」 奥さ 。郊

に寸 ，~ んか ク
電外車

奥
し だだ と チ か ん さ

沫た "J 二L ャん
、

ん
の ス fこ フそ喋 に ど や 奥
皮 肉 ヶとロちつ奥さ 耳号

鉄国な さ
ツ言う ンら て ら

ん
味さ チ 姿へ いん

v 

だのの向る z連をz や ど と

感えがで 奥くの ら で カ=
あさ とで よ つ

じアるん 、 し
奥さ 見く ぎ

さ ノ で何嬰さ: て や
せ 「 ん ベ ん か 同
ら " しのん チ

、
f1 

れ と か こ て ヤ ど る 志

る し も、 はと
、 ク

や 情 蓄 な
fこ ど チ

ら 景
り

芳、 か なん ヤ 巣
守芳口王 つい な

、 :::. で

の ぎ 、 奥 べ や あ
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を月 なれあんす
終 日 何 らるるて v 

つは と 軒 なが 。 ととの 見
た 容 か 下 い、こ見は匂 く
と放し を とそのく出か び
い なて 借 いれ勾び 釆 ら っ
う く 、 り うでにつな 、 て
の流 何 る こいはていど い
で れ ん 叫 とて白いがん た
あると 明 L を 、 己た 、 な
る。 か 屋 知ど嫌どそ職 職
。 とし で つ ん 忌 ん れ 業 業
そうて 世 た なと なだ で に
れとと を のに言職けあ っ
がう 思 絡 でしつ業にる い
人軒つ り あてたに 、 か
生 下て( るでももあを(
とのい七 。 もの通ん引千 い
い 靴 る 面 生がじなっ た
う 屋 う uj き感る職ば ig
もで ち ねじ 訳業り
の 世 に ばらでな出

るラに して
。ヒ 、 魚 い保近 で

ラ男屋 な が|倹 所 御 ぁ
ヒ ー の り 「のに 近 ろ
ラ 疋 ス わ 無勧頓. 所 う
とを ケ い 駄誘死 の 。
飲浮 ツ の にをが 頓
る きチ せしあ
鱗たで 鱗 ず fこっ 死
に たあ か 」とた を
無限も ぜる わ でい o 保

たが い、 うそ 険
手 、 た 穿のれ 屋

の 腕 淡 手 ちで 早伊速をl 無を々 を のあ 駄
たた 味る

q患j、 た 草るる は は 0 へ に

さ た現 ま たく 充分詩味に持 弘 せず

せいの 客 だにち道
ら 。 う 。 は出)
れ ヒち 乏し

ブL
プl~
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らとえ る。 と
v 

飲食街)凱 た 、 ま 言うん 目 ま 言う せ ーう「 事知一寸

客種
な と らんちの
な 鼻 な せ ぜ の がさ
ん の 来い り 」に 、 ん

知
で 間 巧を

。 ふ
ぎり すし 釆も 事

も で
ヵ:

もな く 鼻
食を

屋 て
し、 競 〆コ の の く さ
」γ つ か 先 'コ おれ れ
と 焼 ん に fこ やは て
カ1

芋屋
で ぶ ら じ まり る

勾 し、
下ら

の
る よ 自 す ぎ

な
。

1J' そ 慢」
る Jコ の の り

の 丁 て 主井 ずし
も る

ぎり つ
路 ん 堂

間 だ h主 で

白 か 食 あ

車事仕者れうか放 はい勾い
の な乗もが楽り大

来出上 るよう
1J' 

。

上に 高主 祭主 込て
自

まう
変

で違 っか めい
転車

ず〉

いい た ろ 事ば便郵 つにれた

つ な 降りがうでそ の て 、 る 素材
かい はれの 上 いあま に
老 。柑当 り 、 なで来 で る 限 だ
け動続 た自し、し、る

。
り つけ

て の り 車転。 し、家 老 たな
し 十年配 が 降よは け も わ ら
ま年 、 乗をつうき て あり けべ
う にか てなま る でた
のこなな廻りももっ

配建
ふ な か

で十る頗3り較 照のて れい ら
あ年 と しつのる

夫 業材た こと 言とると随分 て てあし
。 な な の も、 れ 香

で 証を てつ
情同るとの達配 でポ

転と自 疲で 昇な l 林 こ明
、

の れ若 かかイ の しし、
恩 るし、そろなと 勾てい



Cコ

ててらだあ と し て 働 し、

のいえけるとはてい 併働
さ

カミ

長るるでとこ言まう働ザもyる ピ 然自
の労はいろ 教員 ノレと び

集なで働すうが のい お 湧とあな ここ 、 で名とのガう と
るのぶと造船所 も '労ラて す

し、
でが で る を なが働スも

労
て

あ 、 あの発見 か村と拭ー く

る そ ろ ん にろ以上くはさ律
働

勾る
このうそきしはう 雲ff~ ので も
と 反 か た 船。 働併 は あ で
を 面 とうのの そ の な り あ
恩に疑でで さ 楽う 差 と い

船謹
る

う tまし、 、 あび が 動務 。
。

と 船側 たこ る を な あ ニ
所決 くれ 。 お

事イでt る 許 コ
しにながーと が、 定 ョ 半

て 身 る銀賃 ト 働す労
楽挺を言と の 見目

な 何 拒否を J ブ 休
いれ の 、ーJ

労な しつもたが 」γ し労

探て の見 たの先 働

細
品ら「方ヵ: でとお

腐
で

みはれ腐 、 な世辞l な
長 手 足まついこる -っ し、

う をフE せていんとと て
γ 

や しにんもとなも 、 言 も と

つ て も か鯛思 何
もう 鯛

iJ; 

て
し、よ ら で つのん

と
単j

る れ ネ すては と の る
ま

姿ま 。 よ も、 修絡す か は
修 と

ん
が せ 修膳す 。 お むず 繕 し、

ね 屋 う
と 限に」ん 時今そう る辞世 か

の の

未だ
見 と れのは よ の し お で
え かば も 言 もり 言 い 世 あ

力、 る ま のわ し、も
辞

ろ
よ イ百I だ は な ょの う

♂ つ う ん ま いが「 もう
だ 蜂

か ぎ でと だ さ
。

フ
。

あか百 そっ であ さ g 
る こ ば 民 る て

) 

。
つら り つ も前

職
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う でうにで ど・努乗 り るは歎車

こ出あそ 、 力客 限 汽車カ2 包に 敗戦後
調かと会る。 れ 人未亡 だにエに を 乗
子つにつ は と見ププ 押る
もぎなたこホ はせロツ停しと八
極震る時うンの気かンつ車込 、 年

表軽〈〈 ののにしのかづけをかすまかに
ーで 、 た僅っかよ 外ずし るるれつな
部あ 女か なう のたる る
のろ 長細ーう「 かば屋ぎいと でぴの屋ぎ と

現 生巧活を う。 、 なだよし 、 あにでに言
さ たり てコる 、 あ 、 う
れ こ に ま し 知とでう い l 。ある足の
て のぞたかれあるト中ら。のに
いく匂つま運るるがをにぬそ下
る 詠 半て車んか。 、 着 は方しへ 私

。ん口ま中でら 一そた汽 警戒を て米た
で んではで れり車 そらち
い 体 ね知いあ見しがしに のしは
る 」つなふ ムて乗し人いま
との と たのもてダーるてた風 だ
思 匂j 人い すな 般 ないち呂 汽

表読十万うい とた垂ば
現 は同ラ授のる し お ら は お 千
でおでをが。て客しんば
あえ 、 詠あ古いさたが は 客 祝
るまこんる勾るまお関ん 万 お
の しどだがに が客胞が 来 ば
も さもも、---， ---， J苫さす駄 五 は
面をでのそ千五をまる菓 円 ん
白感あ で れ 客同埋 時同と 子 駄
いじるあは 米皆来万 十めエ 屋 十円 葉

しさこる 小 向つプ 庖開を 子居屋閑、 せと 。料二 くロ ニ
諮らがこ理 十しン 、 十
子れ涯こ摩 る同たを 来 し 円
も る然ののと '- 0 ドるた
テ。 と 匂 方 閑が実ロわ

べJレー 漢字ば しはでる クに ド来 人 朗由自
パ て五大なン光ロる気
キ い同供りと景にわも
とかる十の 」利 が 汚 、 の
しり 。同 千とい躍)青の
て の一二客言 て如し鼻お



と のてにれ尻 し、

製材 材木 御
でい黙る を 人

キ毘
る

あ人るも 々 か据生
。

し を 近 ろ と判えの カt
て 念。、 所 う しらて底 生
し、る lま 。いてないを え
る で ど る動いる歩 た
音大 う

のか よ のい
様

の J恨 だ な う を て
凄で で ないな見来

じ も あ ア 。品てた 動

位さ 切る
ろ と世並をの人 カ3
う しの 写 が ぬ

し、 よ と み中べ生露 露、
う 聾 じに 、 勾天

天

高蓄 E t 家久 材所

み は 桜 で !濁
商

とげう「があ と
思 生る し 才E
わ し え 。 て

な ス t、，』ctu J さてたい路傍 村
も カ れ生ょっ
の ツ た き う ぅE に

がるいが諦め る 変法 か 何 は
、 もこあ 年 よ

c がま んな
老

つ
そ の と る て を う ず な し と し、

のでで 。かと L、な エノ いか 言 が
顔ああ年かる ぬ 勾 守で Jコ う

、

がる り はる と れ で ，、ノ し たた製

も
。

寄も
、

lま あ ン よ ら と 材
の足確 つのえ

老
る ヤ う そ こは

言をう やかてでて
。

ン と ち ろわ

腰 に 生もあし
い 製いら でた

は 、 るて の 1オ う が 止 し
と若老人 に がワ 仕 し 賞 サ すと
いい 希望 、 シ 事 て 見 ァわこ
う者 に 老は の いら JノZー けの
手に は を人 も あ る し と に職

もつ 老人 つ にう る
さ い移は業

あい な はだ ま 。転 いな

るてのぐ老め 言 を がそ すかの

の 行 け 事仕カ2 こ 人だ
知 限 し る なで

と のと 林 り に て よ し、 、

でな は仕白
、】ノ

見相 り 。 誰

あい あ よ 事ら え も 方 やが
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泣だ り 得へ る
き と ま と し よ つげ 人間

。

に は だ お あか う 葬式 2 な 言 棺 3立 ゆら し と 込 と
つ え似IJ き 斯はん し の
た な る んなでて 松 慰自
ら J、Lー 泣 さ も な さ 葬式ー優越 . 
し、 う 、寺ー い のこけ

竹
色、

し、 ぎも く と なに感
生らで ず と

等級 は い ま を
. 

し ど れ ま 葬話で持 梅 れ
よ う て -コ が式だで級等 fこ と fこ
う し、 て ああな もi.& /o) 

と 、 る
く る H る を し、 1J$ で

宣tご言コ も σJ れ ので 。 つ も あ あ

わう そう て
では げの

り
ろ、

あな て は う
げれい

( る
る し、 そ な 妄

。

ぐか
古 葬 。 。

のい
も ら tこ 方 式 i_j:I 

代償を そこ。
夢

い い 一業職 屋 Fコ
かお あ

を商のは でで のな

税
こ 庖 匂 ゆ高

現
ああ第勾い

うがのか ろ る三のの
務 言か よ し Iこ 務 う。者よ で
署 う な う なも ロ申ー 署カt

その う
、

で 方り な れ限に し

ひ 前多く合場 のし 見 はは 詠ば

げ
か でて

付
川斯ん ら

詠らあがはい 移F う だ待くも る あ なて け が しの
盛 んのつい税も て 常たで ') 

ん だでて c
れく に 露悲首Jあ て

七j は 大と務署 真 るい
お はあ騒こ た を 。る

じ 珍 る ぎろ 使 求対 の
し す しが 調 め し をぎ い い て 世べ い てて

ご を と かいの ら 宗 込
やま 常も

第
し ，恩 。 る 中れ 太 み

イ時! う 税会 に る 自R ぬ に ペニ包ヨ、、ノ
。 務 J百三 は v ) 

か冷 ヵ:」

署ぞ こ と ら静 」γ 



ヒ
グ
を
生
や
す
と
人
と
の
応
待
に
、
そ
う
ペ
コ
ペ
コ
お

じ
ぎ
を
し
な
い
の
が
定
石
の
よ
う
で
あ
る
。
ペ

コ
ペ
コ
し

な
い
地
位
の
人
が
ヒ
グ
を
た
て
る
し
、
ペ
コ
ペ

コ
し
な
い

こ
と
を
自
他
と
も
に
許
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ヒ
グ
紳
士
も
一
度
税
務
署
の
門
を
潜

る
と
、
ヒ
グ
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
-訳
で
も
あ
る
ま

い
が
、
親
子
ほ
ど
違
う
年
下
の
税
務
吏
に
盛
ん
に
ベ
コ

ベ
コ
お
じ

g
を
し
て
い
る
の
を
ス

ケ
ッ
チ
し

た

匂

で

あ

る
。
そ
れ
が
自
分
で
な
け
れ
ば
突
に
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
情
景

で
あ
る
。
痛
烈
な
穿
ち
の
句
。

税
金
は
も
う
恐
が
ら
ぬ
ほ
ど
さ
び
れ十

信
)

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
、
J

儲
か
っ
た
こ
ろ
は
人
の
訴
さ
え
見
れ
ば

一
税
金
が
高
い
の
で
か
な
い
ま
せ
ん
。
ま
る
で
税
金
の
た

職
業

・
職
業
人

め
に
、
働
い
て
る
よ
う
な
も
の
だ
す
」
と
ぼ
や
き
に
ぼ
や

い
て
税
金
の
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
催
っ
て
い
た
が
、
近
ご
ろ
は

ト
ン
と
税
金
の
ぞ
の
字
も
言
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
詠
ん

だ
の
で
あ
る
。

「
斯
う
庖
が
さ
び
れ
て
は
、
い
つ
税
更
が
飛
び
込
ん
で

来
て
も
ビ
ク
と
も
し
ま
へ
ん
が
な
ァ

」
と
は
近
ご
ろ
の
心

境
な
の
で
あ
ろ
う
。
世
の
中
は
恩
う
よ
う
に
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

見
世
物
が
明
治
の
色
で
来
る
祭

(
十
九
一
千
)

田川
き
や
サ
ー
カ
ス
が
臨
時
に
や
っ
て
来
る
祭
と
言
う
も

の
を
ρ

ッ
キ
リ
と
つ
か
ん
で
い
る
。
時
代
錯
誤
の
見
世
物

が
、
い
か
に
祭
を
祭
ら
し
く
し
て
い
る
か
を
見
逃
が
さ
ね

と
こ
ろ
に
、
作
者
の
限
の
凡
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

( 

o 
2王

、ーノ



職
業

・
職
業
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(
一
口
穴
)

て リ 亦上ヲも| と 「 つ で れ 「いと 言つあてサ 明

手 て 対照を つ 2いる。 釆 l サ 治
錠 面 てして るヵ l 色
か 白 げもも来しとス カ 」
け いにて後 たるか場が ス と
て 。し行の 」 こ し末や が は

て く祭 と 、 のつ 巧
か 場 とで をそ人て 引
ら 末い 、 忘こ々来 上 な
あ らうサ れにのて げ 表、 しの l て は心 、 ス 現
君 いでカ は銀は天 り で
か 情あス な蝿自然 も あ

L 、 景 るが らの然の 百1 る
が 。引 なよと 美 コI -0 

な 巧 サ 上 いう浮の(上
扇 君 み l げ 。にきは甲 げ

か にカる ス立や る
骨 い 描スと リつし吉

な かとス がもが)
れ ス リ くの流

出客とな をがン祈や
ぜはのい 汽 感「チつる 1ヌ 新
」遂話が車 駅 じ あ ッ て わ は 派
とにが 、 の 長 さ、クやけ厳 悲
言ゴも旅延 を せ君なるに 粛 劇
うクつ客着 出 るか 匂よ はで の
のをれとか せ 手いでりいあー
が煮 る駅 、 法なあ術かる 場
きゃと員荷 なと を君るはな 。 面

句文まり し な と 物 とかとない 手 措Fをチかが の に つい 言い。錠
「 なも遅 か たなえの 少を
肴か め着 が の」ばでし かし

でで埼たか 気 がと言あでけた
あはがの 、 (: い畳えるもた よ
る判あでそ 」 のみな。刑以う
。らかあの 入 ち 勾い この上な
そぬぬろ原久 ずり でにこの軽 見匂
こ。のう因米 あしと勾い 遁で

を 長駅を で 。は 磁、、J る 情友て も は v があ
う 、 駅判 。 なロとし る
ま旅員ら い マを て 。

• 



れ い 貸すを 言と生先「あ と 「先生「
く

た学童 う るい言
先

と
突の つがうう ら
に そでど た に 、 ののに 生 ノ~、ー

費皮肉な こあこと 言 が 言なら 言
fこ

のるろこう う A σコ
け。かろた

学童 う たろ う -/)， 
で 、 が ろ

たス 生先 、 」 の 見て 」 の
のト そ ろ ち]

勾を
身自、 生先の

喧嘩 い 先 3 

でし の」 生
あて

ヲ霊E 
R喧

るし、 喧嘩 は 嘩

。 先生達る のそ
中

真ん
阿

最中ツ 学堂な
買

'̂ し、
投

業百
茶

げら
だに
と耳 で

つ新に般し高肉老 生先しさちなのて か
7 んそっ者労働 い はし生先 鉢巻モ だうて た 働者労 、 と
つ

とでか 。と 義主主民言 を
て はあら との え す
力、 皮肉 る 、 同と こ聞に ば れ
り

。先生 じろにな 一 !C[ 
観方な先生 ょう がーり時代 牧の

に 動害f 線劃をl 下 に
先

先 鉢も対す に が 曽 生
生

で 、 富 つ需義自 て
も

カt あ巻敬尊る鉢 した は お
安 るを 巻かて。 尊 -コ

く 。 し を 数多ら少多そ 敬 さ
見

たのし れさ
ん

ハ え
民念て ので れ i主やがデ の 敬尊もに

た 会後をく 毛 先生 、 な て 子限
花 だ る 持保をまっし、

の よが だてた
おう一筋

職
業

・
職
業
人
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(

一

C
八

)

古、万-ノ

然で当雪

4z 関治のであなfるbこ~ 
6 で皮坐込での斯み合

ある

1文革

先生先鉢巻を輯よずえとり



こ
の
勾
を
読
む
と
小
学
校
の
先
生
と
、
学
童
と
の
帽
同
窓

な
あ
り
さ
ま
が
眼
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

「
B
さ
ん
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
ま
し
た
」

「A
君
が
、
僕
の
鉛
筆
を
」

と
か
、
な
ん
と
か
、
次
ぎ
次
ぎ
に
情
報
を
も
た
ら
し
て
米

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
先
生
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
煩
し

い
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
煩
し
い
と
も
思
わ
ず
に
一
々
回

倒
を
吃
ノ
て
や
る
と
こ
ろ
に
、
小
学
校
の
先
生
で
な
け
れ
ば

味
え
な
い
親
し
さ
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
勾
は
内
包
的

に
多
く
の
味
を
持
っ
て
い
る
。

恩
師
機
嫌
わ
し
も
家
内
が
苦
手
じ
ゃ
て

(
伊
知
巴
)

恩
師
の
た
め
に
一
席
を
設
け
る
。
い
け
る
口
と
て
、
と

て
も
述
も
御
き
げ
ん
で
あ
る
。

「
お
前
は
梯
子
か
、
そ
う

職
業

・
職
業
人

か、

家
内
が
う
る
さ
が
る
っ
て
、
そ
う
か
そ
う
か
、
ヮ
シ

も
家
内
は
苦
手
じ
ゃ
て
ー
・
」
男
に
は
こ
ん
な
う
れ
し
い

世
界
が
あ
る
こ
と
を
世
の
女
房
ど
も
は
知
っ
て
お
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。
情
景
な
り
、
人
物
な
り
が
話
し
言
葉
に
よ
っ

て
躍
動
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

一
本
立
出
来
る
と
弟
子
は
す
ぐ
思
い

r、
梅

士
山

)

こ
の
句
で
は
何
の
弟
子
か
は
判
ら
な
い
が
、
弟
子
と
い

う
も
の
は
一
寸
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
に
天
狗
に
な

る
も
の
だ
。
そ
の
点
ま
こ
と
に
可
愛
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
さ
て
一
本
立
に
な
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
で

な
い
こ
と
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勾

「
す
ぐ
思
い
」
の
下
五
が
よ
く
利
い
て
い
る
。

(
一

口
九

)



職
業

・
職
業
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(
一
一
口
)

の風 い 「 の が
殺 に 11、 。法皮を
々は学 入 第肉待そ 予
はあ 校 学 待でつの 備
恩ての へ つもて広 校
って入 こ 如辛い告の の

てい学 ー しりる 読むを 限射を 広いなで ..... L よ
るいあ は と滑う ロ

のしろ 便 ぃ稽でとる 落待第
で、う 所 であ予も
あい ζ と 会ある備の
るたう 教 現 ると校は つ

っち え の。いは予 如

式メんマ「ザ、. て の と 巧 こう 獄試地入 備 し内子 き みのの校
実は( さ匂で の

がな今摩 にのあ 広草
す子ま天 外面るで告
むだで郎 な白。すで右
とと 外 らさべあ
苧 その なはるる

てはい あ作生 よ校
鋭 いのる者の道 」の

プ どる 皮を肉 o fま 桃遊色 待、 中 と中
ラ さが こ「 教 学 便所ま を
カ が 、れ 育 生 連
l 感何つは 戯が 大 れ
ド じんた中 かや 人 でて

らでの 学 らか 教歩

糞手下 れもで生 子供が ま ま え い
るなあのて し 似畏 てて
。くろ風子く や

な おくう紀が出言 て る「
字 ん。よ生 来わ 子 のソ
が で何りれたれ が も ラ

練 いん 人大も 」のて 生 親
るで とでい ごこ

り とも 皮ある ま γv

支 歩 こなの肉る時量 れ ろが
き ろく風つ 。に で

仏 に 詠紀たそ 、 由 あ便
) 却んののれ中 る所

つで悪でを学 。だ



の筆 フ かれ と はー ャず
尖のおメ持{5- な 、 プ

悪筆

な読ン い穿
つ方が か い私ラ いす チ字ち
た しわ。たカ かる マ し ス'

気持 自いさこち の 。と プ かノマ
に 気 なんは ド 方 思お蓄け リ

が立がいな ゾの カt わず苦 か のそっす連出 下ッ下 目 しな 句
の」る 手と手 感く いで
ま皮肉とのがクしク
文字ま で賃上 ソたソ

た 安禁ずを じ 連中 ある
あなな つ たが。

に た少 る。 げな 字を 寒気俸を 者ゴ プ の 、 よ

フ る でぺ り
あのそど蓄く チ カ こ あ
らでれと ずじな と ろ ス よ
わあをはよ い省円 fj' う ア 'コ

れ ろ 作老 テ 能なう r一 文見字を
ド

来出な 。 ッ て
のたう。。 は J‘ は ニ

こプ あ
のとん

だ 等彼 ーチ力い ) い伺j は拙な
と 悪 ャしらる でを チ

し を んをれのて るす

て ま う な ふ す知ら 誰いお 生運
と れ

の こつ だるー互 はば
味I!'V く と と かがし、 命 声手 雪"量コ

、

つを恩ずら見知ら 老は を手 える 悪筆も か ふ つ え何 あと
あまったに て等

ず云
。の

るえとの平気 ぬ見の けう 方ヵ: 
o のfこ 恩う であ で 運転れ考慮 見 む

がもるい手聖ば危険 立 知 し
この。の り

遁切ろ
ので経弱神衰ち運転が わ

ぬ
匂あ を ず 男
だる あず 話なに 〆¥ 表な。 。 上

律由自 そ で η 手 で 動車自 妄
現

うな て かあ
しくい下る な

の たて る 手 。 に 夢 'コ

匂心 も こか何処 乗 て
と 理そ とそ っ し、

職
業

・
職
業
人
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f句、

、~

一「 dコ な コ カ2 し、

雨戸 のて
ど

濁 か ヒ無阿弥南翻る 子 子う にヨ つよ沢

忘も こと せ盗 り ユ コ てう山 海
居 !と いでと白 山

れでら の モ子陀仏 るあ の
勝あれ 借 ラ生をま のるえ 番
ち ろ る ス 、でがば
L_ う も

で
で 南前拡 あ 、 昔

付

と 。 の 雨 あし ろこか
〆¥

し、{曽 も 戸
る て うの長乏人

住

表う のー いな
も

。 住いる 仏陀 。 村では 職が志
現人屑 と れ ト
でい 勝 職 称と、

お と ツ
想起、 の静 安う ち 想を え 寺に 相場が プ
さか 心 古 う な

年お仁ド まき
幽

せさ感 と カ2

たを も 方 ら 谷

際手 、 伝手 な ヒ む ずコ ) 

台、 ヨ って

』こ ン tζ し、 し り の
経お

経
ス あ 。いL_ .， よ

喜書 とる彼等者と貧し 貧 さ
太 しの の牧 乏 iJ三

ヵ， fこ 書 てでは 多く 師さ の
γ 

ズ 天 よ のあ食 はも 幸 の
プ 王宇 く 穿ち る 乏 は常の 福 匂
リ マ→ 

も
。 で 、 tこは

lま の
と ノ¥

だこなそ 言う宰な し、
な参

落武者
と の い れ カE の

ら詣 言; 勾 幸福が だ 。 り 説り -t コ
んす え は けそ 富む で
で る 摘 よ牧師 でれ

牧く
あ

し、と え う どはにこ る
る

、 。 に う な は と
。

た 師
が石

り 対す てし
つ違を

、 の と し、得
何鳥 吉年 る得ら くなべ 明
れ厨 レ カミし、け
も の 花 工ノ れいがれ 休、

!鼠近 ス るか fi 
采 く タ かな貧な



れ いたは中いる りかの
は街 放の 、 とる。風」りあ
判なら 頭 老 つで別言 。 そ采とでが

風 人 重技巧 もにうそうこ詠あら景 を な 貧 も れ か そ んるぬ
いの い弱のでとあだ 。 世
がス 霊 のなはも思がのその
、 グ に風 X いうらで こ中

老人を グ 苦も に 、 采 恩く とぬ あ 者作を 台、
チ な あ「を議ら当がる ら
で る 武者落 しなかて、 。 取

「 あ く の たも 稼字な はり
苦る つ で 者落伍 のげばか 「 残
も 。 ま あ揃 だるかな よさ
な電 み るえ 。のりか くれ
く車 。たをこで書達 もた

っか 夜 上げ り 狩集り のあい筆 武者待 よ
まパ 」 匂るてな う
みス とのかいの な

上か湖 強宣仁くコ言 め 面味白 らる 捕i人げ 、 て l廿のも え物
」そ 来のもい たば

のに医けか 業 あょのと
立注学よな今 の老ろりで言
場射 の ういで 眼 !1i}J 人うもあう
かと 進の し 不治も に 作の。 ろと

聞 歩 な i主 とヨ 早う γ

言ら い しい 新 射 がポ く。ろ
えたたこしの 需 眼ヨ 発 こを
ばだ こと い病 れ にホ・ 車の見

げとも 病気が の 迫と さ場る
今で 疑余をう い あ か っし ぜ合と
でも な る 医 て た るの男
は め次こ 学 米動 た車の
何ド な 々と を る 作 め堂車
んキ地いにそ {言 。と との掌
でツはが発認 ぜ 、 解 行 ら
もと な 、 見め ざ く す 動 し
な す い そさな(る つ るはし、
い る だ れ れい日 き 方 畑J の
こがろにて訳 ょ が 切 で
と 、 う し 平に満 う 妥 と電
か院。てのは な 当 い車
も者限もつい 草 でうな

職
業

・
職
業
人
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職
業

・
職
業
人

知
れ
な
い
。
た
し
か
に
こ
の
匂
は
一
つ
の
発
見
で
あ
る
。

婦
人
科
ヘ
つ
て
の
っ
て
か
ら
堕
し
に
来

(清

生

の
匂
に
よ
っ
て
子
を
抱
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
原
凶

は
判
ら
な
い
が
、
そ
う
簡
単
に
婦
人
科
へ
行
く
訳
に
も
い

か
な
い
し
、
婦
人
科
の
方
で
も
何
時
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

と
は
言
っ
て
い
な
い
。
理
由
、
が
あ
れ
ば
箆
ろ
せ
る
に
し

て
も
、
っ
て
を
求
め
て
出
か
け
る
の
が
常
識
ら
し
い
。
そ

こ
で
つ
て
を
求
め
て
頼
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
は

日
明
人
科
の
医
去
に
心
や
す
い
人
は
居
な
い
が
、
友
人
が
仔

人
科
の
医
者
に
い
や
す
い
か
ら
、
一
積
ん
で
あ
げ
よ
う
と
古

っ
た
具
合
に
、
っ
て
か
ら
っ
て
へ

頼
ん
で
堕
し
に
央
た
と

い
う
断
相
の
一
端
を
ヰ
ャ
ッ

チ
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
一
一
回
)

部
分
品
取
容
え
ま
す
と
藍
形
科

(花

村

女
ぐ
ら
い
、
顔
の
造
作
を
か
え
た
が
る
も
の
は
な
い
。

隆
鼻
術
へ
行
っ

て
低
い
鼻
を
高
く
し
て
米
る
。
整
形
外
科

へ
行
っ
て
一
ト
皮
目
を
ニ
タ
反
に
し
て
来
る
。
耳
に
は
イ

ヤ
リ
ン

グ
を
プ
ラ
下
げ
る
。
鼻
の
穴
に
鼻
輸
を
通
し
た
ら

ミ
ス
何
ん
と
か
に
し
て
や
る
と
言
え
ば
通
し
か
ね
な
い
。

整
形
外
科
が
儲
か
る
の
も
う
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
こ
の

勾
な
か
な
か
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

少
し
な
ら
歓
ん
で
も
と
い
う
医
者
に
替
え

( 

1長

生
)

人
附
と
レ
う
も
の
は
択
で
も
、
自
分
の
都
合
の
い
レ
方

へ
解
釈
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
弱
点

を
衝
い
た



の は 消 て と と 越の

対照発見小え釆う ゆ大
院病

こ人問 言 しが
さて くき ろ わたこ

のでなな て 。な に性れと の

E百あ院医 くそそ 院病 の こ の る な匂
白さ る な うの 債 の弱こ る だ

。 で らに績が で 匂 さ と と
。

を 食な も にあ
も

の を は少飲
つ つ い な小る 面つ長 しぐ i家酉
か て と し、 さ 。

院医 臼 ま 大
ん ゆこ 。な患 さ出みのらの
だ けろそ院医者 食 が 福い患
勾 る見をれ が 、:; あ し音な 者
で も でがグ て る てな ら
あ のる いあ J 、

ゆ 。見の飲と
る ら と て る

け
せ でん 'コ

じ し
、 。

て あでて
い小そ ，[t， HFk. 

( 前 く る も は
と さ の者い れ 。よ病

はな倫t医7ま巳v がこ 生 て ろが

者作院医 いま
し、

いし 峠をはつれ る

鮮と 発見 で込る位

驚天B地~ 言2も沼そ 会学「
医

師医 ん 。 は 者医
往で で必ず 蛍

学 あ 1をif い にの
-ad2h 9 

も で 42bzs. z る なし解さも不 の
ネ 薮 。んいも 養 お

の f亡」
医 だ|浪病気 生 医

学 し
者

ノ¥ り なと
者

説を そう 同 経彫のI 往は 粁を いで い の

発表 に 志
に 診を 見く E言t会、; 言業う

方
の カt

たとし 意得そ
む 逮すて が た
話 し、る し、 も あ ん

な 。るする とし、 う い風誇てる 。

声う に o ~~で し少 咳
し、

ずゆ ーをは往々 ♀ き
は う 寸ひな診咳
聴

。
る 面白 いい が 歩

い そ
) たがも出

、__，

たの い位校する

職
業

・
職
業
人

/""'、
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〈
一
一
六
)

えの 言こ を 先ず
ワ あろ にいこ

ばで う け 包強
号察ロ3ゐP 

ユノ 呑 がと
感あだ しん度 ずはうん、が
じる f1 をだの あ薮者医 でこな
の 。 で飾女近 室 る お 、 の い

写少多 な つ医 眼鏡 、ー・ ま 者医さ 小勾 。
生く てさ け いで 唄の公費
匂の岩いんを

し
。あ のよ

で穿 さ る 。か る んー う で
も

妻と に叱ら つも 薮者に医 行旅する味放こ 置
。も散ろ 白 い

つれ 発表 る
あ し ノを同u い て
るて は主 女 て そ しは

v 

がし、るし術
若医 出うて薮者医 と、 る と て者 る ー釆 だ

ど 」γ も よ勾な る け
'コ と 女 主会、 是満主

在 し う でのて同と は
ちに ら なあが 間違
か気 し 察な 的 人るオで
と !ナ さ ?に夜 休肉 はがチ大い
ラB く と 先 、 でいな

一
は流 てつる あた
誇れ山

百
ーく天 お郊ま常

おる ては つづあに
に海わ 姓 の く こお外 ビ 百
足にが で 発見 思れとにノレ S生
る そ寒 な わこし出の さ
と そ村 け にれそたた谷間 ん云 いを

り 違た百天時
えで抱 いの 姓 、 』こ tこ
よ し、き や なでに果 、 う た
う る か 故 いあたてあ} ま
が しか 星 。 るま しあ め わ

、 え， よ 。わな い る

猫 山紫~i\. て
こっ 天きひて 広

のい と れ た ろ い い額る ー は 天恵 びろ 人間る 天の明 し 、ー・・

よ (1) 遍 ろ 会者人目 で 玉和F と 太
う 美河 あ 表をしが 自日
な く は 主量 にる た 丸
土 し流 とと徴天た
地 さ れ つ 、す ま



鳥あう 々 を そい柄
のるに飽た二 間 享れとだ
姿。何愛る 主人 げ を 云 け

号 にその せ 日 わ た 指うに
に たの変らが れ 人摘 の 私

な と 死，箆を鳥 哲れ過 た !制し で 達え も たぎ 、 が てあを
っ た なある固 ま い
て と いのにわ 古ι 古さるろう養う
洋 のも頃過れ で とで 。 に
裁 ろせののぎP て 小 に は 「 足
通 にまと片な幾 鳥 対な 百 る
い 京いなさい歳 の すい 姓収
な れ夫つ え 。 月 よ るか で穫
り な地て と う 述。なは

芙 で 散 色 な d 懐ーけの
( し死つ 拠 る 死(: の 百りぞ
七 さ ん てせ と萱 ， 令j 姓ぞむ
前 がで ゆ た 、 画 (: でと 」ベ
山 あゆく花 平子 あしがく

るくのの 々 るて 暗も
。 小 でよ 凡 。生にな

のも統なけ 外 タ に 自捧
ま晴きくと愛 今 な マ将 由げ三

ま々 しる人 らを 来丑を号 のる号
実と みのと 日病な拾 なも に
ては 頬lrr メがも あ 床 いげ い のと
らし mをpム ¥ 、 と た 。てえ生 はつ

れてさとよれ り l吟 ヨ1ぐ る 活なて

るし、しし 適切なり る 来 るとそし、はのなてた が 。 、 の 。豊
でいはも 、 て そ身もそ満
はの見の 二 呉 れにののな
なでたをよ 室号 れ がつで 代肉
かあが感 う そ t裁通干 げし償 休
ろる 、 じな う てかとと
う 。 鏡さ安〔 な おなし 若
か 若 にぜが 詠 髪 いきいてき
とし映らすん( とた訳はの
いかるれるだひ を ないで 物 震以
うし頗る。もさ 続 っ慾あ質
コ干J たは 。 なのみ き た望る的
安ら少受んと のががに
をこしをとう にア時不に

職
業

・
職
業
人

(
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七
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ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
女

性
心
理
を
突
に
巧
み
に
と
ら
え
て
い
る
。

し
ゃ
な
り
し
ゃ
な
り
十
牟
の
足
袋
で

来
る
お
か
ま

瓢

お
か
ま
(
男
娼
)
を
詠
ん
だ
勾
は
珍
ら
し
い
が
、
こ
の

勾
を
一
読
す
る
と
い
か
に
も
美
人
気
ど
り
で
歩
い
て
い
る

お
か
ま
を
ピ
シ
ャ
リ
と
や
っ
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
に

興
越
を
覚
え
る
の
で
あ
る
o

顔
も
美
し
い
、
市
間
も
仇
ッ
ぼ

い
に
し
て
も、

足
袋
の
十
半
は
ツ
ヤ
消
し
で
あ
る
。
恩
わ

ず
吹
き
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
勾
で
あ
る
が
、
ム
リ
に

く
す
ぐ
っ
て
笑
わ
さ
な
い
と
こ
ろ
に
作
者
の
腕
を
み
と
め

ね
ば
な
ら
な
い
。
上
の
齢
「
し
ゃ
な
り
し
ゃ
な
り
」
も

の
勾
を
生
か
し
て
い
る
。

(
一
一
八
)

不
渡
り
と
知
ら
ぬ
女
持
は
靴
そ
ろ
え

( 

au 
A 、

今
の
あ
そ
び
は
月
が
出
た
出
た
や
、

田
市
問
節
で
、
ド
カ

ド
カ
と
来
て
ド
カ
と
帰
っ
て
行
く
。

払
い
と
云
え
ば
会
社

の
小
切
手
。
ク
ッ
カ
リ
す
る
と
不
渡
り
と
云
う
。
コ
レ
で

も
遊
ん
だ
気
が
す
る
と
は
、
世
も
末
や
と
云

い
た
く
な

る。
お
勘
定
の
小
切
手
へ
三
拝
九
拝
し
た
女
将
、
飛
ん
で
下

り
て
靴
ま
で
そ
ろ
え
た
の
に
、
不
渡
り
と
は
、
そ
り
ゃ
聞

え
ま
せ
ぬ
と
云
っ
て
見
て
も
あ
と
の
祭
り
。
人
物
躍
動
。

お
女
持
さ
ん
が
う
る
さ
い
の
よ
と
断
ら
れ

(
多
久
士
山
)

し
げ
し
げ
と
来
る
客
が
、

花
)



「
ど
っ
か
、
祖
泉
へ
で
も
行
こ
う
じ
ゃ
ア
な
い
か
」
と
、

誘
い
を
か
け
て
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
腕
白
な
く
ど

さ
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
女
の
言
葉
は
「
お
女
将
さ
ん

が
う
る
さ
い
の
よ
」
で
あ
っ
た
。
ア
ッ

サ
リ
と
こ
と
わ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
酔
客
と
仲
屑
と
の
心
の
動
き
を
巧
み
に

描
出
し
て
い
る
。
話
し
言
葉
ズ
パ
リ
の
窄
ち
の
勾
で
あ

る。
座
布
団
に
い
っ
か
な
っ
て
た
膝
枕

白

星

好
き
な
酒
に
酔
う
た
上
に
、
好
き
な
妓
の
膝
を
枕
に
う

と
う
と
す
る
こ
と
は
、
む
じ
よ
う
の
よ
ろ
こ
び
に
逮
い
な

い
。
維
新
の
士
山
士
の
詩
に
、
酔
う
て
は
枕
す
美
人
の
膝
と

い
う
の
が
あ
る
が
、
今
も
昔
も
斯
う
し
た
白
気
持
ち
は
同
じ

だ
と
云
え
よ
う
。

職
業

・
職
業
人

酔
い
が
さ
め
、
自
が
覚
め
て
見
た
ら
、

美
人
の
膝
で
は

な
く
座
布
団
を
枕
に
き
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
円
突
を

そ
の
ま
ま
見
せ
て
く
れ
た
商
白
い
勾
で
あ
る
。

妻
の
み
で
な
く
芸
者
ま
で
お
父
ち
ゃ
ん

(愁

夢

)

い
さ
、
か
荒

ら
で
も
あ
る
。

「
お
父
ち
ゃ
ん
、
ワ
テ
こ
っ
ち
に
す
る
わ
。
工
、
で
し

ょ
う
。
」

「
ク
ム
」

「
姐
ち
ゃ
ん
に
も
コ
レ
、
工
、
で
し
ょ
う
。」

「
ク
ム
」

何
か
、
買
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
お
父
ち
ゃ
ん
、
早
よ
帰
り
ま
ひ
ょ
。
お
女
将
さ
ん
が
符

(
一
一
九
)
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職
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(

一

二

(

)

)

のなす娼の て 「つ
街j いるを「石 いま斯クて
で 紋 こグじ舞 川 臣家 るとくムは
あがとろ姫啄 太 。をも」る
る 売 のう」木 を 外おわ
。 れ出とがの 品 ず父

筈るも 来しど「 子 さち 」
ななうー ねや
いいの援 を ネん

な 、 の と の 語 ラは
いイでい砂 る ィ善
。 ヤあう」 妓こ 、 人
そ男ろイが で 巧な
v とうシど 売 みの
を _ 0 子 う れ で
と絡!対"の ず 儲tι あ
らに の " - " 、 写 る

たえ 阿果 脱線 コ者だ= 与謝 春，-， 旬 。
のにをけ野日 は
が な弾に品) 生
これ解 、 子 き

そ 感知をさ ことと死 す出 く をワを
所 のこ出ん そ出テ 手 と
謂 性1- ろすで う す にこ 電
豆 界ヵ'---'し長て べしろ 話
秋 せをな斯ま 照みたては ロ
ばる努いうい?れん惚「色 花
り技第 。 しま くなれ待佑 千
の 巧さ花たん引ν そ にだっ n、

勾は せ千 色が言 う ひんて Z姿者~ 代さ
の {/~ る f-l:: 情街景 なれ て やねま ん
上 者とさ ( へ(か。ん
芽、 の こん となとさ(ねの は
な独ろがを言ん言れとであ 舌
る :軒 、 w->5 つ って 云 、 で を
も 均し間;み て だらてばっクや 出
のでかりに長 、 叉ってソか し
か あもさ詠いワベか 、 やさ(
。る コれん肴 テ ロり ベ お。豆

。 l てでを~((リ ロま
V モいあべれ と リへ EλZ 秋、ーノ
れアてまロ死舌照とん話
こ味、すリにをれ舌 、 器



きこ き く と る サ
のとキ な果し。ム女
娼をャ 終 いたてたの給 ハ
」ノ¥ ノ、 電 。さ輿 だ人が ン
と Y レ 車 れ I味そかお サ
は キ l さ るがれら酌 ム
巧リで っ とあだ先を の
い認 の き るけにす
表談痴 ろ 。 のおる
現さ態 の に斯こ酌の か
でぜ f女も眠 娼 川うとをに ら
あら が 柳 しでし 、女
るれ ツ すたあて無 給
o tこ の ン る心るい語、 先

言円'8' と こ理がた識 ，-
で 業 との 、 との ，.... 
あ用 居 の探軽言う(酌
るの露 る 面求いうち草 ぎ
。娼 白が穿のにー
「だ さ手ちも郎
さつ) は際のでノ、)
った 尽よ匂あン

光とりにのも型
日 景 目 々 の が の 送
は ダ が臼りぞ又一:/l!:'別 送
と ン 限押のん翠J 応く会 調
つ サ にし 言 でのは行風 謝
ぶ l 見に業 感無量 如惜わ景 E司
り の え並が くしれの 仲
と 亭 る ん爽 行むるス 居
軍事 よ でわ のわ こ。 ケ
れ 主 う か さ 涙 れと別ッ は
た だ にし れを るに にチ ず

そ 詠 こる 流人すも 。 な惜で ら
市 う まま 問 しっしあ り
場 な れつ、 かている か
は 葱 てて仲 しい人 。 し
行もう いし、 居 し、、るで送 ー

を るるさる~ 0 は 前u r-， ~ 
妻 賢 。のん。 の 謝 なと 麦 ま

舞支 い ではそ方 詞 い 言 太 り
し、 1手 あズんはと‘にう楼
か る ラ な去言しの
け 。リ とるうてが

職
業

・
職
業
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，戸、、

一
、、，

て
い
る
。
一
人
の
男
が
ネ
ギ
を
買
っ
て
ゆ
く
。
別
に
い
そ

い
で
い
る
さ
ま
も
見
え
な
い
。

一
人
去
と
も
恩
え
な
い
が

時
々
ネ
ギ
を
凶
貝
い
に
来
る
。

「
ア
レ
、
ダ
ン
サ

ー
の
亭
主
だ
そ
う
な
」

と
は
市
場
の
官円
で
あ
る
。
夜
更
け
て
戻
る
妻
の
た
め
に
、

ス
キ
の
準
備
な
の
で
あ
ろ
う
。
明
る
い
よ
う
な
暗
い
よ
う

な
、
そ
う
し
た
二
人
の
生
活
を
巧
み
に
描
い
た
と
こ
ろ
が

作
者
の
手
腕
で
あ
る
。
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・
下
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上
役

・
下
役

(
一
一
一
回
)

え と単言う;るに れい

首
らしに 時同と姓陛はと 雲 人れてはま も下どはの

相 る の突 現 で なにう 、 上 間
あ の選 もにいはし同か と
わ で挙権 しな 、 。 選た じ ら し
れ あ ない多ま 挙こ人|海 て

る を し、 。 く だ権と 問 り
嘗

。 持 も帯度IJ の まどでな来で 選
業

つの 終 東 だ こ あ 挙選ら
挙

用 て で の ろ ろ ら 樺
の い あ 改 革もう特権階 かう れ t;r. 

笑顔
らる 被 と 権 た い
れ こ と け級'二1乞ゴ 選感が 天 陛

も なとい て 挙じあ 皇 下
し いがういの権も たるに

こ 、 こら第 の筈な
花 と陛下 とれーなで 選 十

か は る 人 者 いあの挙
¥ホ;t らがそこ 。 るに権内: 悟

も人l均筒うとでそ 。 、 カ
、、J

考 はあれこな

の 前 な っせ 角もれ コ

でのい首相 ?守 面白 たな た リ カ

あこ のけ 、 の と メ

ろ と揚足 と 相 いでれ首で笑 ラ

う をも :z;;: 二本 あば相あ う て"。
も をな つ ラ る な と る の ン

っ と れ 雨 イ 。ら も 。 を
!- ら ii の ぬあ 芸

、 、

も れ
、 の 勾 と ろ者「一

c コ ま も ，.;)'、 。
は う や営寸

し し、 'コ る あも女給 業 お
くと と 日 わの 用笑
]'. ]て も lま れがののい

う識う ら 天 話な 、 営業 笑 下
。 し

気 営 鎖さ
そし 、 カt で業用 も し、
7 がこ は用の し と

皮肉を 然白と かとし
伝 わ なの笑顔 」言

る い笑顔 とわ
健 い か な皮れ

つ当 云 と ま ら 肉て
?こ り tコ 思 、 で 兎 ら 一



勾 限度を なた人 るを
で つらもそ。数さ

尾 な て と い の 限 て 当
が るに当共な全 り選 選
あ 。公街、t 選のい部71、 な挙 御

ば 忘をする。侯補者であ部全 並く なと 瞳今

振 れそにすの 立と か
つ ましーが口 て 、 り

て すて票 、 約るな 公
見 と当をそを のる 約
せ い選入のま がべ 志
た う御れ幾と 立く れ
い の礼 る 分 も 侯待者 当 ま
立 でと 。 でに 選 す

あなそも 受 し(
表 候 るるれ 果 げ のそ春

補 。とがしと う
村 皮 、 積てる常な雄

肉 そみく選 で口 )
なれ重れ 挙 あ約

事難な しに な 心ううるに該
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に 屈とをと 浪 ゆれがヤがと ，行j
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つ 精神が る つの 左 ぶられげくて場
っ とてつ 汲 ついばるなお 合
か 意い く 雑 た皮 振 もつこど
つ 彼のる限 匂肉つの て うん
て 等如 もり 警 はでてで 、 。な
ものくの (;: 稀 、 見あ誰さ 選
ひ生なで社 似 れ しせ るにて 挙
る命 ら あ 会 て でかた 。 で 立か
までぬると よ あもくなも 候 判
なあこが取 く ろ 痛 なる頭補ら
し、ると 、 つ ね う烈るはを し な
、 だがそ組 。 にもど下た い
ねけ多のん 吾 lり<t 立の こ げとが
ばにい左で 侯のな
り、 。 派 多林 繍で I.:ii t::_ るま
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ん忘る侠自 り投ば
だれ。う分会 にげる

遊 もた会「が長 は 似捨。
説 のよ長はは に か ててそ
を でうにかか推 ら いられ
し 手荷主なららさ ず るれ は

に]5; り ず ず れ とた
てみ 見い たももた 等も 観とひ

皮肉る 草 く '- A 人 たこん
て にての々が と ので依
悪 苦あ語 」就 や で更い

路 な 笑ををホ ん 楕主でi と 任 き あにてよ 匂 な ノ、の も る根投
く で に ン挨 き 。をげ

あ fなじ号 々をコ拶 し お捨
」 るさ躍 でに ろて

Tこ c も動押 た 雑草す: ら
ー え いきさし 非浅で才A「「4 主 く れ

こし た 々 せ
:合 とたせよ 底 に のて
) をのてう 3 ねも

泳 をい にの ば

V: り あ 質と 「か 悪説 て
しはー ろ イとこ道でな大

て出そ 併j濁審 う ヤ持 悪の道 路 ーし臣
悪 :突ん 。 を、ち で番をが

Q ゃな とよか あこう 方遊説地
レア雪ぐ 寄 らくけ路るたけ
よしし 豪 れわらの。える
うなこ るかれ改 るが
にいと 語し のっ て修 も 、 に
は c は もた 、 をの村出
し万か て 。 何 はか掛
な事 り い 遊廷 と {車ら け
いは て 説非かか村る

よ スーっ 引 で ず骨を「 な らへと
」シ て 身 らふ
とにた 張 にγ ん り町下
札まん り しろ も 手伝かに
ヒかじ宇 れ みう ん さらも
ラしや た」でれ町お

懐ろを とア容、._/ か し そへ か
け世 ら ょうのね

ì1i>~ で う な遊も
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しすも ではあ し 抜しお 存
くぶ 一 生 あこるかく 互 在
知つ人字 生 るのかもし先いで
って や引 字 。勾らそ 輩があ
てい 二 と 引 痛の れ突に談る
いる 人言 表 快よコをには笑。
るが は わ 彰 穿なち うッさ鼻ツしそ
も 、 い れ さ にヶも持 べ ての

のこる 人間る イ腕ちコい人
でとも れ 句「でがな ベ る閣

あ役の て で 後左前 ああら 阿課すと との
る所だは 元 あ るるぬ す 1"
。 に 。 、 の る 。 よ 4動ム気戸をドf ぐ をそ関 庶 ど 。杓 う にし
れし務こ 持手 が}苦う「 に る 耳きc 三b て
はて のの 敵い考 しい
課は隅 役 にうえ な
長 、 に所露 見男 てで 同をく
のかいに えにいや僚 立 つ
アなつ行波 」とるるは 、て
ク り も つ るつの。出ても
セ詳 く て の て で しる

出 く 「こも子元 勤続年 サ
来あ衝 元 ろ 別のそリ
るのい関 埋 のがに表情 し l

、 期立池を てに 立 椅律 不ZそF を子とうの
あ い叙 て 子工十 待 に 言 たよ

の るし の 」引 っいう 生ナヲFA--| う
。 て のうてるのな

海辺て は 低言 下 生Fヲの十晶一・| なはので 存
埋立を た あ 五 顔いであが在

ら る 廷 が もなあ がろう 実 に
が 訳 、 せ い る 彩 過

てやす 、 人 こらずの 。 さぎ
た万 役 lま の片にで係 、 れな
ら坪 人 か 句し 、 あ長 ;表 たい
何の の り をさ元るの 彩 との
十住 得、 生}の。椅さ 言 で
万 宅 所 な かろ精し 子れえあ

坪ア を l j児L|l | り しな ーヂ か 諜Mも臣J て』まる
の パ 小 てので f;: し J も 分(名司 カ1
工 l 安 いあいそ 矢
業ト 味 る るれの 張
地が よ oqとで椅り十 。
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V マ 、 る 若も 社長も る タ施設
がろ「をはでに、 。 さ 社も

のマ

妙 で 具体的 社長もき 時代 社長 ば さ
も のが

長 I面 !度ヵ，良: や

で社長さも はかん さ 自れ
あ に の決りと ん

いる
る 表現 んズしで と

。 こと

。 繰返をり レ て は 社
のは

んし がクな長 持
勾一 役人」て あンいの り

百とい る と が 意でιまf、 す にの
なえこ は 、 事 よ ア

言葉ういすと言社長 に を
つタ

が の正面を わ 反 てマ
で なはす

:z;: 
相lで

で 併あ い宇長ヒる 百 う るあ
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ぜさ の怒ら そて煮見言を な句 人役

あ義と 「先庭と 々 る が

ノ
警i髭をを 悠近 iす ま 、 高

取や々ご そ 寿
ヴ る 遁臼 ろ か 取ま れも 役締
ク 言とう は上ら 布告灼もす
聞 し作菊り だ役 ん ~ 
き て つけ 会 わ だ 長
社

とのい て で のし。

長 きでるで来あ 今TESぎて い金 な
ぜあ こな てる だ 来出もlま 匂るるとァ 、 o :;::ド け り

伏 。 を 」 た だ 菊
せ で財界 さ け 作
る あ 誇らも たヲ| 今 り

るに うでー「
。 少多 人まげは高肩: ホ

玲
卜 し かさ是Jド も ( 

ト
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人 支 てて、 り 寸
来 わあ

) 

L の 菊談 る時れる

上
役

・
下
役

(
一
一
一
九
)



上
役

・
下
役

(
一
=
一
己
)

ろんお よ の 「 ギ な 俳
しに そ 会 うで ホス 社長室 俗伝J 私
い 何 る 社 巻 。あト」 物がは
」か おの 頭 るトが でつ俳
とー そ 文 へ 。 ギ配 のな く匂
安 つ る化 社 社ス達大いれが
請お fl: 部 長 長」さ き 証 る作
合願畏か 心をれな左 白とう れ
いい 室ら 丘 理伏る机で る
は し の 、 11~ をせ 。 のあ 。
した ド姥 旬 巧 る誰 上る こ v

たい ア 誌 ら みこかにととれ
がのをが し にとがは 信 はが

でノ出 き つに 訪毎 じ世社
こす ッ る モ か社れ 月 ての長
れが ク 0 ん長 fこ い常の
ととし厚 ( ノ だの時俳るの自
言 う て生 玲 匂 誇に誌、の社慢
う 、謀 だり、「で長で
原。社長:人 とが静ホあのあ
稿 「畏が) 言あかトる よる
カ2 よ さ 、 えるにト。う。

き のを: て肉たさ 書
軽 、 幕 で恩 社 いなのいげ
い心 問 あ か 長 幕 る穿が。る
穿はにるらと 問 。ち 、 そ 筈
ち明 も 。 では に のs!Pこも
の目、 な 凡 社も 匂ちでな
イラj のイペj く そ で-， -， い

。イ士か f亡 俳句ら v 。
事 を おし 思長 「 瓦下
へ 恩客 い らを 手
とし、 機 イ土 い しし滅な
向 つ を事 っ きさぜこ
つ い筏i の き モモてと

てた 招人 を ノノく 書をく
い ら 待。 L L れ
る〆 す観 毛 がな給
のモ る耳目j 特のえと
でを均す消 に で 」明
あ党首、 台 ら よ あ と組
るつ が自 生 くる渡が
。 て 多 分) 利 。 さう
おいの い皮れる



社長ら フ でるいいが
ツ あこい気お
向とう 止日とI 香 ると子にも量 君

の 実 煙 。 を に な わ と た
引 に の 「なつれ社 ち

イ申 見上を 中 老っ て る 員 が
さ ー か 猪たい匂の あ

れ 般焼香 な り るで 場たげ り 」とあ合 つ

写真治2 る 故 と工 、 る や て
との 社 い場ア 。 の

席 長 う 主 ンー工 僕
喪か に 下だに寸場 と

v 章 ら 五け相 持主 老
ち の り でが違ちと
ら紐香( 利儲しあ工 E曾
を のを ど どり かげ て げ 員(な
見垂つん して社らのー
てれまた てい 長 れ 場
いたん、く-' いただて 会、瓢__.， 
ら中で るりげ 、 な
れ か 、 のすがいと

るあ全りてか いいる
。 る 邪道く を 、 書ク 匂ら。
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役 そ し、 巧ブ 役 と るれ
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ー を よ 戸どで何 会 うう
十 とな」ろ う はん 食 。 にい
五 らどのの なか 今 見つ

え と いで えも

人 た 誰れ車諜 真卿劇カ‘ かの 日 たの
居も のこは の きと 会食 書は 雪と 社長

て 匂ばあ 仁う3 で の Eうコ の
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し はらうとろ でう
軽ぬは のかう あに

( い御蓄とら 。 る グ
日 穿たミ知は A * .~ッ

ちく つは泉 実と
1涜 味せなたじ な子 に晩
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か る h ま ち たい勾社もとなみ二
の訳績 ク カt のでは いいんイー
手干にに ピ 自 で社1l1: i監書主うのな五
み行触の

自 あを役を でが人
庵 かわ 心 る と が 隆 感 あ管働 言と
でな る 配 。う沢 る
タ いこ を 出 と 居山に 。 いえ
ツ 。と し せ う するしてば

散を家 が な る 演な る のかいか
に あげ 地 しが と で し る な

じ帰 つ れ 位 て 名ら は 、 、 訳 大きり
る って 1;1'

と し ド良 重役が 船頗多く でよて も なら ま策なら は
1り桁 妻 J;'l_: 

言 な
てにッぬ り たつ 出ずも い 多 並なく 会老な!: 

が あ /，"11 位地 雄 の のいし
な fこ治、 に でこてぴで
し、る ら 興ガあ と 船大あ

ま ゆ言'怖う いたら
る うあ く の

でく とら 部長
。

る 、 で

もの 思う ひ 世 そ 。[臼h あ
なでろ 分自ょが 相 う ャる
いあ し と っ 病気 険 し レ 』 こカ2
がるし、、にと し た 、 l怒!鳥
、 。 考 少 〉日巳刊てf さ を 上 人間

レそ
こそ え し れす

、
る れ

んんが T半もく のるる
役 のこ

γ iJ; 
な 」な芸 、 崎 か 。 の 心れ と
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ええし が 知も が を

をう 、 央出 が
ががて 廻れ年 待 俺 立
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と な タ て来

。
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も世 はすら うと f均

言う めとれだし で と のなも
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話 を し、 わ のが

一つ 時計
キ る これ大

催 弱点を びきし主 ャ社長 のる学
しの 佳 ツ 句。出を 促
な ょう と チ がはこ の っし、
し、 lま し 大れて

仕方
し、ヵ、

。 に
カ= た 催促学は実も fこ ら

そ
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も はせ 匂 で
の イJレ く のの出め務 を

であ
く ツ も で方1:1:てるに 大 あ る
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と り な ゾアそ見らいが もくf仁きコ し つ 大
大

女とれ 。一 工
う なた 巨 工 γ な ら お斉の場
のいと 臣 だ ッのれえにでへ
でま たな と と に る 方ら学あ 這
あでん る な も 女 、 ほ 生る入
る も ま 恩工おど はの 。

る。 、 、で つ
わのえのも方 若 と

そ野 場 は た
いな 方へ 方がら 魅力 相当う 見を 学いこ 暮席 そ と

らな 考も う た で限 を る生機被
のこ で ん 。拐をー 、 持ののがよ

大臣 をと ずえ なも あ合ち年と視察 り
野 えい 配者同 女も

が 言 に か 暮 るつわ じに
く う

、
'コ のは さ な心来工

ヅ よ 修た を
でーなの理る の

し う 身が
(ア 玄ー

あ寸踏いでかと方が
ゃ tこ を

、 I ~、 る 。女知も女
みな説大 ト 。めあ逮工 工眼
を つい 臣 ) 

たる、 れ のに
したたに か な 、 かな限つ

く し、 しで し そ

世
つななか た大もか軽身

要
う

のるつらこ し な
論 発見 関 てでとき な 職で 信リ
も で 係ば 行く ある 喋は 反な 要戦 位地 で
う 少

、

聞 あ かの 。 べ響にに
く fこ

え るりは要 職 れをつい
な

し
。 で 椅 な 呼 くた か

ぬ も 子 にいぶ と つ
椅子 ながつ 。 、 ろ た 穿

い孤立 く ア と ホに 言 'コ
〆¥ よと レが v、ノ は

葉数 fこ
そ うし然自 はあーよ 匂

り でた 冗る寸く だ

ぁ q芸数 談の し語
。

カ=
( え る ででた

方明 り 部 と 、 分自言を
γ。 屋が かはク

林
の」 別室 寸なえ 言互 ヵッ 言動の たつ

正

勾 なリ 。



る る と ては
。かで間出ノ、本

本
論かのす

そ 、 あ題 来ッ当 v 

な えでぺ
れ ア る は る -γ 』 の 当 う ど つあ て
で ク

。 ホ も リ 十t の と はて るの
は セ v 

ン σ〉 し 事 仕 も 間我が政治家物サ の ト でな を 事 しえが
の リ 匂の はい 「ー

lま な ぬ世総理
半 の仕なが 佐、ノ くよの は
商 扱 場τ1 事い 、 マ コ

な う 春語を だ世論しし、 と 。そ以 ン るに の
力、 tζ 、 は う 下 マ もな 総裁 に
見 し コ ど でが 以 のるう 敏感
て て ザ、ノ ん も や 下 で も よだ
し、し、マ な ，型、 マコ カt あ の う ので
な る以イ士 わ て

や
るでに と な

し、 よ 上事 ね る 。あな し、け
の う は か ばか 宋 り

る る 惰ナう れで γ 遊と 仕
、

。と ば
な」 ん 云 事ど 堂 イ 、な
いとでう な う 、--' 押 も

にそ ならかれいこ んか も う

子 が で う もにホにと

下
にあ いか考

振 コ 事イ士 ント なつ 恩う
も ろ る 。え

ツ ス う の蝿て り ザ、ノ をの た
端 eムで- 。でに見 上 マぶ仕 り
と が 少あこ れ げ 以上ち事を すの
見 な し る と li て 堅生 る勾

し、 も
。

よ 諦 も わ しののて 。
i入 こせ dν‘ コ 目

考 さ てで よカ3 ダのてめ
えれいあ芳なう挨 な匂 、 の も るるる る

拶 x に 自生 の J必こと。
せ 字 は 分活 見 要川と恩そ方え
to. が 叙の と せ カ が時うの
く {実法平で る ああ 反面 か

な
つ の凡 も (;; ろるに ら
て学な 云 う

。 、
コ ス

五よ り な ぶ生 う #蝿 コ コ :ノ ト
い ぺ活の ぐ J、/ 』、ノ て才 ヵ:

鬼 し き を で 蛙) いら ママ以意片、...-' 、
も 詠あ 以以 上

調のんろ 下下が地

上
役

・
下
役

/"'， 

豆記、J



上
役

・
下
役

(
一
三
六
)

つ る 毛3d世1j1b' ] ・ よ分 敬匂 て ろげが るに 動出す 旗 ~Ii と い上う
な 、 八 あ にしな役 。 の
いそ 時て 本 価ていと皮勾
。れめ闘がる 社 すと限下肉 あ
大 だ はが わ 。 員 るり史ツな な
て げ そ 経れ 動簿出 今 。あ 端匂が
いでれ過た 日 げ 斯 とで ち
の はのす什: るうのあ 下
会名繰る事に も まし心るツ
社く 返 c をは 社 でた躍 。 端
に の え き す ん 用 に場関 の
は ;場し」るこ で は 合係 ひ

形 会 で で 。 を な 到に 主語 カ2
に、い まそ 捺 い ら 度 み
影いい γ のす 社 t.f. T ヒ
のい筈 f::: う。 い 触 も
添 ポの詰レム! ち そ伊 用 のれ心 五
う スも に れ知 でてに え
よトのす'0>村:か、呂』ノ あい凝 な
うにで規 ら るて視い
に は あ本に白 。 もし だ

か と が 云軍 たるは 重

れ言葉あ 勾ヲ用う1 歌大 ののす役
皆 て 子 る が戦 月 で で すに
花 いがの 流の 給 あ、ん 対
見 る月」で 行時 日 るそです
で で送あで しに 行 。れ重る

す は つる 構 た 「 つ 「 を 役 旗昔
なて 。成が!傍 今識の

と い レ こさ 、 っ て 日し 私
かるこれそて 来 もて 用

iiii 。 とで た のう長 る L をと
そ v もと「る ぞ が主ー「l 果 い
つ ろ 、 こ釆ぞ と よ用しう
け にいろ る と 勇 くでて の

字ニつにぞ勇 ま 利な保が
し 通て v とま( いい身存

( しいの勇 しど しく て 社の 在
日 たら勾まくん い用術す

倍つのし」 た る 」 とる
尚 景:し 面白さ くとく 。とし。

がや」い 云 て彼
拾いとう つい等



「出--， --， -，を--， --，り詰が何
皆来で来社向そ今 将一ん「

家 まはて長こう日 棋人の今
族 花ぜ 、 まさうでは のポ 返事も 日
主 見 んど せんとすお 譜ツ は
義 で か なんはも 」休 とン お
だ す」た'--- '---しとみ 今 とな休
品、 」 か なたで 日椅いみ
/J' 、 いっす の子。で
り 社 。t.こか 新 にズす
と 長 一」聞もツか

労 さ トとがた 1入とεL L-

基 ん 雪か散れ
i去 の z王さらて
も 行 つねばいつ
無 りソ たてつるて

の き聞て。見
長 親 方 りくあ机 る
子 に でと る の と
仙、、J お v 、上

会 ち ばに 日
い ら かは直

し う け「のッ う 義者主 スの
関 た言をシス 。 に美 族義家主
J心 年 とう見ヨト ス 過点
も こててイを 卜 へぎの
持行ろは 、、 し を ーな方

た事にる何ワて し 撃与を し、 tまと
なの こ 」 がツい て 場忘 云
い よ の と 万シる 合れえ
のう 勾 ア才ョ労 才万 え がてば
で にの ッ万イ組 て多、一

あな面サ才 、 の 万 いい 労基法 応
るつ日リだ万通 才 る。 は
。 たさ大と才 中 言 の こ 理

スが阪}y'_ が う だのに屈
トあ弁肉万気 て と匂対は
にる。 でつ才都 [ま 解はす
同 皮たとを すそ るく
情 仕|肉のデあ実 る べうレが

も 闘 をでモげ きしジ 語B英
し で 投 あッて蓄 でたス
なはげる て、 ) あ家タ
い も つ 。るワ ろ族ン
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あ か聞す 出な ト
る 生

ちl
。にが是非 ノレ市

メ。き は党 い 法場
ヲl る 退 晩え要必な とにで
退 と ，、

何酌よ 云 なも ト
を 云 趣 う うつ ノ J!， 
し う 味 リ と場メ'"入 のた 法
てこ

の
ツは カt ヵ: ト

定フ と ト し に 定年組 、 中
ト は 無 ノレなは ま 法 年
気ホ カ=

でい 表換算を だ に
畳

づン つ はの な メ な え
し、 ト た 酔で の l つ よ
fこ t乙 の なえ あ で ト fこ う
らむ る見あノレ 。 と

ず
気

し、 。 て る法百
せ今か か明治 用 。 で 貨庖

ま し 雀 づ らだ は 言 ず
でい ー き で生け 、 で

のこ 自自 あれは 感 も 生

生活 でと ろのすま じメ
う人 が

サ 知 は の と つカ，t.こは
7 れ薄く 淋し動 fこ 、のた

五 リ ね して続 四 のど でだ
十 iJ; 、

さ し四 十 で ん あ ノ、
五 て~ 、 真が り 十 年 あ な る .ノ

の ン矢つ なぞ年 の る
。

ド

3苛 の猿白いい 動 。心老

期
，心 り く でてい

続
のい ツ

境を 淋 な なも 何等も つ 貧し 何てペ しつ の 髪
ン 巧 いて い ま も さ 一一 て才

先 く J心し、 。悔に
捧げ でつ ク

換え
摘に る房いか あ趣 ス
出変 。々 は歳 た る 味持を の

る し り と な月 り かを 生活
よ てはれあいは

いなで つ答流 した tこ
る い よ ただれ

麦太 みなす
。 とい受頭がた じし、ぎ

瓢 いの 、 。 楼 み v な
う 台、 も 一停 と) か
老 も 今沫年 知 と ...， 



のれ る ン る さ り え
こ tまど

定
。先し「れ ド みる サ

と定 う の 、五て キ
れら だけ

ラ

だ年に 年 使「十い ，、ノ 1) 

。 だ か いペ五る と な 使
私

。 v 

な ふンのと 突き いうマ
のだ う る る先換満期 恩 ペ たン
定が に

ま し う。当ンら 、 の
年ー か

とえ」 っ先 停年市j
ま寸 動 で のるが たに何
で しめ ~ 

対比よ本資主 と比ん
重たて 社 に いべのを

不来 も
遁切を 」が 義の 悲哀う ている 傷感も 詠んが況た 'つ

も に が カ=イコ も
、

な人間惨忍、 さ と な Jだ旬
かが も し

もの がこくで
どた う (静 り-

の老さ 巧ろ捨ゐ
う つ二 と朽を みに て る
か 会く 年 馬 しと'思 に、てが
がも

、._/
てわ

描出 停年 かえ {吏疑社す いペせ

も 「遁の「た-， -， f】1 り 問
しな とだ し」そ定 v そ そ だ
てか い しか う 年 定 の う う

。

いな う
、

し でだ 年 勾 しだ。 そ
ら か わ 退

、
すそ カt でた ん

れど け職 ヲ ょ。 う 近 あサ な
ま う で金 タ で く る フ

せ し す は 工ノ いす 3 リ と
んて ね タ な つな い

五よ
、 L

:ノ ど の ア や マ
」途~IJ マリ 違と

間」 み ン え
も の る

考を 3入亘 てつ やら
軽受く

J埼心 rと司品二， 

え る
、 rλ4とー，

巧を
年

る ん 家 年
け

/ 

と だは く イ、
しご な 回ヲミ

と ロ

ポ 悠号 り ら
ν、ノ 子 え ~ ョ"

ヤ h の ま fこ 』こ
リ 自 も し の 濯
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価定年の寂物jのみさあるし~$ 
る。
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来な たトこもモ
お ff-婚 のがろ l 作
つり礼 おモ がながタニ者 モ
ちへ か っ l こ いモ パン の l 
よそ葬 ちニ のの l コグ実 ニ
=- 1 儀 ょン 勾でニ I喫を感 ン
ちニ か ー グ着 で 、 ンみ着で グ
よ J 、 」 あ恩グはてあ
レク・ そ ち る わず苦 に 夕 、 ろ 煙
の れ よて 。 タパしう 草
男請は いも 調 パコか。 を
なで ~J に 子笑コをつは 入
の出ら 見 のをを放めお れ
でかな え 軽し入せらえ る
、げ い いたれなしま と
モたが 躍 。 るいいし ー

、 ( 才 そ なよう の顔い 」

ニと兎 し ち こ では匂定 が

J 、 v 角昔を げ の 捉をら あしで呆 な
グ ろ お 街j ポる で あ 子 し
をが ) 。 ケ 。 いる
着 元 粛 えツとて。

面あ脚処 も るて

赤 白 f筈る~; のへオ 。てし、 ひサ い ク 行 ャ 鍵 充おも
サ とッ 1':' ラく裸 自 分つ
ツ をク 見 なのん足 あ にちお
ク 待ド とい方だの る ユょっ
1: ちレ 云 0 へろま の i ち
レ ス え息、移う、 で モちょ
ス る わすとで アよこ
を ポ 。 ずと恩、 素 味感を いち
着 ス ク、つノ、 足 とよ
た ト フ縫てィ で モい
女 の ア目 、 ヒ は じ l 見
性 ょ とがノ、 ! な さニ
な う 笑あイノレ い せンえ
の ，- えるヒな り らグ fこ
で ，.... る 。 l ん れ 、 と
ぁ右 の足ノレか芳 し るそい
ろ培、 で にか穿 い 。れう
う 青島 あ縫らい大 だの

る自眼て げで
ソ 。 がを何 であ



のド「面 を デ 端なのよレ
で レ こも世ザ フ を 余どり もうが
あス ん なの イラ こ 行 のにポ
るとどく中ナン ん つ ズ見ッ
。初、 め着 へ l ス ど ていパえン

しは て送が千L め いいリた 街角と

て 」 歩 出すヵり: 次込 は る恰ととどい ぎ み ー 気好 云云
袋ん て 次ゃ ー ででいうに
をな い ぎ 、 ュ いはたの立
着も る 、 にそ l るないでつ
て の の そ 、 う モ んい。あて
いか でれ ニ で l だがポるい
るとあ をユな ド か彼スがる
の恩る若 l し、 台 世話ら 女身自 ト 、 姿
でつ。いモの '品 にこ は
ーた女 l も る 見の恰
驚ら 性ドラミ武 装 はは立 比 度
を たなじ 着 な流て円余ポ
号~サ ちるえ 天 て い行ら法ス
しッ はもて 。の れはト
たク 臆のの 尖る そ の

べ忘 る「がじ 「
るれア が天あみ汚 袋
し らメ 湯 、 地たたな 繕 着

れり 豆 詩張法 に つ作く あ て
なヵ 腐 慌 て 業働 て 」

量湯喰 レに で じい服い て の
G 居 ー のぬ よ で て 天 下
そ て 勾」う今 続 五
こも っ とはが日麗 it!! に

ベで と しい 誰 をに (;: 作
る ア ー き てきに生食 慎 者
。 千 世 U 面さ遠 抜きく え じ の
四ラ に S 白か 慮 と ぬ
囲に と A い大 が い 作 皮肉

の鰐つ 忘 表 げ 要。 葉にうコ 業服 ヵt
環 て て れ 現さる あ 横
境も湯 でな で ち 溢
が天豆主主 あ 云 あこが水 し
す ぷ腐 ー るいちあ て
べらの郎 。方 ろ 継ぎ る 堂、』ノ し、
ても 味 でう o る
ア喰は あ。油 。
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気にへ遠流 なふう v メ

焔とまいれき ~、 りれのこリ
をつとなてむ 日 多 、 でが カ
あてもいいざ ん い 物あア で
げはにがるむ と のにるどは
てそ風 、 。と 煮 でふ 0 リあ
いれが風こし き あれいヵる
るも 当がこた 脊 るてくでが
こ気るノは冬 。はらあ好
とにのレ庶。 中 祖帰るき
がなでン民か の 同 化 こな

らあを隣ん 風 をしと 湯
う な る吹級と は 忘てを R
ない。きにだ 気 れし、さ腐
ずはしあとき に 得 て えの
けどかげつ屋 な 斯もう 7A-4L」、 -
るにしるての 水 なり い れつ
告j 、、 た の 湯 人てと
で問いび天気 ず たしいき
あらけに 国 が客 ちてるは
るかる背に街 が折 と全
。に口中はへ かに云く

台る ピのえ v だ

どが火 火 タもるそか台 電
か吹 リおとば 、 所

ろま竹 吹 とか畳ゆ自 風 化
用どと 竹 来しのさ分景 し
具で云 何 るく上をたを て
の飯う も イヨ} -， に感ち) み
ーをも 忘 で電椅じの 平易く た
ったのー あ 化 子 た
でく は A“A るしをの生活 日μ 

あ に 都 た 。 てなでがに 坐
るは 会 商 みらあ常 詠 つ

。必で で たべるにん て
今ずは 吹 がて 0 ムだ 飯
でー も き 」事そジイマj を
もトう の務 うユで 食
農筏忘( 上を思ンあ(べ
家寅れ八 八とうだる多
のつ勝 のってらが久
台てち歩 措て振け 、 玄
所いで) 字いりでな)
なたあ がるか 尻 ん



勾 てあ れ でと単をにど
は満 るは あ 面 、、 純吹はに
擬足。八ま 一 白そ頬でし、 色 は
人なそ百り 山 いれを素てっこ
法形ん屋出 に 写こふ中卜火 ぼ ろ
にを なの 来 さ 生そくな 力いが
よ し 品 庖 栄 れ 勾何ら感 強を化 ぞ空 つ
る てだ 非; え で まじ 廻て
認はけでの 胡瓜る あ彼も せの りい
刺いにーい るもてもすさる
勾な 、 山、 。忘 、 のるえ。
でいど幾胡 の れ息だの し品ー
あ と れ ら 瓜 ど た の 。に ての
る云をでで れ 顔続か I~ い ど
。う 見売 な も と く ま いたど
人のてらい す なかど 具る用 もし、
間 でもれ こ( るぎの のつ
も あ 、 ると芳 ね のり下 でや
一るす!日は で 吹 がであ端
山。ねな、 泉 あけ 、 る唄
扱 こて の い) るくぶ不。の
レの いで ず 。の る 極 火!-1.1

あ か事る は 持に
る海 すでが---， ---，っ き

が老 利 こも 体制整j す すてれ
フ 用 と 表 そ き ねいる

な ラ 俺価尻 が現こ 焼 」 るよ
かイ 出 技 が え の のか う
なか 来巧誇る 健 ーらな
から るに喰」 字で 人
ユシ 尾 もよ 法 は 暁 があ問
l ッ を のつのし、 体 うそる は
モポ つ で て 商 か 制 ゎ。
ラ が け あ 、 自 に 獲し 単 ど
ス 出 た るこ味も え てなっ
なて ェ 。ので大 る いるか
イゴj い ピ 勾あげ る 生写
で る フ のるさ 。 す
あと (よ。な ね
る 云 万 フイ う 日 云 夜 でた
。 う に常い なと
夙 だ 台 街Jの方湘 いこ
尾 け ) を茶で 15 ころ
がで 生飯あ とを
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う 水き 水る し硬う技き 出
げがみを が ー

出
て 巧さ て

る 雪? な{更 体 し、いがをそ い。れ も う 出料 忍 る 語用恩 てv 

る の o 'J} 人理 庖 と われ
の さで出を 丁 ，恩駆使をさ とた
勾ま あ 刃 使 と

り う れなし
はは る庖 う し、

し
o {~ t.こくか

感血が丁 よ う しの不に
!覚の 、 は う も く てで し コニ
的 滴 そ ー な の ポ ーあて ピ
な り の寸場は タ 殴 る いの

写の出見合 f水.~~ ポ と 。 る 存在
生勾 よ刃たに タ 二L そと

う庖だはし、

水カt
れ こ を

でな 丁け特の モ にろ不
あ物か でに 予定

スラ 手用値価Ij fこ エしる 局長 ら随分も 干し、 宋者。し、ボ ア も
感 タ ザ 0) 客

;なと料突五じ ~司、P と ァ で
を タ ~~ と あ いの大

見ラ に商産あ限れ
え ツ も さ る つる う

素 る と と あ な の た も dコ 自
う よ 横そ る いでわのか

転車ど う 限 ばこの 、 f! で り
ん だ を を と で軽であ し の
で 。 f~ ~食を あ食は る て 見
す つ ベ知る をな 。 し、

えて る り
。

と いこ るま
い 音ね Z勾 つがのと る

す るをば て 、 勾 角
気 ユ さな いたの転車自 度
隅 1 せ らのてぴ場{} で
の モなな妙もた そ
持 フ がい味 が 、 び 、 は

(;f 
子

〆勾へ ら 。白 と セ 出
を

-;;;;- '̂ 情な もスこ霊ら l 先 ( 喰
良 寄 、 ノレ ん れノレで

芳 ，、.よ
景チ なかた ス よ

坊 り が ブ と ら経験マ盗く イ山
限 ツ 7、 こ眼 ン

チ ノレ ろ をがにま



サ.との る 遣の ィの めな
と 、 へ、こ クいサは心しいそ
-， -，う 、の ハ ラ 、 イ「理か がれ
と とき、匂 イ ス素 に隅 を晩 、 は

L.. L..ん、の お でう 素どう のつめこ 交外員
ののき面 土 あど 椅か 代しり の
字字に白 るん 子ん 匂
ををあさ 裕産ち こをんにだ のか
入挿るは と喰を寄の 素う 場
れ 入。「 がべとりで 合
ずしあノ、 や 感るる」あ ど IZ吾K、

にてたイ ん じ のの でる とッ買
「声りお の らにとあ。んちか
と調前土 プ れ 、 はるつでだ
」を な産 ロ る何少。ますっ人
の整らL.. ~ 0 ん し 行商な りまて物
代え 、 と(マ だく こしいは
り るノ 、し 、芳 イ かお のてい ノ 、

に筈イう ド 気 むきも ど匂お。ツ

休だお上仙 が 弁が当 の 人間く たキ
止 が土 六 ひ ネだリ

符 ヲ産 字 けがラ昼 し

よくう女 次る的
v く 、 に性た 郎 。 な
れ 寓 出ひはにと パ の裕マ
は 真 てげ見共え ラ 愛ちを
新 向 い目せ通安 ソ 称やそ
聞 っ るをてし物 ル でんれ
な て と感いたで を あはに
ど 恩じる心も ひ る 云 替
を 一 うてが理 、 。うえ
見 人 。い 、 で今 ろ まて
て 量 る去あ年 げ で
い い の年 る の て も 勾

る て での。 行流追を 見 なを
と と あノマこ せ 人気量し、、 無 るラの て き
よ 。ソ匂、 き い
く 事見 淋ノレ し、 昨よ さ

ぶ不 れさ しに無た弱 年2 と
い何頓い の のさ

ツニ る 心ん着の 甫 よ 石裕原 せ
つ ) 境となが て
か がなよ 、 し、
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出な 「質 オ るる に 害 込りIJ に ---， j最る

質
。。 も 思分自一つ。

も流メ
んこ 写真高 ん わぜ は 置人 てい 物大のれガ

流れはだの
匂境な で る 斯 う いる物大と

なか許 の 撮た てと
し、ら

オ
できめし」 、

で安が
メ をはら にた視無と 写真説 と

し く 欲 つオれ 、 物大 の
よ し し ガ

かミる陣笠代署 陶」てい んッ場Aι」 とさ明に
お と う だト いれの 、
き ，思 カ3 2さが って時そ

すま てっ と れよ 会際 しにれ
百l のてくな ま 、 ほ

よ し、 ケしあど うこど。
る

-コ
イ ま るが つのので

二と 実太 かか 限うが 、 て で 句 I事Z 
度こ を 、 といあの
と ろ 時 り 推奨す のあっるるよい
こへ でわきよ 0 う人
ん

、
あれにう にが

点よ巧で ででた

紐
とのは「

イ
あ ら と

凡」勾極い る う と
つ 手いで平くや ヤ γ 

ま ム う) 

け で う 人 よ リ と く リ ま
て な lト1 物易な い ン がv つ 算段; 談く
号l い七 が や クF }か

つ この躍表 よ い のま し し
と電動現と /句さ て込[ef: が請法 し に照 や のれ求 ま

り 知J て見れ よ ヤ ためれ
ま れにいえ て い て才 と fこ て
し よ情緒 るるい や で い と

、

よ う 。がる よ あ う
v 

そ

カ3
。

を殊 、 L
と るのろん

イ
横に所 は

( 捲れ
。でが な

溢 「 謂無投 一
あ 、 に

iヤ さい 読 Si てリ せや し 。れい
村 ン て よ 巧た 秋 い
) グ いいのだ ) る メ 慢物 だ

るや技け プf つ



一 う と しの別る てで に

流銀 ち堂
銀

う 、 人 と 。 映あ よ イ

は々 げ イ fこ し イ 'コ ろ -') ヤ

行何 た fJ と 吋 ち て ヘ' fこ う て リ

の 々 応る の る リ はー 1) のが環 ーノ

マ 行銀 マ で ザノ 微つ ，、ノ で 境グ

チッ が 接問 ?ヨ あグ笑をのグ 、 者作にに

チ ろ 美 観方 すこ よ対
の取 と う感をおL るのの っす

大箱 行銀引 い
を 。 ずさにこゐj 限てる
で じ はとのに 、 感

ヵミ ほう ん 人るに遣が よ は人覚
デ だ ど と tまし、 、 う 没 おは
! と で

膝接
たいな よ に 薄の国

ン 広 なも ちらいい総担B なお土

据と わん し、 間
にれ 。 か 女のに
はな

γ 、 し性に よ
え ば の ヰヒ ーいのわたのょっ
てかに 種 で 勾 る 虚って
あ り

、
海 のあにいの査[jj て 、

る に私 侮ろ問かでと達時代
と 、 の 蔑う!惑はあしう

さ がご燈 り いがおこ
れ ろ;己、 お

。
かろ

騒 な流石 はに発 !盤 お ラ れを
ヨ日ヨエ い 平気 移火明 燈 イ て詠

もに すすと 明 パあん

れ寄11
の パ でか る 云 1'¥ ノレ ろだ
を

、 、 と え う の

て
感 の て才 ロ fi の

と と で
じ マ ツ

先ず 昔か
っそあ

立 fこ ツ チ ソ マ てん る
言売 のチでク I~f ら ?ヨ はな

。

自 で気と点火 にけひ チ ヒ
v 

ど」

-右6場開. あ i移木 う で と ん

Tこ る付すしにち 黒 ン tま な

り
。 し、 る た点火 石 う と 聞に

て よ もで ま
米 題大

良 う の し カ る でき
心にでて チ 玄 し かは な
的 あそ カ 久 た も な て<

f聖 にな る れ チ 亡"斗と、 知い tノ

) 

ゆ ずコ 。か と
) れ笹チ

る た近らや な だが
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声聞を の がた聞 を匂 若自が

条件 出 。 見が出 生活 よベ
発散 が こ 、 街路

生のと執劫
い」た0 谷大崎 に うス しき勾し の
てが山崎 せあ 観 ト てて「身てに騒
も出 のなく まセ いい自 読立を 音
-， t，この「いせ ずラ るる若じ が
そ 。「鍵も く 。。たろ プ

うと暖簾 」 のし そ り ぎす '/ 

か 、 がであ て そ し」も る突
そ次」出 い う てのしはけ
うかがたるる 力、

そ漢文調 など に
か次ら出 。 。と そ γ いの

」 た深沢 原 う
か」 の心 采耳

とへ。 固 な か ら の で 臓衝を
云ベ 五 の の か と 一誇張法 あの

ばう ス 味川 楢「山節有 「 な
種 る持主 く

か JトE の 挽歌読害か 柳亭蔭・
の。の
ユに だで

りラ-， iffl L- l よけ
で l 人問 がの モつ にあ |

の 」 出時 ア て る

る
まざ まま う。 病人-!J; 

いあり がるー。 るど。冊

原子 i炎 fまf でふ
ゆ と ん世と

h あと た 恩中なの し
力 と と る 、 来出 ん う。 七に 中て
人 し ア 。 気 lま のかに読暇む
間 fこ タ 慌がて の 「多は

lま 家庭 マてつ 急 底
そ い ー

にて く かうこ冊のま の う F問 1 と ゆ との な

だ 写生勾 かい 、た 値ヰL
そ で小い

蚊 んにゆん
う あ説苦す こ帳 五やたぽ を かろ と

を で っんを lま とう を
同 あるたぼ求 "? 

」 な
る 、 そ にめ

た が軽 げ
り 。との札値 た 、 いひい

安 い時の 吉 ま よ穿また

勾う のこ 貼が 4 に
ま くちの

方 利のなの
吉。宗 でとつあ い味いで

あがたろ て も人あ



切棺てうあ仕 も 学人に
つ桶 、 洗ろ事内 が問 、 原
た に静 2 うを i湯 棺 蚊人が そ 子
人這か冗と終で 桶 帳を存の力
の入に気疲えあ に の倹在裏で
こっ目されてる 入 中すす側万

てをえを 戻こ っ のとる で 事解決を
ろいつな慰っと た 、F なこは
でるむいすては 様 和 る とま
も 白 る 。る釆云 ことを 蚊
あ分。湯にたう な そ 、 面 し

るのふ槽は身ま 仕 真 科白 防をぐ よ
。姿とに充 に で 書撃 の学く う

で アふ 分 はも 風 平 感 と
あタかだそな 目 和々じ の す
るマぶと れか か々だにる
。にか云がろう(春 もとの 量科

れそ かう 身と えよ 仕舞 。 知れ 騒@ であ 学

はぷをう風一雄 なくる の
疲の沈。呂田) いよ。 っ 時
れはめもでの 。 り科て代

い が たの 函お弁な
。 、 めヵのけ償や都

ガ 一層11 に ギカ ばし み会 下

ス つれゆとギ人てはで 駄阪大銭湯風 のな つ な 、 件い下は に
自 発い た つ衣 費て 駄 ク 鍵
の 見入りた類がはがツ 衣

見 でにとの入高商なカ 類
あと湯でれく売くリ

楕 るつにあのつになす 鍵も
る 。 て 浸るカくなるる
だ はる。ギ。ら。と に
け 気 こ都、そ ぬ衣物 気
は がと会雨こ o 類が が
見 疲が人がへそが無 疲
碍 れ出に 降生のなく れ

( 伊司 る釆とれれたくな
省 ら か るつばためなる議

せ ものて ののる。
一 知では傘が番 。 銭鬼
) れあそ入下人一 湯

なるのれ駄を々の
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事 「 が 「る「 とい伺!かるの

門
だま夢ク 。経不 い 。 だ な と念願家庭
」あ る ン 気う 今 。 い

本L と見さ大 済 日殊でかだに
を い 私 」 し でに 行もに銭湯なり 。 風
見 う ると fこ し な遅 し日

な 穿 だ 夫こ よるけ く へ半かの

お
ちげの と う 。な帰行くいし、あ
の司カも し一 し、っ 。 る

す 勾為えはあ
委と

い。 時たな こと 折角 周多者呂をくぞ いと
程 で ら 設 る
の あせ備費 ま は つに風う
庭 るて い も そどな呂 こ
カt 。 見に が、 う 、 にるが と

見 ょっ プf ガは。あ が

え
うい 差 ス ス行く行く りの

( 。 て 詰し 代 風 な 身サ
ノム、 そ 5考 方5 呂気とがにラ

れ え 備費め設
気 にがならなリ

花 治、る し る つ つ l
ら。 』こ たしとし、て見 マ
の な ら な 面 焚 ン

き さ ら を と 宅のの
を 行 を わ連 大

イ キ門し 街な あ よう ホン
つつ 知 なび除掃
くてつい出 ン 直を見 ど 勾る で ト
のい た と すに ア でであに
1J主 らの運と ス リ 、 ある見
ヲ，

つでべな タ すこ るがたの
の しあな る イ

無
この 。

ま
fifi. や る し、 と ノレ と 句人 手/ ま
のい C 。 ヒ だ 力

が の 訪 を ッ何で
イ 」 大つ ヨけ を まよ と
ン と 同士吊会 く ロ は 知

あま にう
ねかん

デ j[l づ っー ? fこみの
リ いの く く人 た る

、
り し変哲i

でと1 日 と C !Jij 
大 も しめ

あ さ イ 慢だ

薙 掃除
の休てる も

る (1 ン も カ1 で誰い と な
。 て i:UL

伝
あの る ない

ォ ii!Ji さ る家 l繋か ノ司、
Y での って 堂 。 かにな ケ

と も 無て 箪 し 、 か ツ

い旦 プJ も 字可 ら住味 チ

一ー



がそ
が 庭く るに

何
こそ 猶も家を 人

山，思ろ のうがのの 閥
わそ を 勾し欲額で建と ン

れる 黄ろ Tこ でた しのあてい 中

煙く
あ心い よ る て う

。昏 る却の う 。 も も 建
れ カ3

。 をでな 、 の
て

て ーあ庭 分自 雄は
:号-: 我 個 る で て

fこ 家 の 。 も の大 も
の 見

人情l
し、

庭いと 然な白
庭

で え し、 を
もF}1ーく lま ぉ、 、

造
じ ら 分自 う り

を
め

〈コ も 恵
たfこ

旭
か の の ま ( 

くど み 庭 をれ

君jる主¥ 
出 と 持 fこ

重 し 名 ち山 雨
) 

fこ の たの
、../

の の イコ が中

れ 巧 位置 と の る炊

も
ばは 云 ー

嫌
で の く 話E

い 素派ら 」 つ 抜寸奇
あ が艇か

げ い にて な る見かに
そ 。 あ置

隣だ えし分自
う し る い な 回 、 んら

な
し、 と て オ1 カ1 園何 の
。 、 、

フ 風んがゆ 家主T
技分自 あ イ

風 長 と か
'̂ 巧 との 除 のなゆら見
電 のに を 匂 け
話

勾高員方 恩 で

の 情詩叙 身く ら え

帳 も いあ 位 内とそ

を こ もる 置 と に 煙 の

か
れよ。 し温が 家

け
はら「

あ
て た ヌの

ど にぬ嫌 捨 かち棟
相思 鮮 転換 「 な

ご り て さ のか

か 除風隣 がをほら
て，)Lt 、 tこし だ 瓢 た感つ

やたけが し、 じて何
れ技の 」 o t.こ いを
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が性
意の のこ 外なら 景を 誰 本ー ので 都会、 の「メ

E舞塵控EメにリI 
犬匂ごリ で勾 袷もの
好い は あをないが釘かの
きがんと る生いあ 、 にな 電帳話
のすや云 。か。げイ吊り

女性 るつう かと し上るヤさ重量
。て の

らは
て五かとれ は

でそ」は いの 、 いて が型

あ れと分犬多
電ん る「拾ういあ大も

るは云 穏や 。 も し 、 ほ る る
v 有閑 う つ 「げあ見ど風 。 き
と 言の て もそう げ 景そい
にマ業名 と げ なぜのれし
はタ .かで

Lるー ないつスが
問ムらあ 」かけヶす
違か類ろ

清
は「とはらッぐ l

いと推す う ちい作F勢4ヲく れ チ とジ
なも 。

ぎ方日う てでれ数も
い思る 生 れ のいあそ
。えと る 限るるう 多
軽る 女 」 がに 風 。ない

る出葉 すのた し、

ど
。てで貸借

受
る 点 の こ穿

い生 か で れ味ち
の る。 か関 話 と らあは
雨 し 係 器

が 云 う霊伎座 もも ス fこ tこ を 判って あ

池 ケ 勾あ 押
るて 、 つ

'" 
ッ で る え

。も外 て
チ あ人 黍語のかネlま の る か て 劇らラ

円 匂
。

ら
'『留‘T ・

と場の イ
と

で 人物も の 云 だ電話 は
な ある 電話 だ うと あ
? と 司会 全 で ざ

て が判で 言 の く あや、
り あ がそ るか

委 落ち 経 、 ろう。
L、

微ぐかだ。

穿い 情景
言 ま

妙な なわ 匂らし
夢

ちも
も 話 志、-' よ 働き いが

よく 言し カE 。 生

あ を
v 

き」



な るさま れれ
い 大 。に でタ て るな
。風 大 言寺 、 タ前 市 ぃ 。 ん
ーの 風 情心焼の 場 る静で

瞬強 に 豊がけ 備準で 舗 とにも
に 靭 ー かなが の 早物な
しな 家 でん赤 中 Z をい

、 とく出 ま 観表
吹て 倣描 負背を 短な染か で る 現
きカ物処 歌くめけ 作で
飛の 的 な て た タ 者あ
ば 前 う なごい主 焼 のる
さに 人 匂やる婦 赤 詩が
れ は だ か の の 性 、
て 人家も 載 。 にを提 会 か詩
し な見げ め 遺味
ま ( っ て た 社 {威を
う も太 h 、 市 な感

問郎 んそ場 くじ
の題丸 のの飽 的 表さ
でで) で 美の 出せ
あは あし中 さら

で も れ ら けと裁で だ する。
あうでく出ガを 、 火 黙ら
る か し の さツ叫次 事 ヤ り持ー
。とまでれヵぴの場 ジ v ち 家
ヤ 、 いあたリ、椋の 罵 く得を

ジ I喫か る 人す消へ弥 は いな 背人負う
馬茶と。遥 る防ド次 焼 るし、
心感いこへ ものッ馬 よこ
理 のラののの努と心 落けち りと
を 、椅ガ 何j 同で力火理 仕方が をが

子ッ は情あでのと 知
巧くに ヵ 焼 とる瞬手い て っ大
つ腰リけは。くがう か なた 風
かを 組 落全火 問 あ も ら か時に
んおがちく事にがの っそ対
でろ、た別そ白るは ? たのし
い し コ の 個のいと非 の心て
るた l でのも煙心情薩 巳 では僅
。とヒ 、 心 の が の ，'- あ 暗 か

作いであ理とあ底なも 風 し るい 抵抗な
者うもあが 、 がで '-' 0 。
はの飲こ働焼る快の た
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吻なる叉の 場ホ
焼 でアの次がい ま (J) ノ
封、 蟻 あ」でへ、く ヤ ノ レ

の 跡 るとあ火火ら た ジ ノ レ

れ の 燃るの事寒 次 馬 市
が 柱 火 え「手のく ヘ 心に

草 事拡 こが弥て 理住
校 月 のがの移次も 雪 はん
ロ 功、 る 風る馬 同で
に 流 次の でとでか 火 じい
高 に 馬 をは 、 あた の らる
く 立 心 うま 何 る ず 手 しが
ニ ち 廻れだん。を を い
ヨ をし まとパの う 。ノ、

キ つがだなチん れ ヲ

ニ かっ焼 くパ で し イ

ヨ( んてけ壮チ見 圭井 .1.( も
ヰー だるる快と物 /J' 日
と 告! よで味音し り 本
立恒 。 うし含がて堂 も
つ) なよ感しい) 火
て 口うじてる 事

ののをい
つ 句 作る
きの者情
なネは景
いラ「は
もイ草笑
ので月に
があ流さ
あるにむ
る 。 立ざ

車;ちむ

調子 流月 」 とし

もへ長た
よ投現感
くげし じ
整たたで
つ皮とあ
て肉こる
いにろ。

る。 興趣 がこ れそ
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と 表で 語z漢ーうz た匂と過

あ
の 現あ わににき.カ 的

のる けさ何るネ
け 証左仕。 かれんはが 確
す と方何でとての 経験ど グ lこ
け しがん、号見不 ン 且

d て 、 でしする恩 グ

も
』 こかもかとと議しン つ

の な なも ーもて滅 迅
の 匂りい調「種 ないる 漣
を な強題子的のいると に
玄 ど カ 材の確魅筈の A 金か
う いなをょに力 だ でつ 銭H

の し、役生い」を。 、 こ が
も 例寄j か表 「生と侠と 滅

で をす現 E ずこえは
( 金 あ果のの つる ろば誰(り
夢 が ろしに力迅のが無も不

あ うc て 、に 速は斯く 経験iJ; 
裡 り い調ょにどうな 一
) る 子る」うしる ) 

こやのとしてこし

もあ 匂 つくはがだ口

る ー を作てよ すどう あとを誰
そのお 小 詠者 、 り る云きに
んかノj、 遺 んは索手 。つく
なし遣 を だ がる瀬の人
v らし、 長 もそう外慣なこにでが
と」 、 れ のし 1りa いとさああ

をと 呉幾ら ら た屋の 来出も わるふも
五号 小 財る し人がで つ。ー。な
え遣 いに多あ て人こ く
るをれ 布 。対いるなも聞ん
さ 呉 る を すの。い 、 にな大
まれか 覗 るでし。金は人き
がるし い レあか云がたはな
う財ら て ジる しうもし キ声
け布 、 ス。 、 だのかッで
とをた(見 タ そげをにと
れ 覗 ん ー ン ん云いそ金あ

るきと ス なわ 世間ラ んがけ
のなお傘 で 人し なあす
でが金) にて ーるけ
あらが の 限おで面人 に



に ー た 権利金 いんの首 思る。
は断。 人だはを深 自 う
乏面 恰 でと怖 ft} 安q 1:1 0 ス
しを 度 を あ云ろつな 殺 ナ
い権こ出るつして住 し ツ
。 か の し o t，こい死宅 た プ

に勾て自ともん難 部 的匂な
努のサ分このだを
つ場ツはろで家詠 屋で
て 会 サ何 であがん で

はと とん 分達自 るあだ も は
いお引と つ勾 櫨 あ
るん越も なたで 利 る
がなし思とアがあ 金 が

じ て わは に 、 る と
勾 で 来な何 、 住宅難 。 非
とあたいん 首を吊 う 谷 世る 常
し 党人 との ち に
て:云関との 面
の 世カ っ係つ云近水 臼
魅 相あ てもてつく い
力 の つ 、な 死もに と

「 理がてい 態
わ俳 わ の悪、の多度極 腹
れ人 動る 万と 少を く
と 一 れ きく一 、 はノ、平 エ
来 茶 と をな盗常作ッ易 合
て の 来 巧るらに者キに わ
遊 て みもれ持のリ詠 る
ベ にのてち笑とま
ょ 遊 キなはつ感つれ し
親 ベ ャのとけかかて 大
の 財 y で恩ねもんい 金
な 布 チあうは知だる 持
い に し宅とどれ勾が た
雀 金 て 、 のなで小 さ
」の ハ1 しる、者作何と大レ。あ心翼 柄喝 M

用匂ヲl れ 。は な 合を 白 る。 々 ( 
主 て こく持分 と 豆

の腹のし
で 峰 問のたさ 金 た 秋
あ の調で男)
る 心 子れなの
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月ある きさのあ生 いが
日る 。 す とか 匂るいーる
はがそぐ 烹 し の に が た 茶の「
グ 、 の に れた 友は 、 ちは がわ

ν‘ ノ すそう 時ー 返すも て 情情 動物愛 こかぜ 商 れ
グに は 緒 のむ臼
ン は い が感も 勾ら、 しい 釆と

流ぐたよ な あじがは親で 。 て
れ に し う る ら 感 悪 の ま 遊

る 塁重かに い のれじ 友なま べ
が に 云 が でならへい 子 」

つ 借 捨いれの雀で が
金 そて り てがる呼へ、 首?
のなう 倍 た 難 、 がぴ呼 友 煙、
方 い恩り ま い な 、 かびだ 犬
はのつる ま 。 ん V けかち 外
返もて の 十 五 とのでけも に
え 金借が な 牛1)あてな ヴ|
せでり金九 年 くにるし、ぃ !百
そあた 平 浮 は 。 る 淋 さ
うる。 の で きいーのし れ
にであ うさ茶でいて

と 「 て線な 匂クもりがも
ニこ切をかこ でクうる、な
べつ り坂 ろの あ あツ遅も 儲い
もち 出 つ つ 勾 き でい のり。
ながして の ま る。 あ。でた別
く{首 たい 相借 ヘ る返はまに
こりとる 手金 ん 。 えなま返
とた γ こ 方 が が「すいで え
わいろとは 、 ゃ うもと、す
ら位 、 もソ大 ろ しの 今 もの
れだ 煎レ 金 か たを頃うを
た 」 像 と で と 心返に五忘
。 に 察 な 借 埼さな年れ

難し い 金 をね つにて
く て こ 気 とばてない
な 、 と ら 、 気るる
い ボは(が弱 え何が 。わ
。 ツ云淡 たんつ 金け

1萌 ポ う し のといなで
く ツま舟 がなてんは
に 予 で) こくも かな
し 防 も の ュ 借い



「
あ
き
ま
へ
ん
や
ろ
か
」

と
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限
ず
か
い
で
す
が
り
つ
く
。「
お
気
〆の
世話
だ
が

と
一
去
っ
た
き
り
で
あ
る
。

善
人
で
あ
っ
た
証
拠
の
借
り
が
出
る牛

耕

頼
ま
れ
た
ら
、
ィ
ャ
と
云
え
な
い
性
格
だ
っ
た
の
か
、

借
り
て
ま
で
貸
し
て
や
る
と
云
う
人
の
好
さ
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
さ
て
一
生
の
幕
を
閉
じ
た
時
に
は
人
の
た
め
に

借
り
た
借
金
が
そ
の
人
の
好
さ
を
証
拠
立
て
た
と
云
う
の

で
あ
る
。
こ
ん
な
人
聞
が
、
う
っ
か
り
す
る
と
、
選
挙
の

世
話
を
し
て
選
挙
違
反
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
人
間
は
は

じ
め
か
ら
悪
人
で
は
な
い
。
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早
く
か
ら
都
会
へ
出
て
い
る
兄
夫
婦
を
頼
っ
て
、
妹
が

家
出
し
て
来
た
。
し
か
し
、
頼
ら
れ
て
い
る
兄
の
部
会
で

の
生
活
は
決
し
て
-7
7
で
は
な
い
。
僅
か
ば
か
り
の
妹
の

小
遣
を
ち
ょ
い
ち
ょ
い
立
替
え
さ
せ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も

の
、
曽
て
は
兄
も
抑
制
会
に
あ
こ
が
れ
て
家
出
し

て
来

た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
都
会
生
活
と
云
う
も
の
が
そ
う

甘
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
う
な
ず
か
ぜ
ら
れ
る
勾
で
あ

る。
光
陰
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々
と
し
て
月
賦
は
ま
だ
す
ま
ず
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多
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「
光
陰
遅
々
と
し
て
」
と
大
げ
さ
な
云
い
方
を
し
て
い

る
が
、
そ
れ
が
月
賦
に
対
し
て
云
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に

ユ

ー
モ
ラ
ス
を
感
ず
る
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る ろ と 賢い でて月の
。う去 っのい 光陰違 に賦と

尾監 と う てぞっ く 来の
糞 うのいみか じ る場 行
の な で るをは 一 々 よ 合つ
株 ずあとい当 約 とうにた
で ける 、 だる で しではら

る o :!9:いか 投 て、い戻

て とな資 ても 迫 詠んと なつら
)るし、知 貝 かまぬ

い ろはて侮れ し なでの
る に ど い月な た だかもを
相 、、る侮い よ の月い云
場 V そよ月| な で 日 つ つ
欄 の んうー l 気 あ 経 また

匂なな 枚 と (;: るO でも
( の気気 ず 云 』 たもの
l，l( 向 かがっぅ'ij も な月で

白す し 、、 な い賦あ
右 さるてくは都 り 。をる
) がで来じか そ取が

ああ たをな こ立

る ダ、j 極 利てたと の上
のにを 使 いい 、 こ上でつ僅
を浮噺か 株 てる損ろつあたか
見き笑な 少 いのを'じたるの ば
て がし株 し るでし家か。下か
側 ピたを 持 。あ たがら っし
吠j ク旬 H・ つ ると建 ι たの
しヒでっ て 。云つ1A の株
たクあ て 哀 こう訳っ とを
の到る、 のスでて 云 も
でい 。タ れ 勾リも売 っつ
あた少 flJ や 「 ノ レ な ろ てて
る はしに 気 鼻だいう るい
。どJA.'か が 築け端と 人て
怖に動じ 小 のはしも 種主
の感かり 」そ た し は
，1.1じあ っ ( さ の れ 金 な かタ
にてつい 矢 し 捕で o い な刊
は大 てて寸 字も 。 りを
株阪 も い 志 が l味儲売 居眺
でぎ、る) よわかっ るめ
儲す 川人 くつった もて
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り
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。
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細君と な「 買 ない せれて
いだっ粒 わた選ずな売金
のか た 々 買 な ~J 挙にい名が

か」らと辛 い いにが肩。を出

皮肉らら 株こ苦 ま p命7名A巴守に. は あ書変す 釆な ろ で し るばるる
んが 貯 た 票がとか、な古 0 と

か 、 め 下 調をし は 候補立さ り 1中是 し名
れ 貿値た り 入 ふにかが
て つ 下金 らえ担し欲
渋 た り ま た な るが 、 し
面 つ だ株 し 勾いせかれ金く
を て。で た と。ららてをな
つ タ・ も 五 しとれで 、 使る
く メ 寅 百 て 云るあ 社つ 。
っ ょ っ 株株 面つ。る事たそ
てとて 白た」 。ら寄j こ
い 云 お妄 い 実 れ しにで
る つ い 主 。質も いは金

の た た¥夢}ノ の 撤金を 仕名を
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ま調え
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躍きよ
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。て

五
百
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--， --， --，で で知た
イもそあな 号コ あるらな 直
ヤうこ る る 面』 る こ判ん
いへほ 怠 とるで さ

も い一ど 碑 がもも れ
うの寸 、 を 出の聴 た
一 ?立そ 拝 ヨK: でく
枚」つん よあ人
」 てな借 弓 る が で

てこ 彼 も聴 謡
」と 女 先そい つ

あろも 寓 生うた て
し はしら い
と よた判 る

う き い量る謡

恩と ( 先生 を し

わひ をこ観梅
さか 選のる
れ 平 ぶ匂人志
る こかが)
匂 とら観

に「と「と「る人ん 匂と
自足 、 お云 写 。とでネ お か 云
然だこ父うし なあコ らつ
にけどさとて り る も 父 はて
ユ写もん 、 や か杓 さ 若る
l しか、 る 先も子 ん さ声
モなら足 か ず半IJ も 僕とが
ア や、だ ら 被らヵ い聞
l味」 か け 写なメ の うこ
が ら :写 そ 休いラ 足 もえ
に かし こ におを だ のて
じ わな へ 子父持 け を来
み れや 立 どさつ 寓 感そ
出 た」 つ もん世 し じう
ての と をがの な さな
いで れ選ヵ中 山 せ匂
る あ 」 んメで(ド らで
。る だラ、東れあ

を芸 るる
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が b家湯i 勾大 働ら 電 の 下 ず〉

か /阪¥ のき 艶 匂 方 と
か おも で (1) も
つにの蔭す す

し、 見 見

て 浸発展 でる の え え

米っ 怠が 1伝 ち て な
る をを遊 で し、 し、

はてまうし び 水 あ 7こ
。

ど い ても る (1) 

のて く いす
。

で



で切 もつ 踏ヶ 抜
誰 あの間切ッ駅 げ
れ 通 る向作ののチの 踏 目
ー る 。 う者 いタ し 近 切 の
人 人 がはら暮た は な
通 な タそだれ勾の ジ い

4jるh三¥ く 焼うたのであ ン 躍振活りと りししああわ ガ
カ てたさわた
1..、 遮断も いあ をまう たる。だ ン
な るわだジし ン で
く 美たしンい ガ あ
て 機 をだくさガ踏 と る
も の 見し表とジ切 タ 。

律 のさ現 、 ンの 蟻
遮 義 がのし車ガ情 ~:f 
断( さ中て綱と景
機珠 なにいのいを末 る

は かいて通 擬三ヵう日生: 巧雨 って 、 過み
が笑"-./ t.こ 、 しを に客) 

降 の硲か待ス

う引いで取り イ七 あ でがろ

殆に ずき のち 人こ で 今「 バa たし 律義 ろう そ fう~， 
んらがのあ 宥 ン のと の
どれあ楕るは ガ でい 正 風

がてる熱が月 口 一語う 確さ 吹が

ヲ聞| 敗 句ヲ用l 燃を「パが出 今l 属曲が をするこ
匂円3 し え ンね 脊 7味そ 、 眺時う

で易 上ガそ f・.. の こ め闘が
埋 いのらロう t品 深の 面感 の、
めも多ぜ ! な 月 い勾 前夜

の くた L L が もの 後と
れら ではととは 出 の場 にな
て あ 、 こ上流 ぬ に合 じはく
いるそろ五行 し 、 て必昼
てがうにを歌 鏡水 そう て遮 詠 ずと
匂こ し 、 掛か い断 ま 閉す開 な
を のたこえら な る機 れ く
な勾成の た の 、子ーノ 。 人擬を fこ
しの語勾だ のる
てょにのけ勾女 での列車
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いあ 敢をえ 達地の気に
し、

ユノ
。ろ のので づ手 ジ

j昆
る

う。 こ存在 あ く を ッ の
グ てと ろでつと 富L は

ナ こす dをr. も うあな電 の E歩
)(， のる 悲 ろい柱 世 な

lま 何j 行~J えし臼う0 で を ，、、 し、
。

育 の てい人本同 一見
電柱や v つ渡

だ 刺議いろ」と 人聞の す

そ をつ う に士 は 仕 と lま
れ しに と 遣が ど 事

、
手

4寸 みなは い血うフ主遂巴 電 を
け じっしな流を し 柱 つ
子 みたな い て と 1d. 
i墨 と絶滅らい 。さ手しい ぎ

ご 山 味わ でそね がて 主 〆-、
、 こ ば つ い

っす弱にな な る柱
瓢 て る 肉 住らげこが 也

欲 の強食人~î ねなとー 、-'

しで 基いに列

も浮連 tまモ fご さ .. ( 1， る し、

あんれこな 」誰れいで昔 。る都

るでたこいシとかて よ はは も会

。釆親母に
。 ョ言のしう そ本 のの

る あ ン匂が号 句ま もう を で交
。のげ の にうのは読 も 通

街路 街横切を 街Tこj 

人 「。ないみ 街 f登
にあ御 らかな を は

のス 読を
は る堂 よ干 が 横 F歯
御が筋 違聞いら 切え

ヶるむ t量 、 ス 。で る る
ツさと 筋な 金ロ し、ク も と 一
チま

、
く l な ツ歩 言方

でが 子 どそモ く カけ 号 で
あ 、 ど はの 自 リ fこ

v 
あ

り、 努採 をも 切横 通り シヨ 5車VJ 考も と る。
は

努 と四 れでン に えご のだ 命少
ちし

、
る 、 ヲ| ノ、とが ヵ: h 

の て 五 もス dコ ネで
、

け開11

匂限 人 のロ込 飛も近 でれ
でに も で ん li しご あて



は と のこへ望絶

あ い 住社づ大E=I r 
心 と背素晴が頂旅 闘Bるう イ主: 境をな向を の を

がの 吉 ど 神し 望
長で さ 巧はけら社 fこ カt

へ ん み忘
、

しを時 よ
主、何ん詣参 一 にれた く 訪の す

っただ よ ね匂 ぎ報 のし かとたすぎ た で

柳告川 変拓出 ーて 所ザ，ー んいだ 時あ 饗

fごう最色 た ろ 銭

γ7もι ヵ tt 匂の の限う わ
」所 ヘ だでにで界

。
す

終 いだ あ 。あみ肝が山 れ
ぞ雲け げ る と 心俄の

り
ノ¥ て 。れおか中

れ
丈 柳川 餐銭を ( お

そ て詣にを

いの 実き のい
しり 開ら 幾曲 花

時て
淡。 よげあ志 の餐たけ り 村
々う) 入旅 鉄 神社 、 し
と でた の 眺て

憶忌いあ心「かいい社表詠

i¥ 
はるぞ住推類ら話う 信 にわん

な 失 訳 す tJ 仰対しで
百 建 解音くリ 敬 で し 、 さ とかしては

ま仁 しは 来百i んす 「 らて いあ
てな 」 るーの世 る る

庭 寺
し おい で「 こヵ 詣参聞とが
てく 。言戎と 所 並こー

"̂ い の沢いつがだでみろ人市井
ボ るで山な 去 さ出げなに が

のあ わん 米 へい親 笑
Jl- がる。末がす」るあこしにの
カt 商臼 社 とのげとみ関心
打 こが必ず符社1 でてがは白の

iま入
いのあ あお 、 持い動
。匂っしにるき「つ。き

て訟もで対 。」住 て味読 を
主 れ l釈も し 関 と 古 い ア

イ、lノ1 

民 、 いて西いさる すク

た併極も人表うんがるス
理い仰 」 、 とケ
を て が く は現と 清神に
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たた で と守
こ古寺き る で心の 、 な り 肝

神 の とあ建仁寺酒境で戦 つ 札心
勾に 時も 野球 る。にあ後た も の も

な るは
。

ーと f弗 捕 の八
つ 。神そ v v 

も 出の ボ 年百で
て 奇 も う う ろ あ し力 名
い蹟仏 し き で

る
たにノレのの

る的 も fこ き神 のはが賢あ
人に あ事実 目風

力、

た帰る が吹も と であ 抗す 打ち の 京る

ち還 も を な 戦 る る 込 あの
も しの限 く か 後 。こ まる 建
砂たかのてず 力、 ーとれ寺
く 人 と あ 多に

蜜り
つの る の寺

はたし、た く 国
発の見 米出な 静寂。 庭も、 詠んをな ち う り σコ tま

かで心に戦友 破 官 り
ろ、境眺 れ・

かいで時代変が だう
v にめはた 満 。こあ 写

。
う 変た白

。 ) 

とる 生匂
し つの骨お をべ

2震
のへとのと を来

折伏ム 、 いだ 怖 れ や た 重宗教，、、 ジ さ うか め。
の ユものらら さ 折
る ン気で れにせ伏の 来
姉 をやああて焼る と倉1) た
と 同 する ついま[J だい価

と臼 く
。

さ るせりう会単な く 、 知 り の し で の lま
り 感「ら「にめなく はの 知
南 じおぬお 、 る 従来信徒 り
無 たいがい折と、 ず
阿 の で仏で伏い神具 そが お
摘 で や でやにう の伏折 い
陀

あす 、 す来の 家
で〆{、 る」迎来歓出 L たで仏にへ

十 。と とと控作句皐可了 伝し
( や

言 迎は や 晃 す
悟 つ え知かーわく
) 

たね入ら陥ら切る子¥ 
、、ノ

下折 れぬ の宗)



詠をと 稲荷さ のたつ 添わく 商売繁 売春
表 三にときコ 掌 で 身

お
現 へあう し
で意うのろち ん

んま でれ昌 は 煙 あ 姉るう。 がみ
だ へあ る z. な 明 る lで味 ジり
も は る こ祈ーや ;肖 。 と迫 !と
のおがと願か え あ は 真 カ ン し
、 詣り 、 祈を てし なり た

る 言 と fこ

がまうの す勾
栄結雲 す 完者禁II つ 或 し

く 強 る で

人る てい頃 る 川 で さ 。あ

のはの わ 柳話もが者作る
はのでお叉遊 の なそ 。

人影業後転 ‘燈恩う 廓 荷稲
と く れ のこ

のさ明の し 、 を笑の
身え の おお

さ
てお物感匂

のなの絶方稲荷 抜垢骨語を ー
上く く 間えと 実太 ま につ詠読
ばな る ーさ げなてんす
か つ わ が 日 ま j委 の っし、だ る
りたのな早もに した る も と
でこおか は た 姉 。 の 、

あ 宿替ら うし禍へ な

極
る。 永のたでも生活

御
し、

久での焼ス
，準 し的あでけ ッ』こ 無 と
で た な る 、 た カ 1亡 -'，ノ"、 を
dEb3 h と も。いりリし 汰 思

え レの突っ 無沙汰 い の わ

IcI: うとにの都市計画 の 間 き

過
と 恩 長 聞 で れ
こ っし、に を先祖 た

労 ろて時問 か し 石 の
で にい 石でての

宿碑 で
死 微苦る的碑が菜地 いお あ

笑量 石碑が 勾な 宿替 の るう 芸荷
替 る

ま し
。

で ちり
し い あ し 移車互 にも

福 た さ Jコ る て が 、 せ 堰
せの 。いあおず

でL，tLtJ 、
匂るj 間に

たつ 寺 寸ー

と たがお
) 

でや し、 り 戦 寺
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誰
も
死
ん
だ
ら
極
楽
へ
行
け
る
も
の
と
決
め
て
い
る
の

も
面
白
い
。
極
楽
で
会
っ
た
ら
、
私
は
過
併
の
た
め
に
死

に
ま
し
た
と
、
シ
ャ
パ
で
は
人
一
倍
に
働
い
た
こ
と
を
一
吉

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
と
い
う
も
の
は
極
端
末
へ
行
っ

て
も
人
間
ら
し
レ
見
栄
や
自
慢
を
捨
て
き
れ
ぬ
も
の
ら
し

ぃ
。
こ
の
匂
は
き
び
し
レ
今
の
世
の
現
実
を
空
想
化
し
て

詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
興
趣
の
尽
き
ぬ
も
の
が
あ
る
。

(
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四
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そ こたあい喰う

見
感うろのる。 で 象

そので あべの
て じ写生匂 あ人間 る 方物食 ん

げの 貰 fこ。で な

して、 孔主主 う の ろう。に石流日食は

気 でで ジ べ棄何を 見
訳る であ を あ あ「ロに位皇 るるるそジズ
で ろ

L、 こ。んロク 賞 な

tま う つ と尤な見ら タが自 イ
な 頃 はもに イ人問 と と
い別 カ3 言う こ見れが か 象
ヵ:に 孔 れるる大ど い
、 見

雀 ま はなの き も 芋 も

羽根を 貰てう 持 で者作イでいと何を をも 」 、 だは
末 ち な の と 少 け 全 貫 亡 喰

ひ た い主言 しの く 目 f1 ~、c

ろめ 客 。観 つは v 
グ と お

げに が fこ プ と タ 也、 ) 

る羽 と レ は遣い

の上見と 白
が観る で と

空で 犬い話立を 立
あがよ み

も 、 が 観方 る そ う いん
ソとげキ 話 の感うにつな
ロ う て チ の詠 長 で なの珍
ソ と し、 ン勾ん う

、
じ つほら

ロ 坐換うり る と で 匂だも て
v 

たた ど し

曇ず〉 が、 坐ベ〉 あ 犬 のの と そ
勾 でし、 か う

て なてる。い も は あ う 見に

来え か 話立を ろ 坐
調車匂IJ る0 の て 寄

そ たな し、 り で賞つ
う とか ろ 換 人あ うて

だ。い話が し あ え だ情! るた来
う て る 言と・ にも

めて

の尽き い カ2 y に 限、
えそれ根羽を

であ そ 飼主る v 
議 るんは み

る。 もう を
れ 風 コ な Zをは
は 子 とひ

な てノ 叉 、ーノ このろる
し、 ツ 面 ろ主げの



浮び ス ク そ 照 ツ

き と 叙
春

匂なだれで ク。 境内 境」一 し景 つはし
のた川 の で た 7 か冨極す へ 内
中情詩柳 雲解

あ と ベ な 写 の
七 と

るい ッい 機真肩を あ、 が し
け 。うクよる ひ下感 て
て のにう近と る五じ 秀 ではだ

のられ 流れ あ達。)に で
なれ て る し、ァ ろ し さ
一ζ'ー. るい て 。 な ッのて え
か 。ヲも

甲浮家島
時代 しが、 叉ア 神社仏 道入 カt

事主 属け 国圏

ア
訊を ア、 ベッ 関 てつ '" き ツ

が て 風 fヘ し ヒ ク は来
♀ ク「流 景 夜 た ノレ 1J' カ fこ

春れ の ユのう長メ の カ3
のて の 潮 ア た フ が ι休

雪鴨家ぴ
) 

モ ベがの ア
) 

」の ラ ツ 、 対ペ

と 1J' 姿が っき と

眼洗雲カ2 ま
に 、 た 彫稲妻

稲妻

J5 
を い

一 恐怖感を の り
み

や出低 だ 種 皇をにが に
る さ く 雨 σコ さピ '̂ マ
と れお カt 驚 れカ

蛙ゆ
ツ

2がE てり 来 き じは fこ リ チ

い て
そ 高品目島 票; つ し

遺る し、 て
う 。る。 う じ妻 、 リ く し、
て ま たに ゆと り る
いだ ー

線路蟹
の平然 じ つ光 向 長

る ま ト でた
くり る。 き

賞揚事て。だ 雨 あ との 直
何雨あ カt る しで と て， 

りんが 'コ ご1告~ 。 てあこの し
と来て 13う

動る。ち光り
水

fこ
言う そ じら し、

う線 さ な人間 への
。

静だ路 み い 向き 中 客
か 。の ) 

娃た に
なふ砂 のち直浮
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tてしるL 。、



勾 主うた いろ 見
動物園 で 観 勾単 の自て

動 あに鴻とに 飛 ち分

物 る 外ななら がし自 ん がを険
の 闘 。 タて 然詠を で あ憐の
動 み 日う も るれ中

物 な 追をう け 飛 とんの
t立 就 いとん ん 言 だ鶴

君入事 。 れだ えとにてると で よ い同
職を 人生い。い も うう情
し のる鶏 う 籍 。識 す
て 果 とはのタ 車IJ る

レ る を 観 作 で 日 のと
で な 恩 ず者な に 匂 い
し、 り わる自く 抽 とう
る さの身 、理 見よ

白 れもな何露 つつ るり
そ雨 る 、 のか とも
の 楼 静 作 で を 甫 け v 

意 か 者 あ 議 ず ろむ
味 なのろし にし

を眺い つう 2か

噛め 動物園 。冬 たと ら
近 みて 別の 冬 の 、 そ言
づ し 動 に に 陽 で 淋れえ
け め こを 死ぶ 背 あしなば
ば てう訪んし、 に るし、の 、
山 いとれで 陽 鰐 と感に み

るも 人 るを い情 、 ん
羊 のし 訳背 一 うが 自な
は で なもでに 耗 匂身分 就
ゆ あい 、 はう も の内は蛾
つ ろ。件なけ 動 クを A を
く 2鰐 }T. い て か ラ流 、 し
り かし 。鰐 ざ をれ職て
道 けらう た は る 担II な を い
を ま品 ピ ねい失る

水 あ
まリ( ば iR っと

け
るジ 動七 なにて言
淋ッ き面 ら行 L え

客 びと も 巴l なか るる
し鰐 し い なとだ
さを な 。か思ろ
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)

も充分 る も
v 

ワJヴ

巻
の 線な

な
者作のん回

生主U
の でのめ でな圏

物
線措をく あろ 美 く

め のはに風
で の しじ く 情言寺 ない も最

あろ 様 うさが じ の
は這 カt の 。静ス

う
秋

かな モ し、
モ 豊 か ケ

ら めタ.廻 か な、 ッ

滋i 刀 で く ザ、ノ 'つ ダ き チ
が 魚 あ じ ア fこ ン 7J' ゆで
ザー を る は あ ア お と あ
J 、，

猫 。 時チ と も り る
司、

く ス の ト わ の
。

を わ
モ ト

、
の れ あ 実感

く タ. 件立を ギ る
わ え ンン

( 線 。 匂る で
/花旬、 ど を

え アギ 会か はな
fこ さ ン 生 11
と 村 ト せ光 く き ま れ
v ) 

そ る ...， れ ば
ろ のにて る

、

りに生野人化擬勝 勝し ては

摘出を 、 手 こ 手い勝
勝

も
獄の 口の口。手 fこ
の狼しか匂をど口 手 な し

しょうのた出入らは恩わ こ風 日 んか

たと 犬な 生活 勾訊車IJ 単な せ なと 景を
猫 fごに

カ1 か、 巻物を
こ 籍を す狛るらくこ 来
ろ の でる れ地方 う ほ
に よりあ し、やる い 犬 ほ く

こうてるろ犬 の角度う
カi えわ

の鼠のな会社 。 ん 鼠や 素 来 ま え

習量三;事 の 差。

鼠 した

が し、 ょう

面臼さ人間なよう ッ 写 の詠ら
来 情;厳で

調をク・ 生匂 ゆつん

義 である 好猫きが し口実で た だ
あ ンはりの
るc の たよド鼠ゃ な とは 風l 。で

出ノ、 ン く し 珍 な
う がに 、 たら く
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し、 見こ食を患のて

るさ 草青
草膏

で に しか 、 蚕

集団あ集団 むて 、 ー と
ま る とし、生寸触 レ

言を実 寝転
。のなるき う の

寮 威力 ると
。 て つも 威

ん 転 と い て の 力
率で

ん 感を物凄 こる も は 蚕
直春 ろの潰蒼
tこ σコ で じ いがかぶ臼 カt

大胆 大タ
極

と 音立を 、 判れい 脅を
業だ つ 沢らそ繊細

を た 山なう た
詠心 極 の て ないでな て
ん ゆ 業 でる かはあ肉
で く だ

あのいど り 体
いま

粗
る。 でこの 、 を ( 

る で が静死持 満

では 呼吸 一作者 、 かん
影 つ 桑さ でつ 秋

な し のはので いて
いて 発そ茶棲 る し、

い てい る。 匂な すこ 三
か

ゃいで仙人掌
。

」るも 余 ど と 月
とも つ 』ま を と 月

鳴共 のfご
う ( 程 合: 人法擬 も を
つ し の くな オ

し 。 ち や ず 表る 、
fこ よ やほ lま 技:Ef~で と 雑
の つら て 巧
も ぼ かん り 巧み庭 草
.t. ど し) 仙 ににの let 
リ のに と 人 よ写描科 忘

はず し言もう 掌 つ草 れ
なぼて ー て し ま て、ー
い与お り 生たで ず。 いの か句が

が「 晶椛生て4き は、

や
さ で青( い

高ヌえ い れあ h 

こ 水 fこ る と
りを 二 や イヨj 。芽

志、~
や や
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日美 も 居 せの る
い朝

ー なろ しら 絞参さ と 銀行 銀た顔 、ー
純清くがうかれ い

かは lま しる うへ f寸
と な れ 。がだ 担保 の
思ん て

姿ノなを同u 居 椿白 出 げ
事旦

う と lま る てのに 保
と な

暁 まは い 勾這人 の
く いそ てで

すぐ 修な
き ぜがの し あ 'コ 家
ー の、ー て、家1J' みる て

tこし、 lま いそ じがし、 白
し感 れ る ん銀 み る 椿
tま じ て のな行 と 男→Z各史h 家
んの lま でこ ノ¥ し』ζ

です 咲 あと担保 た
かし 権白

しる
福き

るに t う ( 

もう 夜で
。 はに のげが

Jオて
志 朝顔

か j責 感を て I咲
あ か入 し、し、 坊

v 
る ) の わ dコ じ る て

の
。

り て さ 家い

人 屋 よ 洞泉 い 「 状景 巧勾

のとる か眼 筋通り
龍晋

の か

人物ま 街 寂 マに事をIJ を
紗ら

の び l も I味ど
調和 のクよしまう か

眼蘭
カ2 'コ

で あの 利くそく少ら
v 

か
ががるザ うつ を の に
うと刺激 ツし、なかし 束4 勾 人凡
か れ パ て L ん外ず
がてをクいがで し 生~ の

えおねな る いれ そ 色、生
る り ら感

。
る fこ う し を。 、

Jコ じ と 街 な て 恩
ヲF

Tこ と 恩に つ いわ
のと 逮 う。 あ れ る せ
っこ 'コ る ー 。 ら

れろ て つ 、ー・ れ
込 に

、
れ 品 み る

み つ 竜舌讃!

v 屋 。
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車
庫
の
た
め
だ
け
の
車
庫
前
停
留
所(不

一、~

車
庫
の
あ
る
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
人
家
は
密
集
し
て
い
な

ぃ
。
車
庫
の
事
務
所
以
外
に
は
全
然
用
の
な
い
と
こ
ろ
で

さ
え
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
車
庫
で
働
く
人
た
ち
だ
け
が
乗

る
た
め
の
車
庫
前
と
い
う
停
留
所
が
あ
る
。

一
寸
ゼ
イ
タ

ク
な
感
じ
が
し
な
レ
で
も
な
レ
の
で
面
白
い
。

順
序
不
同
と
ど
ん
尻
を
慰
め
る

(
む
じ
な
)

俺
が
俺
が
の
世
の
中
で
、
あ
ち
ら
を
た
て
れ
ば
こ
ち
ら

が
ふ
く
れ
る
。
こ
ち
ら
を
た
て
れ
ば
あ
ち
ら
が
ふ
く
れ

る
。
そ
ん
な
時
に
、
順
序
不
同
と
し
て
発
表
す
る
便
法
が

あ
る
。

一
番
ど
ん
尻
に
自
分
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
も
順

(
一
九
回
)

序
不
同
と
し
て
あ
る
の
で
、
そ
の
四
文
字
に
慰
め
ら
れ
て

辛
抱
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
ん
尻
に
自
分
の
名
前
を

並
べ
ら
れ
た
人
の
心
理
を
巧
く
つ
か
ん
で
い
る
。

手
ぶ
ら
と
は
か
く
も
た
の
し
き
も
の
な
る
か

(
村
調
子
)

何
ん
で
も
な
い
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
勾
一
読
す
る

と
、
何
ん
と
な
く
朗
ら
か
で
愉
快
に
な
る
。
い
つ
も
、
な

ん
か
か
ん
か
持
っ
て
歩
い
て
い
る
人
が
、
た
ま
た
ま
何

つ
持
た
ず
に
、
プ
ラ
ブ
ラ
歩
い
た
と
し
た
ら
、
斯
う
し
た

思
い
が
す
る
の
に
逮
レ
な
レ
。

じ
ゃ
あ
僕
も
云
う
が
と
敵
意
あ
ら
わ
な
り

机
を
並
べ
て
の
ラ
イ
バ
ル
と
仮
定
し
て
も
い
い
。
自
分

瓢



んな た図こ ラなでにの
た つ 「 の っと「 イる「窮ミ
もてだでたわあ 混 パとじしス

る す気ま す挙 ずろう し、 幽 ノレ二 や た を
い の 匂 つ 的 の人あ がよ

友達らく だ 」な も 人 心の僕 、 う
。でん た 心 開も窮し
サな で女か 櫨請 理をの言 し ゃ I
ツく す。 房ら 巧潜うたな |

でサ て にの さと みはがま く
もと も 決死悪 に 大 」ま

立 しな人 取 っきとで攻
い 退 果結が てれで り かくなはめ
っし、 だ 、 は あ んなつおる

まて す気ま 赤あ わ だるたさの
でも だ んり 匂ばのまで
も らま 坊ま ず でかでらい

いし で 主せあ ありあなさ
そたた は んさ 広で五 し、 さ
んいこ な 。、ら、ノ 。あ。。か
な。 と かて永 る 斯そ弁
こあに つ 、 い 。うこ解

をてに 情 で て 通 - ， -，と
見 い な こ 論 、 見用そそに
て た り の 御 と複ぜ し んれか
詠の 、 勾 媛 言雑るな でか

んにこか 読むを 助 うなよい はわ
だ 、 れせ の 辞 容内を 」か 人つ
の今 も て とら情て
でで「 、 と 賜 酌も 言な。 浪がい

あは 援御助 ど微 物で 歯うう 曲かる
ろ、 う笑 切まよ私 情的人 け必
つ。 あ に す れく う は ま

とのか長 を がまな法 すそ
皮足賜ーじ も いととのだ」な

肉で物 人歩がき 得 う いめこ力よ い
穿匂ちな 砂で な 。てろで 。 だ

を寸 い 忘れ い を で 私 ろ
か ι 。 詠もの
けな出い (万 る。ん立世 う。

でてど来ろ 浪 退 '-
あいとるい 古 曲だ 界
る。 る 言 よ ろ 的もかで

のつうと 人の し は

線
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ん あを がい こぐ
にサ る。 まちとろく若
まシ そ いよいがみさ 思

くで れ 姿消てを レう 、 育に 愛
し は も ちこそてム に
たか ー よとうてリ そ
てつ 理 い 詠をん しくは む
人がる た と すあ たれ つ く

こら 旗 たき
す 玄 とわだは人も 反

いに つ をれの決にの 旗
る 、 た 恩るでし 、 で は
o ~ の わがあて l安あ は

れ が さ 、 完 は 旗 色 た
は 気 れし、たを め
員う(r i‘』d て つの 1間:¥1 め ひる 長~ tJ) 
だ(睡陣 淋ぴ 日にもくが年、(潮 9'

と晃 り しにそのえ自
いかんでし分花

さ) 勾はなはたを
か で旗男なとは

ので考はら 意味う 肉いと「
になえそし こ た，恩そと
もけるうし、 の 生 若相いれこ

れとラがよ 勾 き で手まもろ
生ば 詠 ク 、 りの で あ方すーが
活勝んで そ も場 ゆ るのが理
に てだはの 合、 r、 。御土必ゑ 」は そ

きつ ない ので ない どう どう 人 和1'- 四嫌 言と あり の説静を

とのあのにに生 めの をつま
可でるでかかを 損たす
能あ。あ食 生活し ホ 四 じのが か
なる五る。 つ ン 三 た で 、に
四が目 て ト の と、斯 聴
三 、な そゆてに 手 言とうい
の生ら こ く ゆ生 を ううい て
手活べでのくき のと 観方う し、

をを は 四 に 主主味 て 役食子 案じ でう た芳し四三も ゆ あと
え て三の今 く る喋もの
るゅ の 手 の と'-' 0 つあか
とく 手 を 世言 皮てる



ろあ る 人 刊剖ー語とる。場面い 言う

Z 。生 卒 窓り反にろ 定 の
遂 社 行 凡 ど合対ぶい き引j で
に会路 の をつ派つろ に あ
平に は 凡 見たのつな 行 る
凡援そ てり i昼か会 。
の ま う ー いし中る合 け

凡れ ラ 」 姿，るを思 て が こ に ばのてク つ い 、 と出 反

活生を で こ る阿は 達}る¥ 対悪
戦苦闘 は つ 隅々往 汲な 歩 わ に 々 ば

息 い か せ 、 笑大 に に か
う 。 ん らひししと り
ょ が雨 か れとたてつ
う続も るりりあて
にい あ 緑助之 匂淋 、 るは宗
なた り でみ戸ここ太
つ人 あし何とう郎
た で 風 るくぜで し
のあも 。 週んあた

ぜ 判らな えてう 知と で
た たがっ 気 れを急あ

頼 手 日とう プかの 本 な悟が る

り 際目盛 い チり弱 心 いっぱ。に が 段本;い を がた廻
し 、 のし心人 出- のわ
て 心 でだを問 し で れ
ま のあっプの そ 。あで

働る た チ 心 る
つ じ ら。こまの び o あ
せ さきことけ動 れ そせ
と ぜのれをてき た のら
冗 らーだ思いを で 道ず
談 れ断けうたう 助 もに

め fこ罰でと ら ま 4、 亦コ
。をは 、 く /J' ラツ

か 切ど肌今詠 つ クコ

宋 し りんにごん舌 た でツ
と とな寒ろで なと

客 き っ内さはい方 い 歩
て容をすろ かく
見か覚べ。 もこ
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いう るの 談冗を 善言いて千
つのこ とで 哉葉のま景
のはん 悪 思あ をが胸つの脅

時そ な 例 う ふの詠 流話に ぜ 映化画 作助之にちこ に 。よん 響」
はらと な なうだ いの
聞の位 る かにのとた親での
題考で と な言でなのしク「

にえ辞 犠牲を かつなつでみン 夫警婦自民
さ方め 芸たえた「あ 人気と
れでさ の女の頼る
な 、 ぜ この自でり大
か こ る ー ま心分 、 に阪を」
っ ち の 人 かののこし弁も h
たらは 出 いう 愛の てが り

のと怪 とご人勾ま 、 あ 町森繁久、
し

し(し こきにのっピげ
、 か I防 ろをこ場せ 1 -， 

私てら に詠の会」ン頼

のは ん 助 味ん 韮流 夫婦は ととり fや島炎場 、 と) が だ いおに
合あい あも う互し

生あ結がか と辞出に
がる梼考住 、 一 一 い め ては

の。 皇宮えん都丁 丁 うさ来 何
ぞ何 れ で 会目 穿ぜな
いん ばい生に 目 ちるい辞故
て の 馬る活 住 に のよ とめ
い変の 鹿 の のん 住 勾 り もさ

て哲殻々かあで ん で手 限らな さ
面もを々 さわい で あが れ
白な護しえたて る。 な ね
いいついもだ 、 ー いいば

表て話知し一 丁 のの ならな
現生でらさ丁 目 でで
で主あなは目 も ギあ
あ てる い 、 も 知 セるい
るいがの隣知 ィ。 の
がる 、 でりら り を気か
都とそ あ にん梅 ず ーのと
会いれるどど 人毒い
人うで。ん 志 出だ 人がう
ののい なこ) しが
人でて人ろ た



なえ 来そfもう't. 断「とがてやい 言 わイを 、 いり文
空 のつ るヤ恩そるで化 断
場 でて よ 、 うれのあ 勲 る
を あ釆 」 今更勲章 とでだる。 章 と
大 宅 てのと 、 と だ 言
事 る fi あ間金何 っが ん 言う り 黙章も かがん

だ俺がでがーさやと
る かよ 、 もたつれれか 表

癖 ら 後輩り そないでたな 勲 彰
ま な のいも 老 ら い章 待
だ ァ 牢よの人味かだ っ
ぬ 」の 、 、に のも宍と て
け と 誰「 や 違 顔 そ 、 居

ず
心れ何るし、のつ勲近 り
中そんとな鍛け章ご

藤 おれと 言 かがもでろ養
だ クかつろのな ま~. は痴

波 や ン言 た びい 章勲ば 園
治、』ζ つ ら うる 話か ) 
で さて 。こ だし

う。 づ勾ゃ いい がり大か
くはみほ 穿う、 、 事ね戦

しはほにめ ベ ちのそ 今 にば争
かどめはる ん 勾でれでし売で
しにてめと ち だあではたっ 物

ほいるい や とるも 空も て資
そめるとう ら 言。ま壊の呉が
こてうぺこ えただ がでれ不
にいちんと や よし空なあな足
はるにちは な う 台、 くるかし
幾の 、 や む い に て 。っ た
らで自らず で そ も戦た時
か気分にか と ん 民後。代
べがでう し 念 な がえもそ に
んともけい を とるるうれは

ちがべ取こ 押 こ 癖よ十で 姻空持を
やめ ん と( ろがう 幾
らたちれら で日 てし が放に年 4空a 
がのやるあ あ け ?』を曹
合でら。る 満 (i! るなな人非つ
まあと~ 0 め 。いつも常 て
れろ 気の む 軽とたなに 行
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とと- ， -， -，が「 と 「 て
は 云 へき i1と 今後 云 す 悪 い
恩うレっし : つみ事 生 る
え の 。 とて」 てまを れ
な で生かい こあせし 塑 と
いあれ」た ん や ん た り も
がる変 しなま」場 ま 想
と 。り ま る会 す 像
云 そませと 。に に
うん す ん を 、 と か
の な 」 し そ 便 た
がに なの 利 く
こ 弓 け悪 な な
のま れ事 こ い
匂く ばを と 。
の生 、 認 を
真れ ゆ め(川
意変 るて u

でれ し 、 晃 う
ある て
るも や ) 

の る

こ 働悪し生 もと こ プ

の 作者が き事 か 方でき な云 と ラ食
何j ただし んえ に プう 働
が くとそ でばなラだ き
生こてす う はも「る遊げ も
れの 働けも れ し なすそのん呉 せ
た ば な いるうででれ
の論法 、 け」こだはいな 空
で 是認を なそれ「と 。 なるい 1:' 
あ いれ ば 知過り にだい。か 社
る。 の は生 しかか 「ら 会

し は私き てら」そ働 の
て社 か ら ぎい詐 れけ 罪
は会 悪 れ るる欺 で な に
いのるなほ」で はし、 す
な界いし、ど「も な の る
いだのの知そ 、 おだ(
と よでだっれ押 更とー
こ」は 。 て は し 食云

ろ なそる 正当な ヲE えっ 鶴
に し、れ よ り な て

。が でい、



なか み知くるな
感ら机 しれここ気ど
じだ の 懇 めなととがん 次
がの 上 け ていがはすな 々
しー に た 見。 、 云る阿 と
て 部 、 つ ぬこそう日呆 阿
要事に白 も とんのまでが 呆
けは分 の l味な人であ釆 sま
が 遠の ー は勾にもるる ‘ 
すい 入 (;: 出はとな。の か l

るな 歯 机 て匂っし、自か り
とし、が の 釆-のての分割l の
いが 世 わ なクはでもら 来
う、か H いラ 意あ そぬ る
の 見 れ 目'" 。 に外るのが
でれて 色 味に 0 阿 、 足
あばあ( が さ十~:そ呆な( り
る 見る堰 あ福んのる
。る。 るななーは晃

ほ白子 のの白人ど
ど分) でかがでそ'-J I! 
変の 噛も続あん

禿 がさ語が をい 方
げ 、 ふ|楼 痛 た撮っ 詩 禿 がこ
て禿 さ 寝 のくめすも 笑 よの
るげ!る親なでと帽は げ り勾
人たと前類 いあな子感 る 強 、 l

は人 云 にののるるをじ の く感
善迷 う 、 ょが。と放ら は ひじ l

人の 薬 注射す う取 、 され 痛 びの
だ也l で に柄 ヲぬぬ く勾

よ 界通共 つ出もさc はで ずのが く 。でと れ息あヲも、 な あ
自 ばわ るザそ ユ い る
分 の 朝 れ 達観と 帽れ l の が
に 念 ん 眼 た 子がモ が 感

云験も がく 被むを たラ 取 じ
い にの覚なは めス 柄 よ
間違かめいし でな( り
か いとたのて るあ勾麦 な も
しな 云ら で見 のるで太 り 穿
fこし、 う 黒 あて も。あ楼 ち
位。 祭るも そ写宅) 味
で のふ。金れ真 の

雑

(

ニ

(

〕

一

)
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どが あソい禿 満
にふ 若 らコるげ老 足
かさ い 今 わソ。 て い コ禿 出
薄ふの 度 しl_ .......， てて レげ 来
くさに こ てが禿もま クて る
なし禿 そ い合げ 、 す シて も
るて 11 ひ る む て こ ま も の
しいて 。ユてのす ヨ で

る 人るも よ ク も道旺 ンコ は
ひ筈 つ モ」ばん ソ な
たの と ラのかと コ ぃ
いも い 効 ス 上 り い ソ 。
ののる く な五はう エ
あで が か 味の別言 ロ
たは、 と は措だ 茶 の
りない カ 作字とも
かいっ 日 者 の い あ (

禿げら 。ま安 美 の妙う完 投
い で の 老 好 食
つ も 秋 素 練場i色 い 子

ての黒) さ「家く)
ラ長ほ髪 を コもら

ー「 生先一「 耳、 にこるる 知人ノ、 て
そ も 描ん。 。 つも ツ急
ぅ 空 禿 出な近こてし、キに
だ は ろ げ し 勾ごのもるリあ
な N の か てがろ 勾ー。しわ

ア 先生カミ 生 け い生加も 度毛な て
徒 て 宅れ美 、 は 生 いて

嫌 は い た の そ 買 液のい
ら好 、 の素んうのでる
い き 先 ま でがなて 広 す 人
でで 生 す あさと見告くも
はす を と ろかこるがない
なか ま 生 うんろの目か る
い 」 る 徒 。 に を も に ら。
な で ズ 人広ね斯入ず顔
ア 亥 パ 間告らうる悲と
」 達♀ リ のしっしと観頭

扱*ー 弱 てたた、し の
A さい 人効 境

し、 春 い をるの遥かて界
に 巧のででぬい線
す みでああとるが



ててがと とう 「 と ---， ---， な 先生「
癒ら やる イぴ申 云 病気 {言

そズだど」

ぬかる訳う で
いう ノマつうし

'ひ うかリ五生 が
時信ら も で長床く を と知もと て い
ド の せ こ し そ 好らくは」 心で あも

よ ろれたはん
信ぜあるに と か ん こ 禿げもう な心 よ る まつ 。」とこか
が と 。し、 し、 手

先生とをー と れ
足ら云近戸 がて ぷ -;:>，がて

う。か判 も、
ぬ ろいる の の ける
と はろと 見

方方2
て ? 僕

か何ん 舞 い」 iま
ヵそ

込黙り
ま ，，' 

前 月れ が

宗の る。 の商に 翼家教t.i つに付 函王 来

す ノ

か だ
ん ら とで ね

教 そ癒 の込) し L ，思

し し 手 む も う

る 「 で な 日 の ぶら 宗教 あも 焼 関す
。 舞見お ないがでみ

か。なあん な のにる 払き る

な行 いる。 手な tJ~ 見 舞 な 関とわも
ち かか 。 び や ねの

つ尻をね院入悪か く 軽襲とまいぱ泊、
し、 義ば理が いら と さて癒ら 家
てあ 間と関と口 恩

れい の
」げへ たる。 ぬ 中
とか いいの て ー とに
一ねわた た 生活 力、 し人こ 、 残

寸皮肉 てるがが 舞見 たかの家探 つ
いい 、、 を

のも 知も 作者も し ているが ま な し お
に の 、 長舞 か て ち でれ をる

詠んで長ぴ ない 司J 
あ な しか

あ かる ろいそた ら

だ る らしく に舞見ので 釜 いて う う り そ

のそ 行くに忙峯
そ しすれ

で こ い 日 行く し 手れを 新輿た 宗教る 部全を
あ をの が し、

雑

(
二
{
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看
護
婦
に
つ
か
ま
せ
と
い
て
や
と
病
人

気
を
使
い

幽

王
)

い
つ
の
世
に
も
贈
賄
は
絶
え
な
い
。
大
き
な
汚
職
問
題

に
対
し
て
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
ゆ
る
せ
な
い

が
、
も
の
に
よ
っ
て
は
み
の
が
し
て
や
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
看
護
婦
へ
の
心
づ
け
で
あ

る。

こ
れ
も
一
つ
の
汚
職
だ
と
は
一
本
え
る
が
、
そ
こ
ま
で

追
求
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
多
少
の
心
づ
け
ば
病
院
に

よ
っ
て
は
公
然
の
秘
密
な
の
で
病
人
ま
で
が
そ
の
点
に
気

を
使
う
の
で
あ
る
。
こ
の
匂
は
「
気
を
侠
い
」

の
文
字
は

調
子
の
点
か
ら
一
お
っ
て
無
い
方
が
い
い
と
思
う
。

胸
病
め
ば
科
も
つ
如
く
人
を
さ
け

(
七
岡
山
)

八
=
口
四
)

胸
を
病
む
と
一
応
は
同
情
さ
れ
る
が
、
伝
染
を
お
そ
れ

て
な
る
べ
く
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
る
の
で
、
つ
い
人

を
避
け
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
罪
で
も
侵

し
た
人
の
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
病
人
心
理

を
詠
ん
だ
淋
し
い
勾
で
あ
る
。

大
病
の
自
慢
を
し
か
ね
な
い
そ
の
後

〆白、

竹

一、_，

病
で
痩
せ
衰
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
見
違
え
る
ほ
ど
の

健
康
体
に
な
っ
た
。

「
大
病
を
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
ま
ぜ
ん
ネ
」

「
そ
う
で
す
と
も
、
い
か
な
大
病
も
私
の
精
神
と
摂
生
に

は
か
な
い
ま
せ
ん
よ
。
こ
の
か
ら
だ
を
見
て
く
だ
さ
い
」

「
病
い
ぬ
け
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

一

「
そ
う
で
す
、
そ
う
で
す
。
人
聞
は
時
に
犬
病
に
か
か
る
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Cコ
ヨ王
、、ノ

で悟り 辿 る ヤ の関 り
v 

ある。 レ働
人

病人 でい 、 と

る0 きもそャ抜ら1ま あてそ も
れのれレ 間 の るいの よ
な だ が と Il; 。る人し、

いと人号途端 い
な 理 と のこ

と悟の て つ を 大人と
こ っ世

た
グ 病生で

ろて の 地位 ツ を をす

にし実現に
と と 自更ネ

人問 ま 、 来出も
思 〈コ 慢 改

。

の ばえ 誰でがも 病魔
や 七、 し し大

饗場
ん かま病

なそ に で ね す は
ゃれ 襲少 し、 な かー
みま 同 わ し て いらつ
は で じれ は 国 よ ホ の。尽でよ た金 白 う 。 休

き あ う mり来出も
し、 だ」

いな がる 道な で
丸

。 と 養
云で

の 、 を あて う あ

あ し に る でてこる
う。 者患 病院

る。て違 も唄覚カ2 とば 石取い そな がか ジの
扱なれく 大り ツ心の の

い いは 、 異常題問だと境ー 床
た 。 思者身自 今 。 寝 を 室 オ
いそ 日になそてこで 力
。れ の発達 のしいのあ ズそだ オ でてれ匂ろ
こけにカ すあき fi は う (a: 

作者をにとズ る。 る よ 、 工5 0 
鼻

つは 。うそみう で

私て鼻が附添婦 斯う のこに) 知
tまた は オ にとき ? 
キち何知 し カ は ら の て
ャはんつのたズ食慾 えと
ッこでて説者患何は てれ
チ れ も い明 のいな ー た

しをなるを開まく のか実現匂z い ，馬た劇悲いの 常 と ギ
の こで と云う かとプ
でととあ し あ恩ス

一一一一一 一
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iJ; し、 fこし、 る 姿
ー「

新 消 っそ経神との際死カ1 様
と

三jド¥ えたれ いに し
聞 て劇でのう膜れ 死 て

も 'IJ~ い的感ない冷よう あ 見
満

補筆
る てや たつ {ま た

足 。 、 ゃな人ヵ: た 虚 の
で

し
じこかこ と

空
で

し がの さ と死聞 あ
よ た を る
う よ

る 読むを 思わ 魔断末 た 掴む
。

L な
ので さ だけと 温 自民

か 族
、 と れ る にで も、

事象 劇悲 る。 作者・ 虚空 もの な
::' 辞 との の欄を階ら し

の
泉法

し ユ とい 夜
子 て

すぎ 暇むも 感ど 子 の モ 書男
も

) 

暗ア ま カじ1 

fこ さ と しなす

と ー寸 と ー「 作文 ろらで葉っち
、 ス

ねぎ 変大 厳粛 うれでがと派立をし、 Iλ ス のとても型め
か らで告な ム メ場日入 にい常ので

ス いし
ら る に報道如く すにもにのた式別 ス 多も んの族遺 」育

や言で だで とて
つ業 しが

や
いの、と かて

んた を うよ 滞り のでた し さ ゆ
な よ 色、 -っ であぶてれ何 く
こ 」 け」 な た あ る ん 、て との
と fこ

終く
と る 。記寸分 いか が

ら
儀委葬

。筆補ど 者 る
は 'つ のの。かこ
思I[ た 補筆 隙悲と れ
れ の

員
こ もし泊、治、

て を ろしなし、 、ら
し、 見 こ 長

かたい事出 支未 の
る て 、も 言葉 わ
よ

、
瓢 記者 の た

と で綴がののし
73え のあ 中言の

雑

(

ニ

(

)

七

)



雑

(

ニ

(

)

八

)

会 と あ在が とわ
社世 は人るりし 石薬効 いん
のの ピ 湛生。しず 俗 業Eうヨ h孟
社中 ジ えの日か 名 か
長で ネ 難終 警に な を り
の 高多 ス い 駕 卓く と にに

式告別カ2 の 淋が のと ど ユ事し、 る上い l 務
よ さ 斯 かにう め モ的

れ う でう の残訳 て ァ に
あ て に あし ょっで 葉 を 答
るい 会 るた うてあ 瓶 感 え
。る 葬 。静 にいる し じら
と人 す か 俗る。 ず たれ
三は さ名。ま のた
日今 5 で がしだ か での
tこ日 文 て 迫 読かそ( あで
あは つ ま 瓶薬も こ不 る。
会葬げず 何 来 て れ に スん 月 来 るは二 ム

と るの に薬 "-J I 
か では瓶 ス

明者 匂 会や府 長と 観だのはす
き の何がそ たとな
は驚が 会旗ーう「 ンあの ー盲 のい如くいる。
否い と番る 昔、 人 で壬う口 に 0 利
由同た 様 同 と が 大 あ恒度 焼香 伸害

なのでちだ呼ん議、 会公 長会 る。でを ヰを係関

もあふつで席堂 あ す λらに の
の ろう った発にで 張つ る ま せ ?農

ての 言 は のぜて 淡
威と 」にのそ 盲人会大 り をて 担 は
張停も 驚 許の 会 -， M のあ

ら篭 吸明様 い し人 旗 ピる如 つ
れの た を のを う ジ 。 くて
て時こう見 才、まに
も に とげ札名せ tごz ス あ 葬別も
一、 がるかて(。 の 儀 に
言 さのあこあ も つ よこ場悲
も て 行るとつら 来 て うれへし
なさ動 。 はてつ に でゆい
いてにこ市、た "-J l_すき訳
訳限作の会議こ とん 型 で



る る 大が く く 人 で。
ょう し 、 も背'itF. 聞大 あ

菜 な たその がし 嘘 る
の か感な l賊のらのい嘘て つ 。

花 な で物し人間 る い 特異
の かじはがし、 もを て
中 面 がな も 。はのつ

れ帰
な

の 白こ い 届うこ 、 だか
場面

エ
いのら の何 。な

lまネ 勾しい匂ん霊く の
場 フ かいてはの て 嘘

生勾写[e!: イ ら 。い I磁気な も カi
閉 の う |防た を な l蛾 よ 屑
め 勾 けが とつ しはし、 い と

て でとパ云う いに別こ て し

あ
あ れレ てヒとと

た て
る る て の帰 ヨ しで

興味カt 
( り

。か卒気 でつイて品
花代子架 あたと

ら ると鴫ゆを 1、そ~、
、ーノ ででかこををつ

) し、
あい ら ろっつ く

。

く でか小 き な和 冥 ツ
、y な庶 あな士 さ い な ツ .、ノ と
イ る 民 立 る表業な。景風礎 とこ
隣 。的 苔 。況のい工 り工ろ
り な み で惨こ場でで場カ1 は
の 立 で めと の あ 、 場汗え
男 呑 ソ しさを門るい建
と み か が恩 はが か っか
も で も限え開ざ 工 にて
口 ス

鋭にば 場春らもい外郊
事r 呑 の ど 迫 きの る
手リ む つ い っ そ れ 照 。で
く ほ 観て

ヲ，

た 突 し T ぁ。 ど た 察来に ま か く 渇ろ

名 カ2 る 』ま ま ら のの う
だ

宣 剥兵
この平和ではん 問閤 。

ん ので 人煙ぴ 回
t!. 生uあど影りりは闇
ん のるこ 出もと ま震 の
口 秋 い。ろさ しの中
ヵ: 、ーノ の穏かえてた花に
軽 ちゃ中 も い平のポ

雑

(

ニ

(

)

九

)
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る はの し、は ヵ:
が争ほ鏡 ぶ中そ は コ

姓名 多え ど の 歳 ま七れ じ イ
少ね に中 (c! わのは ま ツ

学 議 と かの 歳 つ 「 平 る 話
正 明思 ヒ

分自 だ て ソ 凡 。ぜ

田 的 う フ
け

し、 な る

智美
で 。がの

の るス情景 な
あ「た素 この ア
る 寂 る顔 顔素 と つ に と

子 。
しんを がい過 思

の 」 で つ と う た ぎ う
名 の 若 く な か」な と
も 首苔 さ つ り がでい ソ

並
、が く 寂 えあが ロ
軽 消 と て る

、
ソび

く え眺 し
面白

。 ヲ，

ロ
文 扱 て め & も の

名刺っし、る 食 い既う匂
秋 て る 。 子 。 の の
、~

tま 。し、 、ーノ に ヤ
交換あ年 つ だ ペミr

う子 売名変あ必名ーや っ
花

)1頂 の妃そををえる 、 つ ?市な輪 でにのやってかにそか
番 ん選警つげあらよのる

も を ゐば ててげ 、 つ近附が
親 並 。 れ完いあよ悪て
戚 ノ、c 穿た る げ う い 、 でそど

一 カ3 ち 正 生 。 よ 、 姓名 そ 新湖種 れ で
問 勾 田 が うこ の によ
か え と 美

、

とれを人 は俳名学くら さ し 智よ か持のに天

贈ら
す て 子 い 人主つ事な下
花 面 さ{y1J のて っに

れ
輪来

白 んの 弱まいがた名説を
る いの と みれる左人を
も

る と 名 こ る人右たない
の 恩を ろ つ赤た さ ち して
や 好 う 主主 へ けちちれのたい、

。 ベた 早速 こやにる名ハA 男る
業同 自R んん名はも並を、~

いと 皇太 だに の た に
組 商は をでべちぷ
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人間う ッかき とし並 贈らら 会

今 した 影 ぇ方と つ 分自く 空巣ヵ: ら 親疎も べ や

さ 釜のてと 法 た にれ首

つ ケ 弱工点を5 おいの抜 師 穿ι 係関随分る相や

き出 1札管 ザえ り2 法師影ヵ: 主M ある 何ァj に と のも ボ
住 るで MさL とは アとス

て んみこあ し の しよタがや
来 でにとる写足 を てらマあ
た 衝も。つで 空 大なをる交

ん いあ 時てし 巣 いいな 。 際範囲
や て ろにいの わ にかやそ

と いう はるぴ す ずなう らまこ
丸 る。そこ寄 れ ですでに

。このとつ あの t役話j:J: よ
(刈 のにた て かる でつ

の 匂藍はが容 た せ。あ て
晃 は{師A 気 、 るこるは 各

そにづ壁水 。の。花方
) うギかに 点必輪面

いヨな大 をずのか

の悉てあも はじでやカ
で し 、 る 云霧 なつあとが 釜
あて街。えの 霧かてる」な ケ
るいのしなた の な丸 。 はい崎
。る中かいち 荷 か刈い 云 とは

の 歩漫を し情こ 乞 にりつう 云ス
で な緒め 食 鋭が 散髪を まわラ

ががた も ど光 でれム
「 し ら流街 い る もて街
詩情あ て画れを 詩 。のし ないで

いのて 乞食カt 情 もたくるあ
る中い あ その 、 。る

る 訳 の て る れか刑「。
如 で乞 、 歩 如 が事j 務今ポ
しは食そい し たら所さリ
」なにれて めなかっス
とい 詩はい( でいらきも
結。情 ーる あ人出 出こ
ん作 柄。晃 るたててこ
で者がの何 。ち来来で
いも湧画ん) 観にた た は
る知いで と 察まのん 威
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ば 春金 だ 草檀 名 燭亡 辛腐

し、 ?三 の iJ; 月 家 曲 風 き う る

ば フr な 流 か か 機母 中 じ か

し、 れ い君 鉄 ら 知 の の て ら

の ツ 明 だ ?帝 ら 代 煙 陰住 v 

蜘
」

と 記治
妹

v1 る ね り 管 む れ

て 者 生 の で 尼 ど を を 東 も

も は れ 努 は 僧 夜妻 持 王示 喰

上 動 は
力

手 は 業 カミ て を "'" 
手 物放

も
梅 腹 ま ば う と

な 園 つ学 お を カミ だ 詰 ら く

一 ノ¥ と え 持 立 '0 り 五や 肥一 ぷ
号飛 七、

FミL ず ち ち と 居 ま り

の ぴ れ
し

め り れ よ

子 う

校珊郎
野 不 粗 久 稔 j~ 食役 鉄 白 梨

市 水 影 子 鬼 子 洲 屋 里



新 悪 ざ 底 銀 角 大 大 酔 男 置

課 銭 間 あ ~τ - 帯 工 往 て〉 臭 き

f委 カミ 忌 ま fこ の σ〉 生 ぱ し、 去

机 身 遠 す ま 門
v tま と ら 部 り」

の 慮 で イコ 燈 v 索 は つ 屋 の」

位 つ さ J百ιZ fこ も 直 弟 て n. 米

置 き し け 牛 % や 株 子 殴 と

を 板 fこ ら 手Lちも 式 tlJ 達 ペ〉 窓、 ポ

変 し、 れ を
り

会 く の て を リ

え ぐコ 女 舌 勿 i/' 社 鋸 作 欲 開 ス

fこ く カミ iJ' 体
来

な で り し ft の

だ 名 来 も な
る

り あ 事 し、 ら 非

H 士 〈コ し
暑

り 時 れ 力

れ と
C 、"

も る な

か 見 あ り

け る り

竹 u: 文 2長 水 紫 巷 侃
内弓11 

止と ひ

変太平妻流澗
か
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屈 大 出 腹 終 天 音 更 お 子 働 葬

辱 空 し カミ 電 言朱 の 年 祈 猫 し、 儀

を の や 見 を 七、 よ 期 り ぞ て の

耐 下 ば え 気 税 し、 内 を ろ 取 短

え チ り る 吏 お 科 す ぞ れ か

る ヨ iJ'三 よ し カミ な 外 る ろ と さ
v 

ボ 畑 柘 て 酔 ら 科 黒 み 資 犬) 

め チ σ〉 1宙 料 つ 手L 歯 髪 な 本 も

か ヨ ぬ か 理 て 呑 科 の 宿 家 Jコ
み ボ る ff 残 JII む 忙 長 命 折 し、

脈 と さ ん し 児 し さ の れ て

を 人 を し て
ー治キ+ー も し、 か 顔 合 行

打 の τ又 な 来 ち 等三 な か わ き

すコ 住 し、 し、 fこ ず

む ち

く

る

妄 海 牛 朗 主主 同!I~ 苦キ 満 春 生 文 粗
h 

基~t; 3匙 歩 笑 右 月 花 年 巣 庵 車車 影
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税 道 み ノ、 近 弧 す 芝 ノ、 亭 正 昼

務 と の ク 道 り か 居 グ 主 直 風

署 え 虫 て7 は {J- し で ぐ も 呂

iJ' ば σ〉 ツ よ し、 て は ら う 談 ノ¥

居 嫁 な チ そ し は あ し、 黙 し 切

る ん 指 う て 注 ろ 嫁 つ 倍 腹

の も tま 四 愛 ぎ う き て 金 す

ほ 伺 五 父 情 す カミ ま 針
v る) 

電 し う 本 の を か 家 す を と よ

話 し、 て で 老 交 し 出 日リ 拾 わ

ま 教 も 答 を 換 て ~l 荘 う ら 坐

fこ え 壁 え 知 し は て〉 自 な れ り

か よ だ fこ り 注 と 家 り 込

か う ペ〉 り <' け 用 み

り fこ 一 ず 車

人

旅

無 月 旦 不 孤 美 孤 芳 ~ 君主

夢起

無

骨 都 秋 f良 fよ j良 泉 球 南 聖一



足 日 泣 最 我 女 一 観 向 し、 未 貧

の 向 し、 後 も な 同 世 う し、 亡 乏
裏 水 fこ ま そ る の 音 向 仲 人 は

猫 の の で の 悲 寸 甘 く と 読 し、

と よ は 予 烏 し τ心士ご、 え 娘 知 め と
し、 う 他ょ算 合 み 汚 て 財 ら な し、

マコ な 所そが の お な み 布 ず し、 ま

し 相 の な 一 ん し、 fこ を 間 本 ム、ートー

よ 手 子 し、 人 な 紙さい 明 "'" を ん

で 針 で 賛 酌 幣っ御 け 席 売 と

日ヒ く を 押 成 を ば 姿 て を り τ:s: 
ら fこ 持 す す す か お と も う
れ び ち 〈コ る り り り せ た

る れ 直 も ず vt 
る し り ど

五 茶 糊 P 翠 梨 文 穂 柳 ノ竹 主主 良。
波
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押 取 一 三善 手 帰 接 母 御 御 脊 着

入 る 等 t コ 作 イ七 吻 と 祈 免 負 fこ

の も カミ れ り し を 百 祷 td. し、 ま

てコ の よ る の て し う を と 投 ま
L、 し、 ~~ 胡 も て 乏 ノ{ し、 f1 で

で 取 と き }A 唄 と し o す ボ

つ お 奴 tま は 子 き マ て る タ

拭 て ふ iJ" 〈コ 一 供 髪 の 仲 様 ン一
き 信 く 好 む 上 は 上 よ つ
fこ 仰 ろ き じ り も 油 し 母 け

か 足 因 と 曲 一 う き し 先 は る

つ り ら し、 り 下 五 れ て 子 も

fこ ま せ ~ な り ぺコ 貰 嫁 を ^ 
肺 せ る り し、 き お タ

ん ろ ノ、

し

ブ

111 うぢ
久多

し 草 車 ひ 宵 ひ 花 草 満
同司 f1 さ か
1."を 泉 τ'ー、七 を ti 自日 み 明 る 村 右 年
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ま 支 泥 lま 金 意 我 トぞ44r 喋 手 も 約

な 那 棒 ら 策見 カミ ω '"‘ 
紙 の 東

し、 ~~ の ば の し 町
だ

り で 足 を

fこ を 逃 ら 急 て の
け

散 は q 破

は 着 vf の ヵ= 帰 昼
で

し 届 ぬ ら

白 て fこ 高 ば れ を世てく夫 す

く 出 窓 級廻 lま 知界診本事 様

乾 る 七、 品 れ妻 らを断社業 な

し、 妻 。戸 で 碁 な廻聴がの 雨

て tま 首 身 意 い か見虫 カ5
つ

委 ま を を 坐 見労 ず 当 。コ 降

の だ 出 飾 り ~ 働 て 去 ら よ り

留 若 し り れ 者 来 ず う

守 し

呑 美
松小 水 務 夜 玲 法泉 方 井 草 季

水 笑 園 客 花 潮 人 子 正 蛙 民日 賛
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療税停洗 神 父 鏡 五 惚見 エ 女

養吏年濯 経 親台 尺 れ て レ 房

所 ラ長 も 機 の lま を j戸¥ fこ 見 ，、、. も

汽 て 近 今 太 只 並 寸弱 な う

車 猫 く 年 し、 居 -"(・ 一 み し、 タ 先一
か ち も 妻 る て つ 彼 ふ

ら さ ぎ話 な だ み 女 り 押 寝

見 ヵ、 て〉 だ り ft ん 折 の し し る

れ な fこ ft 戸 の な ペ〉 連 て 込 の

fま を 煙 で も 看 不 fこ れ 同 め も

し、 食 草 暮締 護 倖 御 の 職 ら 俸

し、 わ 喫 れ め な d、ーS也ー 挨 ま 見 れ ら

と れ う ず り 拶 で て て ず
v 

fこ 払通 お」

ろ り し、 り 辞

儀

さ

れ

法泉 摩天 澄 文 し、 淡 白 臼 素 911 花 鉄
わ

身郎 之助
子 自日 泉 三矢 を 舟 見 水 村 洲



力 読 峠 喪 現 ペ? 職 急 す ノ司 人 川iC，、、

イコ み 茶 H反 実 ネ 場 逝 で当 ン 間 人

き な 屋 ま キ 大 ノ¥ き 11 カ2 iJ; 

fこ カミ で か ン 4_三K 飲 原 ロ 真 し、

よ ら 団 借 え と 鰯 ん 園 つ る

う 十 去 り イコ 同 を だ 児 -". 正 の

代 ペ〉 て て じ 食 ，思 カミ 来 直

冬 ジ fこ 来 女 柄 ペ〉 し、 通 て で 嫁

の ~ ~: た 米 だ fこ 出 る も す け

日 ス. み の を カミ ，息 fま 声 女 く。 ノ¥

海 も を と 見 で か iJ; は 怒 ん

-". 聞 掃 も ぎ て ラ長 り す 洗 り か

落 し、 き ち く る な る 濯 嫁

ち て 直 れ り し vt 
居 し ず -". 

り ん

か

ノ、 緑 一 水 井 不 春 方 竹 オt ひ
ツ

夫
さ

夫 茶 雨 客 蛙 水 巣 大 荘 車 み
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席 ざ 水 lま 斜 窓、 足 お 御 前 女

譲 あ 道 る 陽 あ ら 喋 苦 借 手

-:> ま の か 烏 族 け ぬ り 労 で (J) 

て す 漏 な 取 さ て と ヵ= な 来 家

や り る 砂、
す 家 v ラ転

、F
fこ で〕 」

つ 市 も 砂
丘

カミ 主 だ た 'コ 娘 汚

fこ 場 よ 丘 式 聞包 け 来 t::> 邪 し、

の の う は 百辛 め 奥 た や 怪 硯

口 直 独 の も さ 話 と 箱

講 で さ り 堂 買 ん 題 ス 父

談 と ぬ 歩 わ カミ さ キ と

本 ら 亭 く 入 せ 口 ペ〉 会

を え 主 p、、4・ り る を と 見 し、

読 ら し 気 入 変 送

み れ れ え ら

れ

答 千 春 八 羨 お 香 修 白 京

代美
台、

~王、 歩 秋 き 林 善 星 楼
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街 あ 旅左 大 楽 二矢好甘 若 使

録 き 楽 手 学 天 て〉 印 き 党後 し、

の ま し で ノ¥ 家頼 の と tま 家込

妻 .A，. 前 よ や の め 通 好 女 の み

の ん も か れ ク ば り き の 喪 を

鼻 な 隣 'コ ば フ な 方 日反 さ

，息 ど も fこ 酒 ゲ 〈コ 曲 ら の 一 ぜ

ま と 女 ね 呑 は 忘 る ば 中 番 fこ

で 芦 i性 え む 磯 れ モ と よ 女

き 屋 で と 様 る 母居 く は
v 
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